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昨
年
ピ

l
ク
を
迎
え
た
米
今
夏
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク

(
V

閉
め

T

V
ゲ
|
ム
プ
|
ム
が

D
)
ゲ
l
ム
機
の
高
収
益
ぷ

今
年
急
速
に
冷
、
ぇ
こ
む
と
い
り
が
Y

ネ
?
ト
ロ
ニ
ク
ス
社

う
反
動
化
現
象
め
さ
な
か
で
・
「
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
レ
ア
」
で
実

認
さ
れ
、
に
わ
か
に

V

D
ゲ

ー
ム
機
に
熱
い
ま
な
ざ
し
が

注
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
町
フ
し
て
今
年
の

A
M
O
A

A
M
O
A
エ
キ
ス
ポ
幻
は

全
米
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
で

あ
る
A
M
O
A
の
展
示
会
と

し
て
、
今
刷
で
一
ιl
五
回
を

迎
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
シ

カ
プ
以
外
で
聞
か
れ
る
の
は

二
皮
目
(
も
う
ひ
と
つ
は
か

な
り
以
前
の
も
よ
う
)
と
い

う
こ
と
で
、
し
か
も
南
部
の

ユ
ニ
ー
ク
な
抑
制
市
ニ
ュ

l
オ

l
リ
ン
ズ
で
閲
か
れ
た
た
め
、

例
年
に
比
べ
る
と
シ
ョ

l
運

営
も
ひ
と
味
ち
が
っ
た
も
の

に
な
っ
た
。
展
示
会
は
十
月

-
4
1
八
日
か
ら
三
日
間
関
か

れ
た
が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

は
本
場
の
デ
ィ
キ
シ

l
ラ
ン

ド
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
繍
奏
を

パ
ッ
ク
に
う
か
れ
た
様
子
を

し
な
が
ら

A
M
O
A
の
ウ
ェ

ズ

リ

|
-
ロ
l
ソ
ン
会
一k
が

テ
l
プ
カ
ッ
ト
を
し
た
の
も
、

、
」
れ
ま
で
に
な
い
光
景
だ
っ

た
。
し
か
し
ブ

i
ム
の
反
動

に
よ
る
市
場
の
冷
え
込
み
も

激
し
く
、
百
九
十
社
と
い
う

大
規
模
な
出
展
(
附
年
百
六

十
五
社
)
に
も
か
か
わ
ら
ず

絞
録
入
場
者
数
は
前
自
の
二
、

--
一州
削
減
と
か
な
り
伸
び
悩
ん

だ
。
こ
れ
は
開
催
地
が
今
回

だ
け
シ
カ
ゴ
と
ち
が
ヲ
と
い

う
こ
と

L
修
棚
押
し
て
い
る
が
、

市
場
の
低
迷
が
最
大
の
原
因

と
見
ら
れ
て
い
る
。

展
示
会
場
は
ワ
ン
フ
ロ
ア

ー
で
見
や
す
く
な
り
、
天
井

も
古
向
い
た
め
民
示
機
械
か
ら

出
る
符
も
附
陣
容
に
な
ら
な
い

エ
キ
ス
ポ
は
約
十
機
M

刊
の
V

D
ゲ
ー
ム
が

一
斉
に
発
表
さ

れ
る
と
い
う
、
V

D
ゲ
l
ム

中
心
の
シ

ョ
ー
と
な
っ
た
。

ツ
米

カ

も

プ

に
一

世

テ

い

た

の

。
L

幕
)

告

側

央

宣

て

中

を

に
(
グ

白
昼

ン

入

会

--

場
ン
プ

4
z
y
-

-
耶
-
オ

展
ロ
で

ポ

の

さ

ス
後

気

キ

直

属

t
a
a
Z
た
い

A
、え

し

O
幽
官

、
』
ヲ

M
告
人

aし
A

ト

固

な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
多
か
っ
た
。
く
V

D
ゲ
|
ム
機
が
発
表
さ

さ
て
そ
の
展
示
内
谷
と
な
る
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
!

と
、
東
京
の

A
M
シ
ョ

l
、
ム
機
と
し
て
の
優
劣
も
目
立

英
一同
の
ロ
ン
ド
ン
プ
レ
ビ
ュ
っ
て
く
る
。
こ
の
意
味
で

V

ー
を
受
け
、

V

D
ゲ
ー
ム
の

D
ゲ
ー
ム
分
野
の
鮫
争
も
激

オ
ン
パ
レ

ー
ド
と
な
っ
た
。
し
さ
を
憎
し
て
く
る
と
見
ら

す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
日
れ
て
い
る
。

本
の
セ
が
社
、
デ
ー
タ
イ
i

V

D
以
外
の
T
V
ゲ
ー
ム

ス
ト
、
タ
イ
ト
|
、
船
井
、
機
の
勢
い
は
盛
リ
上
が
ら
ず
、

そ
し
て
米
同
の
シ
ネ
7

ト
ロ
フ
リ
ヴ
パ

l
、
そ
の
他
の
ア

ニ
ク
ス
社
、
シ
ミ
斗
ト
レ
ッ
|
ケ
|
ド
機

L
わ
ず
か
な
例

7
祉
の

V

D
機
に
加
え
て
、
外
を
除
い
て
ふ
る
わ
な
か
っ

米
国
の
ア
タ
リ
社
、
マ
イ
ル
た
。
犬
き
な
山
山
展
社
と
し
て

ス
タ
ー
社
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
セ
ガ
社
が
今
回

A
M
O
A

社
、
ス
タ
ー
ン
社
、
そ
し
て
か
ら
初
め
て
姿
を
消
し
(
パ

日
本
の
コ
ナ
ミ
と
米
関
セ
ン
リ

l
社
か
ら
山
山
白
山
)
、
時
の

チ
ュ

リ

l
祉
の
共
同
開
発
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
た
。
米
悶

も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
批
判
袋
さ
れ
の
小
型
A
M
機
業
界
の
大
き

た
。
注
目
さ
れ
る
セ
ン
テ
制
な
転
換
期
を
示
す
の
が
今
回

は
発
表
を
イ
二
月
に
延
ば
し
の

A
M
O
A
シ
ョ
ー
だ
っ
た

た
。
し
か
し
こ
れ
ほ
ど
数
多
(
詳
し
く
は
次
号
で
)
。
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リ
、
同
社
で
ロ
|
ゼ
ン
氏
は

事
災
上
退
任
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

米
間
セ
ガ
社
の
子
会
社
に

は
日
本
の
セ
ガ
社

(中
山
隼

雄
社
長
)
、
エ
ス
コ
貿
易
(
本

健
次
郎
社
長
}
、
英
関
の
セ

ガ

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
(
ピ
Y

7
・
レ
ズ
リ
|
代
表
)
が
あ

り
、
米
国
に
開
発
部
門
の
み

銭
し
た
セ
ガ

・
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
社
が
あ
る
。
ロ
ー
ゼ

ン
氏
は
、
」
の
う
ち
日
本
の
セ

ガ
社
の
会
長
を
兼
ね
て
い

た

が
、
米
国
セ
ガ
社
と
同
様
に

来
年

一
月

一
日
付
で
退
任
す

(
2め
ん
下
段
に
続
く
)

同
セ
ガ
制
の
執
行
制
判
官
長
に

任
命
し
た
こ
と
を
併
せ
て
明

ら
か
に
し
た
。

ロ
ッ
ク
リ
ス

氏
は
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
i
エ
レ

7
F
ロ
ニ
ク
ス
分
野
か
、
旬
、

ま
た
ダ
ル
パ

l
グ
氏
は
同
社

の
財
務
畑
山
当
制
社
長
か
ら
の

易
任
と
な
っ
て
い
る
。

ロ
ー
ゼ
ン
氏
は

「
こ
れ
ま

で
私
は
セ
ガ
社
が
絶
え
ず
市

場
開
発
に
博
開
戦
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
き
た
。
こ
の
こ
と

は
経
営
再
編
に
も
あ
て
は
ま

る
こ
と
で
あ
り
、
今
回
の
新

経
営
陣
任
命
に
満
足
し
て
い

る
」
と
結
っ
て
い
る
。
以
上

の
米
国
セ
ガ
社
の
発
表
に
よ

ウ
エ
ス
タ
ン

(G
&
W
}
祉

の
娯
楽
部
門
の
社
長
で
あ
リ
、

同
じ
く
G
&
W
社
の
子
会
社

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
映
聞
社
の
会

長
で
あ
る
パ
リ
|

-
デ
ィ
ラ

ー
氏
は
「
ロ

l
ゼ
ン
氏
は
日

本
と
米
岡
に
お
け
る
A
M
業

界
の
発
展
に
つ
い
て
の
真
の

先
駆
者
で
あ
る
』
と
ロ
|
ゼ

ン
氏
の
功
絞
を
管
め
識
、
え
て

い
る
。
米
関
セ
ガ
判
官
で
は
こ

の
ほ
ど
パ
リ
|
-
デ
ィ
ラ

l

氏
の
也
相
続
の
も
と
で
、
ジ

ふ

ワ
リ

・
A
・
ロ
ッ
ク
リ
ス
氏

を
セ
ガ

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
社
の
判
官
長
に
、
ま
た
ミ
カ

エ
ル

・
ダ
ル
パ

l
グ
氏
を
米

アミューズメン卜通信
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る
こ
と
に
な

っ
た
、
と
十
月

寸
七
日
発
表
し
た
。

ロ
ー

ゼ
ン
氏
は
他
分
野
へ
進
む
た

め
数
カ
月
前
か
ら
併
任
を
品
仰

望
し
て
い
た
。
し
か
し
同
氏

は
今
後
も
川
社
の
相
談
役
と

し
て
残
る
.
と
さ
れ
て
い
る
。

同
氏
と
セ
ガ
祉
は
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
業
界
の
発
展
に

関
し
て
三
十
年
以
上
に
わ
た

リ
街
道
サ
的
役
川
り
を一
来
し
て

き
た
。
だ
が
今
年
八
月
末
に

セ
ガ
社
側
発
ロ
聞
を
パ
リ
|
社

に
全
両
社
川
滋
し
た
の
を
機
会

に
‘
ロ
ー
ゼ
ン
氏
は
セ
ガ
社

が
ゲ

l
ム
開
発
分
野
で
技
術

指
符
を
行
な

っ
て
い
く
な
ど

新
し
い
時
代
を
迎
え
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

親
会
社
で
あ
る
ガ
ル
フ
&

退
任

ロ
I
ゼ
ン

氏

例
年

1
月
1
日
付
で
日
米
の
セ
ガ
社
会
長
を

設
者
で
あ
る
デ
ビ
ッ
ド

・
ロ

ー
ゼ
ン
会
長
の
退
陣
を
明
ら

か
に
、
日
本
の
セ
ガ
社
も
問

帥
怖
の
思
北
淡
を
十
月
三
十

}
日

付
で
行
な

っ
た
。

米
関
セ
ガ
祉
で
は
、
来
年

一
月

一
日
付
で
同
社
の
ロ

l

ゼ
ン
会
長
米
社
長
が
辞
任
す

米
国
の
セ
ガ
社
(
セ
ガ

・

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

・
イ

ン
ク
、
本
社
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
)

は
十
月
二
十
七
日
、
同
社
創



• 

( 2 ) ゲームマシン

制

N
A
O

シ
ョ

l
の

開
催
要
領
決
定

G
機
出
品
規
制
に
つ
い
て
は

則
一

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

蜘
一オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協

会

(
N

A

酬
一O
)
主
俄
に
よ
る
第
三
回
同

住
似ほ

の

ン
ョ
|

「
1
9
8
4
年

N

i

A

O
ア
ミ
み
|
ズ
メ
ン
ト

・

エ
キ
ス
ポ
」
が
ニ
月
に
問
岡
山
取

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
る

が
、
こ
の
N
A

O
シ
ョ
ー
の

企
画
運
営
に
当
た
る
袋
行
委

員
会
(
宮
原
久
委
員
長
)
の

初
会
合
が
十
月
二
十
岡
目
、

東
京

・
霞
が
関
ビ
ル
に
て
開

か
れ
、
同
シ
ョ

ー
の
開
催
要

領
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
N
A
O
シ

ョ
ー
は
「
楽
し
い
娯
来
、
正

し
い
巡
営
」
を
テ
|

7
に
、

二
月
十
四
日
か
ら
二
日
間

前
回
と
同
じ
東
京
の
新
宿
N

S
ビ
ル
地
下

一
階
展
示
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
る
。
附
催

時
間
は
二
日
間
と
も
午
前
十

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
展

示
小
間
総
数
は
前
回
よ
り
三

小
間
増
や
さ
れ
百
八
十
六
小

間
と
な
り、

出
回
問
機
の
規
制

内
容
が

一
都
手
直
し
さ
れ
た

ほ
か
は
ほ
ぼ
前
回
ど
お
り
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
臨
州
市
宮
は

次
の
と
お
り
。

対
象
と
な
る
出
版
社
は
駒

内
、
園
外
の
ア
ミ
ュ

ー
ズ

メ

例
制
定

(八
月
二
目
、
即
日

施
行
)
に
続
く
も
の
で
、
尼

崎
の
場
合
ま
ず
「
要
綱
」
の

形
で
笑
施
さ
れ
た
。
こ
の
要

綱
は
「
尼
崎
市
住
環
境
及
び

教
育
環
境
の
阻
害
事
業
の
規

則
に
関
す
る
要
綱
」

と
い
う

も
の
で
、
住
民
の
快
適
な
住

総
棉
切
の
向
上
と
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
問
的
と
し
、
こ

れ
ら
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
営
業
を
行
な
、
フ
施
設
の

建
築
を
規
制
す
る
こ
と
を
内

容
と
し
て
い
る
。
「
要
綱
」

と
い
う
の
は
「
条
例
」
に
至

ら
主
い
も
の
で
、
権
限
や
強

制
力
を
持
た
な
い
け
れ
ど
、

住
民
多
数
の
賛
同
を
事
笑
上

得
た
と
し
て
災
施
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
笑
質
的
な
効
来
を

日

#
沈
滞
す
る
と
い
う
も
の
。
泌

什

兵
庫
県
尼
崎
市
(
野
草
平
常
、
条
例
制
定
に
先
立
っ
て

υ-十
郎
市
長
)
で
も
十
月

一
目
、
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

-一

パ
チ
ン
コ
庖
や
ラ
プ
ホ
テ
ル
今
回
の
尼
崎
の

「要
綱
」

4
4
一
と
と
も
に
ゲ
ー
ム
坊
の
建
築
の
内
容
は
、
パ
チ
ン
コ
脂
と

広一

を
規
制
す
る
「
要
綱
」
を
制
ゲ
|
ム
場
を
商
業
地
域
以
外

9
一μ
定
、
即
日
実
地
す
る
と
と
も
で
建
築
さ
せ
な
い
と
し
、
商

1
・

に
、
来
年
三
月
ま
て
に
条
例
業
地
域
で
も
市
長
の
同
意
な

化
す
る
方
針
を
図
め
た
。

し
に
建
築
さ
せ
な
い
と
す
る

こ
れ
は
岡
県
宝
塚
市
の
条
宝
塚
市
の
条
例
(
本
紙
第
m

第225号

大幅改築

も規制ヘ
宝塚の条例に続き、 で-r要綱」まず

ゲーム場の建設、

尼

'} • 
コ
ナ
ミ

開
発
の

説
明
が
付
加
さ
れ
た
)
の
ほ
を

一
小
間
と
し
、
大
展
示
ホ

か
、
問
実
行
委
員
会
が
不
適
l
ル
百
豆
十
六
小
川
、
中
展

当
と
認
め
る
機
種
||
と

規

示

ホ

l
ル
凶
十
八
に
ロ
ビ
ー

{
返
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
判

部

分

三
小
附
を
加
え
た
計
百

断
基
準
に
つ
い
て
は
公
表
さ
八
十
六
小
側
。
山
山
田
肢
の
申
込

れ
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
み
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
申

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
機
械
の
込
舎
に
て
十
二
月
二
十
日
ま

カ
タ
ロ
グ
、
広
告
を
相
拘
餓
し
で
に
N
A

O
等
務
局
に
申
込

た
出
版
物
な
ど
の
配
布
は
で
め
ば
よ
い
。
そ
し
て
出
回
収
資

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
格
答
申
然
、
展
示
場
所
の
調
授

な
お
従
来
規
制
項
目
に
入
つ

が
終
わ
り
次
第
、

一
月
十
凶

て
い
た
「
ゲ
l
ム
オ
プ
チ
ャ
日
ま
で
に
出
展
料
を
払
込
む
。

ン
ス
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ゲ
出
展
料
は

一
小
間
イ
五
万
問

|
ム
機
」
は
、
「
ア
|
ケ
l

(

小
川
内
に
林
な
ど
が
あ
る

ド
ゲ
l
ム
機
で
こ
の
磁
の
も
場
合
は
相
応
の
割
引
き
が
あ

の
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
か
る
)
で
、

一
一祉
の
申
込
小
附

ら
今
回
削
除
さ
れ
た
。

数
は
十
二
小
間

(前
回
は
十

開
小
間
〉
以
内
と
な
っ
て
お

り
、
約
六
十
社
の
出
展
を
募

集
し
て
い
る
。
な
お
同
シ

ョ

ー
の
入
場
料
は

一
般
が
千
円

で
、
N
A
O
会
員
に
は
会
費

部
介
手
直
し

ン
ト
ア
ン
ン
取
級
い
業
者
で
、

出
回
聞
で
き
な
い
機
経
と
し
て

従
来
ど
お
リ
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム

機
、
瓜
営
機
、
ク
レ
ジ
ッ

ト

が
三
桁
以
上
に
上
が
る
も
の
、

紙
幣
議
別
機
つ
き
の
も
の
、

師
同
捕
時
用
具
、
そ
し
て
も
っ
ぱ

ら
賂
憾
と
し
て
使
用
さ
れ
る

恐
れ
の
あ
る
機
械
(
こ
の
狽

自
の
後
に
「
例
、え
ば
ポ
ー
カ

ー
ゲ
|
ム
機
な
ど
」
と
い
う

日
月
包
日
に
出
展
募
集
説
明
会

申
し
込
み
締
め
切
り
口
月
初
日

展
一亦
会
場
の
構
成
に
つ
い

一号
既
報
)
に
準
拠
し
た
も
の
。

し
か
し
宝
塚
市
と
比
べ
、
大

阪
に
隣
接
す
る
都
市
闘
で
の

ゲ
ー
ム
場
建
築
規
制
と
い
う

点
で
は
、
は
る
か
に
そ
の
怠

味
は
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
。

宝
塚
市
の
条
例
の
内
容
と
呉

な
る
点
は
、
規
制
対
象
に
ラ

プ
ホ
テ
ル
が
追
加
さ
れ
た
こ

と
ぐ
ら
い
。
逆
に
世間
、えば
、

パ
チ
ン
コ
腐
と
ゲ
|
ム
場
は
、

ラ
ブ
ホ
テ
ル
と
伺
じ
く
ぷ
肱
・

教
富
円
環
境
を
阻
害
す
る
事
業
。

と
認
め
ら
れ
た
、
』
と
に
な
る
。

尼
崎
の
場
合
、

窓
塚
と
同

様
に
、
六
月
に
尼
崎
市
住
環

境
務
備
制
度
審
議
会
(
会
長
・

絵
烏
吋
立
問
・
大
阪
大
学
教
授
)

が
住
環
境
務
術
条
例
祭
の
検

討
を
務
制
さ
れ
て
お
り
、
九

月
二
十
二
日
に
問
審
議
会
が

市
長
に
答
申
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
「
要
綱
」
を
決
定
し

た
も
の
。

こ
の
「
要
綱
』
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
「
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
」

に
つ
い
て
「
要
綱
」

化
を
担
当
し
た
岡
市
都
市
開

発
局
都
市
計
画
部
で
は

『応

舗
を
設
け
て

一
定
台
数
(
五

大
阪
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ

l
で
パ
ソ
コ
ン
用
に

第三雌郵便物認可

8

ひ
ろ
が
る
先
端
技
術
の

粋
u

を
テ
!
?
に
「
第
二
十

二
回
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
ン

ョ
l」

(
倒
日
本
包
子
機
械

工
業
会
主
催
)
が
十
一月
六
日

か
ら
六
日
間
、
大
阪
の
図
際

-見
本
市
浴
会
場
で
開
か
れ
、

世
界
最
高
水
準
を
い
く
わ
が

国
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技

術
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
れ
に

は
海
外
百
三
十
六
社
を
含
む

凶
百
四
十
四
社
が
出
展
し
、

一
昨
年
を
上
回
る
規
模
と
な

っ
た
。

同
シ
ョ

ー
は
パ
ソ
コ
ン
、

ビ
デ
オ
関
係
、
通
信
機
器
、

ン
一
そ
の
周
辺
機
絡
や
電
子
部
品

''一
な
ど
が
総
合
的
に
出
品
さ
れ

、〉
一
る
も
の
だ
が
、
中
心
は
や
は

マ

一
り
一
般
消
費
者

(
コ
ン
シ

ュ

ム

一
!
?
|
)
向
け
分
野
で
会

ゲ
一

場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
。

と
く
に
今
回
は
パ
ソ
コ
ン

分
野
で
統

一
規
格
の

M
S

X

仕
様
の
も
の
が
多
数
出
品
さ

れ
た
こ
と
が
特
徴
で
、
ソ
ニ

|

「
ヒ
ッ
ト
ピ
ッ
ト
」
、
松

下
電
器
産
業

「
C

F
1
2

0

0

0
』
、
目
立

「
H

1
」
な

ど
各
社
か
ら

一
斉
に
発
表
さ

れ
話
題
を
さ
ら

っ
た
。
ま
た

M
S
X
仕
掛
仰
の
ソ
フ
ト
も
い

く
つ
か
紹
介
さ
れ
、

A

M
業

界
か
ら
コ
ナ
ミ
工
業
が
M

S

X
仕
織
に
初
め
て
開
発
し
た

学
期
円
周
ソ
フ
ト

(算
数
、
地

理
な
ど
)
も
、
ソ
ニ
ー
な
ど

の
小
間
か
ら
披
露
さ
れ
た
。

ま
た
M
S
X
仕
様
で
な
い

パ
ソ
コ
ン
も
数
社
か
ら
出
品

さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
シ
ャ

ー
プ
は
任
天
念

「
フ
ァ
ミ
リ

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

|

(
パ
ソ
コ
ン
)
市
場
で

現
液
晶取
も
住
関
さ
れ
て
い
る

「
M
S
X
パ
ソ
コ
ン
」
は、

早
い
話
が
B
A
S
I
C
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
+刀
法
を
含
め

た
J
向
一換
性
の
あ
る
e

も
の
。

こ
れ
ま
で
メ
ー
カ
ー
各
社

か
ら
発
売
さ
れ
て
き
た
パ
ソ

コ
ン
は
す
べ
て
規
格
が
異
な

号一

り
、

A
社
の
バ
ソ
コ
ン
で
使

5
一
え
る
T
V
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ソ

η一
フ
ト
も
B
社
の
パ
ソ
コ
ン
で

第一

は
ま
っ
た
く
使
え
な
い
。
こ

一
う
し
た
不
制
限
を
解
消
す
る
こ

日一

と
で
、
市
場
の
拡
大
を
狙
お
ミ
ン
グ
言
認
を
M
S
X
l
B

引
一
っ
と
、

M
S
X
パ
ソ
コ
ン
の

A
S
I
C
に
統

一
、
性
能
、

2
一
基
本
仕
様
が
決
定
さ
れ
、
現
周
辺
機
器
と
の
核
続
な
ど
も

汁一

在
各
祉
か
ら
次
々
と
発
表
さ
す
べ
て
統

一
し
た
。
こ
う
し

お一

れ
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
て
日
本
楽
総
製
造
‘
三
洋
包

8
一

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
規
格
機
、
松
下
包
総
産
業
が
M
S

ゆ一

統

一
に
つ
い
て
は
、
米
関
の

X
パ
ソ
コ
ン
を
発
表
。
絞
い

( 3) 

ー
コ
ン
ピ
ム
l
タ
l
」

を
組

込
み
、
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
や
文
字
の
符
込
み

-晴

-H3 

有
力
ソ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
て
寸
月
三
自
に
東
京
芝
浦
電

る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
H

気
、
日
立
製
作
所、

三
菱
電

本
の
有
力
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
気
、
ソ
ニ

ー
が
同
時
発
表
し

雑
誌
社
で
あ
る
ア
ス
キ
ー
の
て
す
で
に
七
村
八
機
師
開
発
袋

二
担
が
今
年
六
月
に
鮫
終
的

さ

れ

、
こ
れ
ら
は
4
月
下
旬

決
断
と
し
て
秘
嶋
、
家
電
メ
以
鈴
次
々
と
発
表
さ
れ
て
い

l
ヵ
ー
な
ど
に
呼
び
か
け
た
。
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
さ

そ
の
議
本
仕
師
仰
は

Z
・

ωを
ら
に
現
在
日
本
の
パ
ソ
コ
ン

C
P
U
に
使
m
、

プ
ロ
グ
ラ
市
場
の
大
半
を
占
め
て
い
る

て
は
ニ

・
七

μ
×
ニ

・
七打川

ムロ
税
皮
)
以
上
の
T

V
ゲ
ー

ム
機
な
ど
を
設
置
し
て
い
れ

ば
、
喫
茶
応
な
ど
の
よ
う
に

ゲ
l
ム
等
用
施
設
以
外
の
も

の
で
も
当
面
宮
紛
の
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
と
み
な
す
。
ど
う
い

う
機
械
を
対
象
と
す
る
か
に

つ
い
て
具
体
的
に
決
ま
っ
て

い
な
い
前
も
あ
る
が
今
後
業

者
の
方
と
懇
談
を
震
ね
剤
師
酔

を
深
め
て
い
く
な
か
で
は
っ

き
り
し
た
い
」
(
住
環
境
悠

備
課

・
新
白
氏
)
と
語
っ
て

い

'o
。

宝
塚
や
尼
崎
以
外
で
も
近

畿
で
は
ゲ
l
ム
場
な
ど
の
業

種
に
絞
っ
て
建
築
を
規
制
す

一
口
に
つ
き
無
料
招
待
券
二

枚
を
配
布
、
出
回
収
者
に
は

}

小
問
に
つ
き
二
枚
の
通
行
証

を
発
行
。
ま
た
こ
れ
と
は
別

に
N
A
O
会
員
と
出
展
者
に

は
優
待
券
(
一
枚
五
有
門
)

も
発
行
さ
れ
る
。
詳
し
い
内

谷
説
明
に
つ
い
て
は
十

一
月

ニ
十
二
日
、
新
宿
N
S
ピ
ル

で
聞
か
れ
る
出
展
者
説
明
会

に
て
行
な
わ
れ
る
。

N
A

O
シ
ョ
i
開
催
ま
で

に
同
実
行
委
員
会
は
三
団
関

か
れ
る
予
定
で
、
シ
ョ

|
期

間
中
に
は
初
日
の
午
後
二
時

半
か
ら
N
A
O
総
会
、
向
日

夕
方
五
時
半
か
ら
慾
親
会
が

そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

何
人
を
送
検

V
ゲ

i
ム
コ
ピ
l
事
件
捜
査
終
了

県埼
警玉

均
玉
県
融
曹
は
十
月
十
五
目
、
検
に
送
検
に
追
送
検
す
る
と

T
V
ゲ
|
ム
機
の
鉱
山断
コ
ピ
と
も
に
、
新
た
に
関
連
会
祉

l

(
綾
製
)
回
聞
を
製
造
、
版
数
社
の
八
人
を
魯
類
送
検
し

売
し
て
い
た
と
し
て
抽
出
窓
を

三
ヵ
月
に
及
ぶ
彼
査
を
終
え

進
め
て
き
た
が
、
す
で
に
逮
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

捕
し
て
き
た
七
人
を
浦
和
地
こ
れ
は
T

V
ゲ
l
ム
「
Q

ー
I
l
l
i
-
-

パ
l
ト
」

「
ジ
ャ
イ
ラ
ス
」

る
動
き
が
急
速
に
広
ま
っ
て
「
ゲ
!
ム
場
に
つ
い
て
は
大
の
各
無
断
コ
ピ
i
法
板
を
製

い
る
よ
う
だ
。
ま
ず
大
阪
商
阪
府
で
担
制
定
さ
れ
て
い
る
風
造
販
売
し
て
い
た
業
者
ら
を

部
め
狭
山
町
で
も
十
月

-
日
、
営
遊
戯
場
を
指
し
て
お
り
、
著
作
織
法
違
反
の
疑
い
で
埼

「狭
山
町
パ
チ
ン
コ
遊
牧
場
T
V
ゲ
|
ム
機
な
ど
は
対
象
玉
県
響
彼
査
四
諜
と
納
骨
問
者

等
放
ぴ
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
と
し
て
い
な
い
」
(
鳥
山
泌
が
捜
査
し
て
き
た
も
の
。
九

建
築
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
長
)
と
諮
っ

て
お
り
現
段
階
月
三
日
ま
で
に
六
人
逮
捕
し

を
制
定
し
、
即
日
施
行
し
た
。
で
は

い
わ
ゆ
る
，
ゲ
|
ム
場
u

た

〈本
紙
第
m
号
既
報
)
後
、

同
町
の
条
例
で
は

ωバ
チ
ン
に
つ
い
て
は
除
外
さ
れ
て
い
一
人
追
加
逮
捕
し
た
も
よ
う

コ
遊
技
場
等
、

ωゲ
|
ム
セ
る
よ
う
だ
。

で

、
計
七
人
は
そ
の
後
処
分

ン
タ
|
と
ニ
項
目
に
わ
た
っ
ま
た
兵
旅
山
県
下
の
古
川
町
保
留
の
ま
ま
釈
放
さ
れ
た
。

て
そ
の
定
義
が
掲
げ
ら
れ
て
や
東
条
町
な
ど
で
は
新
た
に
浦
和
地
検
に
送
検
さ
れ
た
の

い
る
。
後
者
は
「
設
備
を
設
。
条
例
を
制
定
す
る
の
で
は
な

は
こ
れ
ら
七
人
と
書
類
送
検

け
て
答
に
コ
イ
ン
等
を
投
入
く
、
従
来
か
ら
の
条
例
で
解
の
八
人
の
計
十
五
人
。
起
訴

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
遊
伎
を
釈
を
拡
細
川
し
ゲ
|
ム
坊
の
越
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
目
下
の

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
築
を
規
制
し
て
い
こ
う
と
し
と
こ
ろ
保
留
で
、
す
べ
て
は

施
設
を
い
う
」
と
な
っ
て
い
て
い
る
よ
う
で
、
こ
う
い
う
浦
和
地
検
の
判
断
ひ
と
つ
に

る
が
同
町
住
民
相
談
課
で
は
自
治
体
も
制
唱
え
そ
う
で
あ
る
。
か
か
っ
て
い
る
。

中
国
初
の
本
格
的

大
規
な
遊
園
地

広
東
省
に
誕
生
、

中
国
の
広
東
省
中
山
県
に

遊
図
地
「
E
t
江
楽
関
」
が
誕

生
、
七
月
十
五
日
か
ら
営
業

を
開
始
し
て
お
り
、
同
闘
の

設
置
機
械
は
す
べ
て
明
邑
特

• • 

明
昌
が
施
設
納
入

殊
産
業
側
(
本
社
大
阪
、
岡

本
昌
明
社
長
)
が
香
港
の
業

者
を
通
ヒ
て
納
入
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

こ
れ
は
、
同
社
の
香
港
現

な
ど
多
彩
な
機
能
を
持
た
せ
分
野
で
は
、
先
発
の
バ
イ
オ

た
「
?
イ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
テ

ニ
ア
が
光
乍
式
の
レ
ー
ザ
ー

レ
ビ
C
1
」
を
出
品
。
こ
の
デ
ィ
ス
ク

(
L

D
)
の
よ
さ

は
か
関
東
包
子
が
パ
ソ
コ
ン
を
微
調
し
、
と
く
に
業
務
用

周
辺
機
器
な
ど
を
展
示
し
た
。

ゲ
ー
ム
機
で
も
積
極
的
に
係

期
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
ア
ピ

ー
ル。

そ
の
具
体
例
と
し
て

同
祉
の
小
聞
で
は
セ
ガ
羽
の

「
ア
ス
ト
ロ
ン
ベ
ル
ト
」
と

V

O
ゲ

l
ム
機
も

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
(
V

D
)

エレショーにて、よはJミイオ=アのゲーム用LD、下はソエーの小間

一

見
る
向
き
も
あ
る
。

と
い
う
コ
ン
ソ
フ
ト
供
給
に
続
鋭
的

の
は
M
S
X
に
抑
制
鋭
的
な
メ
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
コ
ナ

ー
ヵ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
パ
ソ
ミ
工
業
は
、
日
本
従
公
バ
ソ

コ
ン
を
あ
ま
り
手
が
け
て

い

コ

ン
用
か
ら
さ
ら
に
は
M

S

な
か
っ

た
も
の
が
多
い

の
と
.

x
m
へ
と
ソ
フ
ト
供
給
を
強

白
木
市
場
で
最
大
手
の
日
本

化

し
て
い
る
。
一

方
セ
ガ
社

屯
気
や
シ
ャ
ー
プ
が
む
し
ろ
は
阿
社
パ
ソ
コ
ン
を
M
S
X

当
面
静
観
の
叫
刷
、え
を
と
っ
て
に
対
抗
し
て
さ
ら
に
カ
を
入

い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
パ
れ
、
玩
具
メ
ー
カ
ー
の
ツ
ク

ダ
と
提
携
、
共
同
で
開
発
、

ツ
ク
ダ
が
生
産
販
売
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
玩
具
メ
ー
カ

ー
の
パ

ン
ダ
イ
も
ま
た
M

S

X
に
対
抗
し
、
同
制
パ
ソ
コ

ン
の
仕
械
を
向
う
三
年
間
変

更
し
な
い
凍
結

qZE--一回一を
行
な

、7に
亙
っ
た
。

こ
う
し
た
パ
ソ
コ
ン
、
バ

ソ
コ
ン
用
ソ
フ
ト

(多
く
は

カ
ー
ト
リ
y

ジ
や
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
の
形
式
を
と

っ
て
い

る
)
の
夜
桜
供
給
以
外
に、

A

M
業
界
か
ら
T
V
ゲ
ー
ム

を
校
総
党
著
作
物
と
し
て
ソ

フ
ト
メ
ー
カ
ー
に
許
諾
す
る

今
秋
家
電
各
社
が

ハ
!
ド
の
互
換
性
あ
る

8
ピ
ッ
ト
機
で

ソ
フ
卜
、

話
題
の

M
S
×
パ
ソ
コ
ン

日
本
定
気
や
、
宮
士
通
な
ど

も
従
来
機
と
別
に
M
S
X
仕

様
機
線
用
を
決
定
し
て
い
る

と
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と

も
十
六
社
が
M
S

X
パ
ソ
コ

ン
を
生
産
販
売
し
て
い
く
も

の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

一
方
こ
う
し
た
M
S
X
パ

ソ
コ
ン
を
厳
り
上
げ
る
動
き

に
対
し
て
、
事
態
を
冷
静
に

発
売

ソ
コ
ン
市
場
で
従
来
の
八
同，

C
P
U
か
ら
十
六
マ

へ
と
官同

級
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
中

で
、
今
固
め
八
円
の

M
S

X

は
将
来
実
現
さ
れ
る
か
も
知

れ
な
い
十
六
ぺ
機
細
川
特
統

一

へ
の
布
石
と
見
る
向
き
も
あ

ヲ告
。A

M
業
界
と
の
関
述
は
さ

ら
に
複
雑
と
言
、え
る
。
パ
ゾ

-• • 

• 

地
法
人
で
あ
る
メ
イ
シ
ョ
ウ
・

フ
ァ
ー
イ
ー
ス
ト
祉
の
岩
井

忠
勝
所
長
に
よ
る
と
、
中
国

で
香
港
、
マ
カ
オ
に
近
い
中

山
県
に
遊
間
地
や
ホ
テ
ル
を

含
む
レ
ジ
ャ
ー
ゾ
|
ン
を
つ

く
る
計
画
が
立
て
ら
れ
、
こ

の
建
設
を
担
当
し
て
い
る
三

菱
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

・
ア
ソ

シ
エ
ー
ト
担
と
い
う
日
本
と

香
港
の
合
弁
会
社
か
ら
、
同

遊
関
地
の
機
械
の
設
世
に
つ

い
て
明
日
H

に
依
頼
が
来
た
も

の
で
、
明
畠
は
同
合
弁
会
社

を
通
じ
て
機
械
を
納
入
、
設

置
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
長
江
楽
閣
は
敷
地
面

積
が
約
四
万
単
千
平
方

μあ

り
、
設
箇
機
械
は
大
型
遊
関

施
設
か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
機
ま
で
計
十

一
一様類

(約

六
十
台
)
。
そ
の
内
容
は
次

の
と
お
り
。
逃
嗣
間
総
訟
で
は

「
ル
l
プ

・
ザ

・
ル
ー
プ

¥

‘〉• 

タ
イ
ト
ー
の
「
レ
ー
ザ
ー
グ

ラ
ン
プ
リ
」
が
出
品
さ
れ
、

人
公
を
集
め
た
。
ま
た
今
年

同
月
に
発
売
が
開
始
さ
れ
た

V
H
D
(織
な
し
静
電
容
蛍
)

方
式
に
つ
い
て
は
、
ピ
ク
タ

ー
を
は
じ
め
と
す
る
数
社
か

ら
か
な
り
カ
を
入
れ
て
出
回附

さ
れ
て
お
り
、

V

D
時
代
入

り
を
印
象
づ
け
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
今
回
の
シ

ョ
ー

で
は
話
題
の
ハ
イ
フ

ァ
イ
ピ

テ
ォ
、
C
A
T
V
、

衛
星
受

い
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
も
来
場

者
の
関
心
が
集
ま
っ
た
。
な

お
周
辺
機
総
で
は
A

M
業
界

に
関
連
の
深
い
デ
1
シ
1
パ

ッ
ク
が
、

A

C
ア
ダ
プ
タ
ー

や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
組
込
用

電
淑
な
ど
を
出
品
し
た
。

る
点
で
、
ヱ
寸
断
を
併
さ
な
い

状
況
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
市

場
拡
大
を
狐
っ
た
M
S

X
統

一
規
格
パ
ソ
コ
ン
が
今
秋
続

々
と
発
売
さ
れ
る
こ
と
は
、

そ
れ
な
り
の
術
祭
を
市
場
に

与
え
て
お
り
、
そ
の
な
り
ゆ

き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

特
許
・
実
用
新
案

出
願
公
告
・
公
開

(
問
月
山
田
i
n
月

ω日
)

特
許
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

許
お
よ
び
災
用
新
築
の
公
告

主
い
し
公
聞
の
最
新
分
A
で

M
業
界
関
連
の
も
の
は
次
の

と
お
り
。
記
事
内
容
は
、
公

告
/
公
開
の
日
付
、
発
明
/

ケ
!
ス
が
柚
唱
え
て
き
て
い
る
。
考
策
の
名
称
、
出
願
人
、
公

こ
の
方
式
を
採
っ
て
ソ
フ
ト
止
口
/
公
開
番
号
、
出
岡
剛
容
号

メ
ー
カ
ー
に
釣
諾
し
て
い
る
の
順
に
掲
載
。
な
お
⑫
は
畿

の
は
、
タ
イ
ト
l
、
ナ
ム
コ
、

資
消
求
の
あ
っ
た
も
の
を
示

ア
イ
レ
ム
、
デ
ー
タ
イ
l
ス
し
て
い
る
。
具
体
的
な
内
容

ト
な
ど
給
総
多
い
。
も
ち
ろ
に
つ
い
て
は
、
九
地
の
発
明

ん
逆
に
、
パ
ソ
コ
ン
府
ゲ
i

協
会
な
ど
に
お
問
い
合
せ
下

ム
ソ
フ
ト
の
無
断
コ
ピ
l
白
川
さ
い
。

な
ど
を
め
ぐ
る
訴
訟
も
以
前

:

。

特
許
出
願
公
開

か
ら
起
さ
れ
て
き
て
い
る

こ
れ
ら
の
パ

ソ
コ
ン
の
笑

十
月
十
八
日
付
H

「
遊
戯

際
上
の
利
用
は
家
庭
で
T

V

機
総
」
、
側
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル

ゲ
i
ム
を
す
る
た
め
に
佼
わ

{栃
木
)
、
公
開
1
7
7
6

れ
る
場
合
の
ほ
う
が
多
い
と

7

9
、
出
願
幻
|
6
1
0
0

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点

。
。
「
移
動
車
訓
示
体
の
表
示

か
ら
す
れ
ば
、
家
庭
用
T
V

制
御
方
式
L

、
カ
シ
オ
計
算

ゲ
l
ム
専
用
機
の
ほ
う
が
注
機
側

(東
京
)
、
公
開
1

7

同
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

7

6
8
0
、
出
願
幻
1
6
ー

そ
の
場
合
、
任
矢
盆
の
「
フ

9
3
0
。
刷
、
公
開
1
7

7

?
と
、
リ
l
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
」

6
8
1
、
出
願
幻
|
6
1
9

が一
校
倒
的
シ
ェ
ア
を
持
っ
て

3

1
。
問
、
公
開
1
7
7
6

お
り
、
セ
ガ
村
が
そ
れ
に
絞

8

2
、
出
願
幻
1
6
1
9
3

い
て
い
る
|

|
と
伝
え
ら
れ

2
。

て
い
る
。
任
天
金
の
場
合
さ
十
月
二
寸
八
日
付
H

『
ス

ら
に
B
A
S
I
C
絞
絞
周
コ
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
の
リ
ー
ル
駆

ン
ソ
l
ル
む
予
定
し
て
お
り
、
動
方
法
」

、
側
ユ
ニ
パ
|
サ

そ
う
な
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
に
な
ル

{栃
木
)
、
公
開
1
8
5

る
。

1
8
4
、

山山
願
幻
1
6
8
6

パ
ソ
コ
ン
市
場
は
変
化
が

4

1
。
『
ゲ
|
ム
裟
鐙
」
、

激
し
く
、
し
か
も
商
品
が

一

エ
ド
ワ
ー

ド

ア

レ

ク
サ
ン

般
消
資
者
の
手
に
渡
る
ま
で
ダ
|

・
レ
シ
ク

(英
悶
)
、

の
流
通
機
鱗
も
含
め
あ
ら
ゆ
公
開
1
8
5
1
8
5
、

出
願

• 

「
ア
ス
ト
ロ
フ
7
イ
タ
l
」
、

「
急
流
す
べ
り
」

、

「、、ニ-

バ
イ
キ
ン
グ
」
、
「
フ
ア
フ

ア
ダ
ン
ボ
」
、
シ

ョ
ッ
キ
ン

グ
カ
l
、
プ
ー
カ
l
ト
(
約

十
台
)
、
ペ
ダ
ル
ポ

ー
ト
(約

十
台
)
、
ゲ
ー
ム
機
で
は
「
光

線
銃
」
、

T

V
ゲ
l
ム
機
(
約

三
十
台
)
、
カ
ー
ニ
バ
ル
コ

ー
ナ
ー

(
輪
投
げ
、
ポ
ー
ル

絞
げ
な
ど
)
。
明
自
国
で
は
こ

れ
ま
で
も
巾
・
固
に
街
返
り
コ

ー
ス
タ
ー
や
ジ
エ

y
ト
コ
ー

ス
タ
ー
な
ど
を
設
置
し
て
き

て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
多
く

の
機
秘
を

一
度
に
設
遺
し
た

の
は
初
め
て
と
の
ニ
と
。
ま

た
中
間
で
も
、
大
型
か
ら
小

型
ま
で
機
種
も
鍛
復
に

-
ヵ

所
に
ま
と
め
た
形
の
も
の
は

他
に
な
く
、
問
劉
は
中
国
で

初
の
本
絡
的
遊
図
地
に
な
っ

た
と
雪
面
一え
る
。
な
お
問
闘
の

施
設
や
機
械
は
今
後
冷
や
さ

れ
て
い
く
も
よ
う
で
、
近
い

う
ち
に
明
白
が
さ
ら
に
四
機

根
ほ
ど
納
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

中
国
が
計
聞
を
進
め
て
い

る
こ
の
レ
ジ
ャ

ー
ゾ
|
ン
に

は
向
闘
の
ほ
か
、
高
岡
崎
ホ
テ

ル
も
現
柱
建
設
中
で
あ
り
、

(
ー
め
ん
か
ら
の
続
き
)

る
こ
と
を
日
本
の
セ
ガ
社
は

明
ら
か
に
し
た
。
日
本
の
セ

ガ
社
で
は
、

ロ
ー
ゼ
ン
会
長

退
任
に
よ
る
同
社
の
経
営
の

変
化
は
な
い
と
し
て
い
る
。

な
お
セ
ガ
社
開
発
の
ゲ
ー

ム
機
は
、
米
市
場
で
は
パ
リ

l

-
ミ
ッ
ド
ウ

ェ

l
社
が
製

造
し
、
欧
州
市
場
で
は
日
本

の
セ
ガ
社
の
指
郷
の
も
と
に

セ
ガ

・
ヨ
l
ロ
ッ
バ
社
が
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
抱
当
し
、

そ
の
他
の
市
場
に
つ
い
て
は

臼
本
の
セ
ガ
社
が
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
日
本
の
セ
ガ
社
の
海

外
市
場
へ
の
取
組
み
は
米
市

場
を
除
き
強
化
さ
れ
る
見
と

お
し
と
な
っ
た
。

(
ロ
め
ん
に
米
国
か
ら
の

英
文
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
載
)

岩
井
所
長
に
よ
る
と
こ
の
計

聞
は
、
中
国
人
民
の
綴
利
厚

生
施
設
と
し
て
役
立
て
る
と

と
も
に
、
中
闘
の
外
貨
獲
得

策
の
一
環
と
し
て
力
を
入
れ
、

主
に
香
港
、

マ
カ
オ
か
ら
の

外
国
人
観
光
客
を
招
き
入
れ

る
の
が
円
的
の
よ
う
だ
と
し

て
い
る
。

ょの写真は 7月、中国広東省中山県に誕生した本格的滋園地『長江楽園Jのよう

す(写真提供=明畠特殊産重量)

@ 

ー

日
ー
2
1
2
0
4
3
。

胸
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
(
栃
木
)
、

十

一
月
二
日
付
H

「
ゲ
|
公
開
1
5
7
1
8
6
、
出
願

ム
機
縁
」
、
シ
ャ
ー
プ
鮒
(
大

mu
1
5
3
0
8
2
。

「
ペ
ダ

阪
)
、
公
開
1
8
8
4
7
8
、

ル
装
澄
」
、
附
ユ
ニ

パ
l
サ

出
願
幻
1
7
0
8
3
5
4
電
ル
(
栃
木
)
、
公
開
1
5
7

子
式
ゲ
1
ム
」

、
シ
ャ

ー
プ

1
8
7
、

出
願
幻
1
5
3
0

胸

(大
阪
)
、
公
開
1

8

8

8

3
。
「
ピ
デ
オ
テ
レ
ビ
ゲ

4
7
9
、

出
願
幻
|
7
0
8

l
ム
装
置
」

、
附
コ
ロ
ナ
商

4

0
。

市
中
(
大
阪
)
、
公
開
1
5
7

十

-
月
七
日
付
H

「
ピ
ン

1
8
9
、
出
願
幻
1
5
3
9

ポ
|
ル
ゲ
|
ム
裟
巡
」
、
パ

5

4
。
問
、
公
開
1
5
7
1

リ
・
マ
ニ
ュ
フ

ァ
ク
チ
ュ
ア

9
0
、

出
願
幻
1
5
3
9
5

リ
ン
グ
(
米
関
)
、
公
開
1

5

。
「
ゲ
l
ム
機
」

、
大
平

9
0
4
5
9
、

出
願
白川
|
2

技
研
工
業
附

(蚊
阜
)
、
公

2
9
6
9
。

「
ピ
ン
ポ

|

ル

開
1
5
7
1
9
1@
、
出
願

機
用
の
方
向
検
出
装
置
を
有

幻
|
5
4
0
4
4
。

す
る
ス
ピ
ナ
|
標
的
袋
出
血
」
、

十
月
二
十
五
日
付
H

「電

パ
リ

・
マ
ニ
ュ
フ

ア
ク
チ
ュ

子
ゲ
|
ム
装
置
」

、
カ
シ
オ

ア
リ
ン
グ
(
米
国
)
、
公
開
計
算
機
附

(東
京
)
、
公
開

1
9
0
4
6
0
、
出
願
路
|

1
6
0
0
9
2
、
山
山
願
幻
|

5
9
8
5
5
。

「ゲ
l
ム
装

5
6
5
6
7
。
『
一
定
子
ゲ
|

蜜
」
、
側
サ
キ
ト
ロ
ン

(
的
ム
用
表
示
装
鍛
」
、

カ
シ
オ

玉
)
、
公
開
1
9
0
4
6
9

計
算
機
胸
(
東
京
)
、
公
開

⑨
、
出
殿
町
l
7
4
1
2
4
。
1
6
0
0
9
3
、

出
願
幻
i

問
、
公
開
1
9
0
4
7
0⑬・

5
6
5
6
8
。

山山験
日
l
7
4
1
2
5
。
問

、

十

月
二
十
九
日
付
H

「ス

公
開
1

9
0
4

7
1
⑨

出

ロ

ッ

ト

ア
ン
ン
」

、
胸
ユ
ニ

願
閉山
1
7
4
1
2
6
。
「
娯

パ

i
サ
ル

(栃
木
)
、
公
開

楽
機
械
」
、
ジ

ョ
ン

・
パ
リ
1
6
2
8
8
1
、

出
願
幻
|

l

・
ノ
|
プ

ル

(英
悶
)
、

5
9
6
4
3
。
問
、
公
開
1

公
開
1
9
0
4
7
2、

出
願

6
2
8
8
2
出
願
幻
|
5

m
1
6
3
8
1
4
。

9
6
4
4
・
「
宙
返
り
コ
|

十

一
月
十
日
付
H

「
Y

ミ

ス

タ
l」
、
泉
織
機
工
鮒
(
大

ュ
レ
ー
ト
ポ
l
ル
表
示
装
鍛
阪
)
、
公
開
1
6
2
8
8
5
、

を
備
え
た
ピ
ン
ボ
l
ル
ゲ
|

出
版
日
1
5
9
8
8
3
4
遊

ム
機
」
、
パ
リ

・
マ
ニ
ュ
フ
戯
用
乗
リ
物
袋
鐙
」

、
仰
ア

ァ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
(
米
関
}
、
ー
ル
ア
ン
ド
ア
ー
ル
(東
京
)
、

公
開
1
9
2
5
7
0
、
山
山願

公

開

1
6
2
8
8
6
@
、
山
山

開
1
7
1
3
2
2
。

願

W
1
6
0
9
3
1
。

十

一
月
五
日
付
H

「
?
ラ

実
用
新
案
出
願
公
告

ソ
ン
ゲ
|
ム
用
具
」

、
大
日

十
月
ニ
イ
五
日
付
H

「
ゲ
本
印
刷
鮒
(
東
京
)
、
公
開

|
ム
終
」
、
側
タ
カ
ラ

(東

1
6
6
3
8
0
、
出
願
幻
|

京
}
、
公
告
4
6
8
5
5
・
6
1
0
3
7
。
「
立
体
制
悦
ゲ

出
願
お
|
1
5
5
3
4
1
。

ー
ム
装
鐙
」
、
ト
ミ
l
工
業

側
(
東
京
)
、
公
開
1
6
6

実

用

新

案

出

願

公

開

l

l
i
、

γ

5
7

i

}

宅、《〈
E

、

u
u
mm州
ζ
J
1
1
4
z
、司』
r
t

十
月
二
寸
日
付
H

「
野
球

7

5
0

ゲ
ー
ム
周
表
示
装
低
」

.
ヵ

十

一
月
十
日
付
H

『景
品

シ
オ
計
算
機
鮒
(
東
京
)
、

払

い
出
し
装
慣
付
テ
レ
ビ
ゲ

公
開
1
5
7
1
8
5
、
出
願

|
ム
機
」
、
昭
和
遊
関
側
(
東

切
|
5
4
1
4
6
。

「
モ
|
京
)
、
公
開
1
6
8
3
8
9
、

タ
駆
動
式
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
」
、
出
願
幻
1
6
4
7
7
7
。



第三種醐l{出物詑可

新日本企画が単独ショー開き

(4) 

レ
ン
タ
ル
部
会
が
初
会
合

子
ど
も
用
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
で
討
議
、
現
状
維
持
に

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
N

A

O
)
の
「
レ
ン
タ
ル
部
会
」

(
総
会
長
H
宮
坂
芳
朗
同
氏

・

側
太
陽
自
動
機
)
で
は
九
月

二
十
九
日
、
東
京
流
通
セ
ン

タ
ー
に
て
、
阿
部
会
で
は
初

の
会
合
を
聞
き
、
子
ど
も
周

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
に
対
す
る

方
針
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
は
七
月
三
十
日
付
で

悶
本
娯
楽
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
州
(
J
O
U
)
か
ら
日
本

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン

工
業
協
会
(
J
A
M
M
A
)

に
対
し
、
子
ど
も
用
メ
ダ
ル

ゲ
l
ム
機
に
関
す
る
婆
説
書

ゲームマシン

“アクウ"発表
AMシ ョー以後の決定版として

第225号ロH白
川2

岨
刷
新
日
本
企
画
(
本
社
大

判
一

阪
、
川
崎
英
司
開
制
円
以
)
で
は

3
一
十
月
二
十
日
、
本
社
シ
ョ

ー

8
ル
ー
ム
に
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ゆ

シ
ョ
ー
を
聞
き
、
同
社
T

V

ゲ
ー
ム
機
「
A
C
W

(
ア
ク

ウ
)
」
を
発
表
し
た
。

問
機
は
第
二
十
一
回
A

M

':t • 

が
送
ら
れ
(
本
紙
然
別
号
で

既
報
)
、
こ
れ
に
対
し
九
月

十
六
日
付
で
J
A
M
M
A
か

ら
J

O
U
に
幽
答
舎
が
送
付

さ
れ
る
(
本
紙
第

m号
で
既

報
)
な
ど
子
ど
も
用
メ
ダ
ル

ゲ
l
ム
機
に
対
す
る
業
界
内

外
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、

シ
ン
グ
ル
ロ
ケ
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
中
心
と
す
る
同
部
会

と
し
て
も
こ
れ
ら
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
繁
列
島し
統
一
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
‘
予
定

さ
れ
た
議
題
を
一
部
変
更
し

て
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
主
な

内
谷
は
次
の
と
お
り
。

子
ど
も
周
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム

機
に
つ
い
て
、

↑
回
の
品
取
大

一
E 

ン
ョ
ー
で
同
社
か
ら
出
品
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
改
良
が
加

え
ら
れ
て
今
回
発
表
と
な
っ

た
も
の
。
ゲ
ー
ム
内
容
は
3

D
効
果
の
あ
る
画
商
で
一
層

か
ら
な
る
裕
子
状
フ
レ
ー
ム

の
ド
ッ
ト
を
取
っ
て
い
く
と

い
う
も
の
。
金
制
酬
で
約
五
十

パ
タ
ー
ン
も
あ
る

(本
紙
前

号
「
お
題
の
マ

シ
ン
」
参
照
)。

ペ
イ
ア
ウ
ト
枚
数
は
現
状
の

有
二
十
枚
未
満
で
よ
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

岡
部
会
と
し
て
、
百
二
十
枚

の
ペ
イ
ア
ウ
ト
肋
枚
数
は
子
ど

も
の
射
撃
心
を
あ
お
る
も
の

で
な
い

、
と
す
る
も
の
で
、

J
O
U
の
要
望
舎
に
あ
る
一

閉
め
最
大
ペ
イ
ア
ウ
ト
枚
数

を
十
枚
未
満
に
制
限
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
岬
拙
拠
が
明

機
で
な
い
、
と
し
て
い
る
。

ま
た
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
を

大
人
用
、
子
ど
も
用
と
区
別

す
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い

と
か
、
ペ
イ
ア
ウ
ト
校
数
の

多
少
に
か
か
わ
ら
ず
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
自
身
の
判
断
で
守
ど

も
た
ち
の
射
幸
心
を
あ
お
ら

な
い
よ
う
に
配
慰
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
、
と
の
意
見

も
あ
っ
た
。
な
お
同
部
会
で

は
「
子
ど
も
用
ギ
ャ
ン
ブ
ル

機
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て

は
そ
の
意
味
が
理
解
で
き
な

い
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
青
少
年
の
非

行
防
止
活
動
の

一
環
と
し
て
、

ロ
ケ
オ
ー
ナ
ー
向
け
の
パ
ン

フ
レ
y
ト
を
作
成
し
配
布
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
、

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
な
ど
に
よ

る
地
織
伎
を
無
視
し
た
細
川
秩

序
な
殺
澄
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
組
合
員
と
し
て
自

主
規
制
の
徹
底
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
を
も
っ
と

P
R
し、

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
良

く
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が

線
却
持
さ
れ
た
。

ま
た
九
月
二
十
八
日
の
N

A

O
忍
事
会
で
「
流
通
問
題

対
策
委
員
会
」
が
訟
出
陣
さ
れ

て
お
リ
、
同
部
会
か
ら
も
同

委
員
会
に
委
員
を
派
逃
す
る

方
針
が
決
ま
っ
て
い
る
。

海
外
2
社
に
許
諾

「
エ
ク
セ
リ
オ
ン
」
で-

米

国

で

は

タ

イ

ト

l
ア
メ

リ

カ

に

開
ジ
ャ
レ
コ
(
本
社
東
京
、

金
沢
義
秋
社
長
)
で
は
十
月

下
旬
、
向
社
T
V
ゲ
l
ム
機

鍵蹴山由
51:.;)ロロロ万一

・岬
φ
ιE

こ
の
ほ
か
同
発
表
会
に
山
山
制
旬
開
発
)
、
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム

回
附
さ
れ
た
も
の
は
次
の
と
お
機
H

「リ
ト
ル
リ
ー
グ
¥
フ

り
。
T
V
ゲ
l
ム
機
H

「
タ
イ
|
パ

l
チ
ャ
ン
ス
」

(
い

ン
グ
ラ
ム

Q
」
(
間
社
製
〉
、
ず
れ
も
カ
プ

コ
ン
製
)
、
向

「
レ
ー
ザ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」
替
機
(
サ
ン
ヨ
ー
製
と
ナ
カ

「
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
」
(
い
ヤ
マ
製
)
。

ず
れ
ち
タ
イ
ト
|
製
)
、
カ

な

お

同

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト
シ

ク
テ
ル
型
の
サ
y
カ
l
ゲ
|
ヨ
ー
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ら

ム
「
ス
ー
パ
ー
コ
ロ
シ
ア
ム
」
関
係
業
者
が
約
二
百
人
来
場

(
グ
ラ
フ
イ

y

ク
リ
サ
ー
チ

し

た

。

大
阪
テ
ン
ト
が

技
能
祭
に
出
品
、

第三姐郵使物認可

山
側
大
阪
テ
ン
ト

(本
社
大

阪
、
友
永
勝
社
長
)
で
は
九

月
三
十
日
か
ら
二
日
間
、
大

阪

・
齢
期
波
の
大
阪
府
立
体
育

館
で
聞
か
れ
た

「
第
二
回
大

阪
技
能
祭
」
に
、
同
社
製
大

型
エ
ア
ー
ク
y

シ
ョ
ン
遊
具

。
ェ
ア
ポ
ン
e

シ
リ
ー
ズ
製

品
を
出
品
し
大
い
に
好
評
を

縛
し
た
。

。
ェ
ア
ポ
ン
。

シ
リ
ー
ズ
で

技
能
祭
は
大
阪
府
技
能
士

会
述
合
会
の
主
催
で
ぶ
且
か

な
暮
し
を
優
れ
た
技
で
e

を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
労

働
省
の
技
能
検
定
に
合
絡
し

た
き
わ
ば
，
職
人
々
で
あ
る

「技
能
士
」
の
妓
術
向
上
窓

欲
を
榊
進
す
る
と
と
も
に
技

能
士
の
価
値
評
価
を
高
め
、

広
〈

一
般
山
川
氏
の
理
解
を
深

ゲームマシン

受
賞

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

な
わ
れ
た
も
の
。

同
お
で
は
会
場
入
口
に
エ

ア
ポ
ン
「
そ
ん
ご
く
う
」
を

会
場
内
に
は
同
「
ダ
ツ
ク
ス
」

を
展
示
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
高

き
六
H

川
、
ベ

ー
ス
の
広
さ
直

径
五
H

刷
、
重
誕
百
聞
十
♂
で

定
員
は
十
五
名
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
今
回
の
校
能
祭
に

上の写真u:r第2也大阪技能祭J の入口、下の写真は会場内のようす

ロ雲
ヶz

i管 2
g理?
内~れ
外 IIV、ず

長 厩 に

5を

号
一

R
u
-

n
4
-

円
4
-

第
一

大
阪
レ
ジ
ャ
ー
機
器
崎
(
宮
中

一
務
局
大
阪
、
義
久
忠
事
長
)

日
一

で
は
九
月
4
・
二
日
に
和
歌
山

月
一

市
で
親
践
旅
行
を
兼
ね
た
九

2
一
月
例
会
を
、
ま
た
十
月

4
八

日
一

日
に
大
阪

・
栴
輔
の
笛
の
青
少

3
一
年
会
館
に
て
十
月
例
会
を
そ

8
れ
ぞ
れ
開
き
組
合
員
の
結
束

ゆ

を
悶
め
た
。

九
月
例
会
で
は
、
遵
守
営

業
に
徹
し
他
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
機
終
に
な
る
よ
う
が
ん

( 5 ) 

ば
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
大
阪

府
繁
か
ら
の
伝
途
豪
雨
明
が
報

告
さ
れ
た
あ
と
、
主
に
次
の

よ
う
な
報
告
あ
る
い
は
情
報

交
換
が
行
な
わ
れ
た
。
①
あ

る
学
校
か
ら

『生
徒
の
ゲ
ー

ム
場
へ
の
立
入
り
を
叫
制
止
し

て
い
る
の
に
、
生
徒
を
立
入

ら
せ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
』

と
い
う
抗
議
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
同
組
合
は
、
大
阪

府
か
ら
認
可
さ
れ
た
組
合
引
に

ヤ凶
枠

あ
り
、
組
合
員
の
ロ
ケ
で
は

管
理
簡
を
徹
底
し
て
い
る
。

ま
た
学
校
で
決
め
た
こ
と
な

ら
ま
ず
協
力
を
求
め
て
く
る

の
が
筋
道
で
あ
る
と
答
え
た

と
の
報
管
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
今
後
同
組
合
で
は
行
政
側

や
補
導
員
と
の
話
合
い
の
岨
帽

を
設
け
て
い
き
た
い
と
し
、

さ
ら
に
ロ
ケ
の
管
理
蘭
に
つ

い
て
な
お

一
一
層
の
徹
底
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
締
認
さ
れ

た
。
②
ゲ

l
ム
場
の
開
設
な

ど
を
鶴
市
止
、
ま
た
は
制
限
し

た
宝
塚
市
条
例
に
つ
い
て
の

報
告
が
あ
り
、

「ゲ
|
ム
機

や
ロ
ケ
の
教
育
位
、
社
会
性

を
も
っ
と
強
〈
訴
え
、
自
主 .， 

• 
は
出
品
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

エ
ア
ポ
ン
シ
リ
ー
ズ
に
は
「
カ

パ
く
ん
」
「
ロ
ボ
ハ
ウ
ス
」

「
バ
イ
キ
ン
グ
」
な
ど
も
あ

る
。
会
場
で
は
子
ど
も
の
遊

び
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
利
用
さ

れ
、
こ
の
催
し
に
貌
と
い
っ

し
ょ
に
来
た
子
ど
も
た
ち
に

「
エ
ク
セ
リ
オ
ン
」
を
海
外

二
社
に
ι

許
諾
し
た
こ
と
を
、

こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
訴
諮
内
容
は
南
北
ア

メ
リ
カ
大
陸
市
場
に
関
し
て

側
タ
イ
ト
ー
の
米
問
現
地
法

人
、
タ
イ
ト
i
・
ア
メ
リ
カ

社

(本
社
イ
リ
ノ
イ
州
エ
ル

ク
グ
ロ
ー
ブ

・
ビ
レ
ッ
ジ
、

モ
リ
ア
リ
テ
ィ
社
長
)
に
、

ド

イ
ツ
市
場
に
関
し
て
西
独
A

D
P
オ
ー
ト

7
7
ン
社
(
本

社
エ
ス
ペ
ル
カ
ン
プ
、
ガ
ー

ゼ
ル
マ
ン
校
長
)
に
そ
れ
ぞ

れ
独
占
的
販
売
版
権
と
な
っ

て
い
る
。

ナ
ム
コ
が
A
M

ロ
ボ
ッ
ト
2
種

側
ナ
ム
コ

(本
社
東
京
、

中
村
雅
哉
社
長
)
で
は
ア
ミ

A
iズ
メ
ン
ト
ロ
ボ
ッ
ト
を

新
た
に
ニ
機
純
開
発
、
十
月

D~ 
部 BP 
巽導 2
F入 5
長で 雲
守提
草案

J
A
M
M
A
の
小
型
乗
物

部
会
(
都
会
長
H
矢
野
徳
蔵

氏

・
側
ホ
1
プ
)
で
は
寸
月

五
日
、
東
京

・
永
岡
町
の

T

B
R
ビ
ル
に
て
第
三
岡
山
会
合

を
聞
き
、
コ
イ
ン
ポ
y

ク
ス

の
共
同
購
入
の
検
討
、
流
通

機
構
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

な
ど
を
行
な
っ
た
。

コ
イ
ン
ポ
y
ク
ス
の
共
同

勝
入
に
つ
い
て
は
、
幽
聞
東
亜

自
動
電
機
製
作
所
(
本
社
大

輸
出
用
展
に
出
品

セ
ガ
社
が
パ
ソ
コ
ン

-
ゲ

l
ム
を

「
日
本
輸
出
玩
具

・
ホ
ビ
ト
リ
ッ
ジ
な
ど
が
紹
介
さ
れ

|
見
本
市
」
(
日
本
玩
呉
国
た
。
附
見
本
市
で
は
自
動
率

際
見
本
市
協
会
士
品
川
慨
)
が
九
玩
日
時
と
人
形
、
そ
れ
に
キ
ヤ

月
二
十
七
日
か
ら
三
日
間
、
ラ
ク
タ

l
商
品
が
出
品
物
の

東
京

・
浜
飢
柏
町
の
都
立
産
業
大
部
分
を
占
め
、

T

V
ゲ
l

貿
易
セ
ン
タ
ー
で
閲
俄
さ
れ
、
ム
出
慨
を
出
品
し
た
の
は
セ
ガ

こ
れ
に
A

M
業
界
か
ら
鮒
セ
社
の
み
だ
っ
た
。
ま
た
ハ
ン

ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
ド
ヘ
ル
ド
ゲ
|
ム
の
分
野
で

(本
社
東
涼
、
中
山
隼
雄
社
、
b
州
側
タ
カ
ト
ク
ト
イ
ス

(本

長
}
が

出

席

し

た

。

社

東

京

、
高
木
正
雄
社
長
)

こ
の
見
本
市
は
日
本
の
玩
が
液
晶
電
子
ゲ

l
ム
を
展
示

具
輸
出
の
鍛
飢
ハ
を
目
的
に
出
御
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。

外
バ
イ
ヤ
ー
を
対
象
と
し
て
問
見
本
市
に
は
六
十
四
竹

昨
年
か
ら
関
か
れ
た
も
の
で
が
出
展
し
、
主
催
者
発
表
に

今
回
が
第
二
回
開
e

セ
ガ
社

よ

る
と
入
場
者
総
数
は
約
八

か
ら
は
同
相
家
庭
用
T
V
ゲ
百
凶
十
人
で
、
う
ち
海
外
か

|
ム
「
S
C
|
3
0
0
0
」

ら

の

バ
イ
ヤ
ー
は
米
国
を
中

と

「
S

G
1
1
0
0
0
」
を

心

に

三
十
七
ヵ
国
か
ら
約
二

出
品
し
、
そ
の
ゲ

l
ム
カ
|
百
七
J
l

人
が
訪
れ
て
い
る
。

。
• 

阪
、
大
塚
後
社
長
)
と
旭
精

工
山
側
(
本
社
東
京
、
安
部
先

制
臣
民
)
の
一
社
の
も
の
を
対

象
に
検
討
さ
れ
.
た
。
こ
の
両

社
か
ら
は
率
的
に
い
ろ
い
ろ

な
条
件
で
の
見
絞
替
が
提
出

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
と

に
共
同
購
入
を
進
め
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
タ
イ
マ
ー
可

変
の
場
合
、
カ
ウ
ン
タ
ー
付

加
の
場
合
な
ど
さ
ら
に
条
件

を
増
や
し
、
よ
り
実
態
に
即

し
た
見
税
制
h

を
再
度
提
出
し

て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
、
徒

出
さ
れ
次
第
検
討
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

流
通
機
械
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
方
向
と
し
て
デ
ィ
ス

ト
リ
ビ
ム

l
タ
ー
を
通
じ
た

販
売
の
ほ
う
が
よ
い
と
い
う

阿
部
会
の
考
え
か
ら
.
今
回

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

|
夕
|
部

会
か
ら
森
健
次
郎
氏

(附
エ

ス
コ
貿
易
)
を
抑
制
い
て
話
合

っ
た
。
森
氏
は
企
画
段
階
か

ら
相
談
し
て
も
ら
え
れ
ば
応

じ
ら
れ
る
、
年
閉
め
ノ
ル
マ

が事意たき足今検 f技術と信頼を誇るメダルメーカ-1規ル I I るをらに ー ピい見を |しトベフ摘をポ 下
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目
標
、

テ
ー
マ
設
定

D

B
部

会

で

メ

ン

バ

ー

の

拡

充

め

ざ

し

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
工
業
協
会
(
J
A
M

M

A
)
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
|
部
会
(
部
会
長
川
楠

俊
太
郎
氏

・
山側
カ
ワ
ク
ス
)

古
品
目
ば
れ
て
い
た
。
既
報
)
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
技
能
祭
の
期
間
中
に

こ
の
ほ
か
A
M
シ

ョ
|
見

大
阪
府
帆
布
製
品
工
業
組
合
学
に
つ
い
て
は
入
場
の
際
の

に
よ
る
「
第
二
四
帆
布
製
品
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
帥
購
入
金
を
同

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
な
わ
れ
、
会
が
負
犯
す
る
こ
と
に
な
っ

同
組
合
の
理
事
長
会
社
で
あ
た
。
子
ど
も
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム

る
同
社
の
製
品
に
対
し
て
「
関

陣
怖
の
ベ
イ
ア
ウ
ト
問
題
な
ど

西
重
布
会
賞
」
が
贈
ら
れ
た
。
に
つ
い
て
は
、
当
而
は
静
観

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た

夏
期
の
補
導
員
の
状
況
、
紙

幣
両
替
機
付
き
の

T

V
機
を

G
マ

シ
ン
と
み
な
す
と
い
う

愛
知
川
山
野
の
見
解
な
ど
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

な
お
同
会
で
は
交
通
遺
児

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
各

委
員
ロ
ケ
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
訟
し
て
お
り
.

之
を
徹
集
ま
れ
ば
寄
付
を
行

な
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る。

新

た

に

三

委

会

P
会
が
活
動
の
具
体
化
に
向
け

中
部
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
(
事
ョ
ン
実
務
委
員
会
」
、
委
員

務
局
名
古
屋
、
梅
村
山
一
一品
久
道
長
H
小
川
正
宏
氏
(
名
古
屋

事
長
)
で
は
九
月
十
六
日
、

ジ
ュ

l
ク
側
)
、
委
員
H
加

名
古
屋
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
理
藤
駿
介
氏
(
プ
レ
イ
ラ
ン
ド

事
会
お
よ
ぴ
定
例
会
を
聞
き
、
ヵ
ト
|
側
)
、
加
藤
幸

一
氏

新
し
く
委
員
会
を
設
越
し
た

(附
カ
ト
ウ
遊
凶
)
、
服
部

ほ
か
、
新
役
員
の
紹
介
、

隙

清

二

氏
(
糊
タ
イ
ガ

l
レ
ジ

報
交
換
な
ど
を
行
な
っ
た
。

ャ
l
)
。
同
会
の
社
会
的

P

委
員
会
は
次
の
三
つ
を
設

R
な
ど
を
担
当
す
る
「
営
業

援
し
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
を
選
広
報
委
員
会
」
、
委
員
長
H

任
し
た
。
ゲ
|
ム
大
会
な
ど
木
村
雅
三
氏
(
側
総
商
)
、

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る

「
催

委

員

H
真
鍋
巧
氏
(
岐
患
特

製
企
画
委
員
A
E
」
、
委
員
長
機
紛
)
、
加
藤
張
氏
(
紛
7

H
神
出
英
生
氏
(
聞
神
出
尚
ル
ボ
シ
)
、
浅
野
干
満
人
氏

産
)
、
委
員

H
内
問
善

一
氏
(
事
務
局
)
。

(三
愛
オ
ー
ト
マ
シ
ン
側
)、

ま
た
閥
会
の
総
会
(
五
月
)

石
川
昭
雄
氏
(
側
岐
阜
遊
間
)
、

お
よ
び
理
事
会
(
八
月
)
で

大
村
敬
隆
氏

〈側
グ
ロ
|
パ
決
定
し
た
役
員
(
本
紙
に
て

ル
)
。

ロ
ケ
を
め
ぐ
る
諮
問

題
に
対
処
す
る
「
ロ
ケ
|
シ

規
制
の
徹
底
を
図
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な

い
」
と
の
意

見
が
多
く
出

さ
れ
た
。

十
月
例
会

で
は
ま
ず
大

阪
府
市
む
か
ら
、

ア
ー
ケ
ー
ド

機
を
偽
装
す

る
G
機
な
ど

新
た
な
手
口

の
賊
将
棋
犯

が
憎
旬
、
え
つ
つ

あ
る
が
、
さ

ら
に
健
全
営

業
に
徹
す
る

よ
う
望
む
と

ー

ー
回iiIIT'

の
伝
達
が
あ
っ
た
。

次
に
今
回
の
A
M
シ
ョ
ー

を
め
ぐ
っ
て
意
見
交
換
が
行

包苫温

， 

"ベレーターのパートナー
1人よりも2入oカで

!I務内容 …・・
・ゲームコーナーの共同経営 ・
・ゲームマγ ン町長潮割賦販売 2 

・長潮資金融資

ケイ・アミューズメントリ ース総
東京(425)引田大飯(365)8819

な
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
家
庭

用
T
V
ゲ
l
ム
機
の
普
及
に

よ
る
影
響
の
有
無
が
話
題
と

な
、H
T
J

家
庭
・に
テ
レ
ビ
が
普

及
し
た
-
』
と
で
安
易
な
映
閣

は
笈
退
し
て
い
っ
た
が
ぜ
映

画
産
業
は
本
格
化
す
る
こ
と

で
逆
に
成
長
し
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
、
ゲ
ー
ム
場
に
つ
い

て
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
ロ
ケ

管
思
を
大
事
に
す
る
こ
と
で

容
を
引
き
つ
け
て
い
く
べ
き

で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
に
は
売

上
げ
の
よ
い
ゲ
1
ム
の
開
発

を
望
む
と
の
意
見
が
出
さ
れ

.。
eム

こ
の
ほ
か
組
合
員
へ
の
年

末
融
資
の
実
施
、
共
同
勝
入

の
検
討
な
ど
の
報
告
が
あ
っ

た。

aュ
J:I 

で
は
、
九
月
八
日
に
第
ニ
サ

八
回
会
合
、
九
月
二
十
八
日

に
第
二
十
九
閉
会
合
を
そ
れ

ぞ
れ
聞
い
た
。

第
二
十
八
回
会
合
は
東
京
・

• • 

平

素

は

格

別

の

お

引

立

て

を

賜

リ

、

げ

ま

す
。

こ

の

た

び

弊

社

が

発

売

し

ま

し

た

「
H
A
M
M
E
R

C
A
R」
(

ハ

ン

マ

ー

カ

l
)
は

、

弊

社

が

独

自

に

開

発

厚
く
必
礼
申
し
ょ

し

た

オ

リ

ジ

ナ

ル

製

品

で

あ

り

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

こ

の

ゲ

ー

ム

を

弊

社

に

無

断

で

模

倣

し

、

又

は

類

似

す

る

ゲ

ー

ム

を

製

造

・
販

売

し

、

も

し

く

は

設

置

・
使

用

す

る

等

の

行

為

は

、

著

作

権

法

・

不

正

競

走

防

止

法

お

よ

ぴ

工

業

所

有

権

法

に

抵

触

し

、
弊

社

の

正

当

な

権

利

を

侵

害

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

の

で

、

こ

れ

ら

の

行

為
の
な
い
よ
う
謹
告
い
た
し
ま
す
。

弊

社

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

業

界

の

秩

序

維

持

な
が

と
、

オ

リ

ジ
ナ
ル
ロ
叩

ご
購

入

の

お

客

様

を

守

る

た

め
に
も
、

模
造
ロ
聞

の
製

造

業

者

等

に

対

し

、

刑
事
・
民
事
の
苅
ヂ
白
か

ら
、

そ

の
責

任

を

追

及

し

て

ゆ

く

所
存
で
す
。

当
業
界
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、

皆

様

方

の

ご

理

解

と

:BZ:協
:和:カ
:五:を
j十 :必
j八:願
年:い
十 ;申
ニ :し
月 :あ

げ

ま
す

東
京

ーや 者li
7 杉

l善
タム
イさ
l乙
スニ
L ノ
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代
表
取
締
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( 6 ) 第三植樹i便物認可

自動販売機フェア

川
久
好
社
長
)
が
日
用
品
や

コ
ー
ヒ
ー
志
ど
の
自
販
機
、

そ
し
て
同
工
業
会
の
会
長
会

初
で
あ
り

J
A
M
M
A
の
賛

助
会
員
で
も
あ
る
高
士
電
機

冷
機
側

〈本
社
東
京
、
永
井

隆
位
長
)
が
各
種
自
販
機
を

そ
れ
ぞ
れ
出
回
附
し
た
。

今
回
の
フ
ェ

ア
の
特
徴
と

し
て
は
、
マ
イ

コ
ン
線
用
の

開催

初略頚
.明司

。Jンエユτ
 

アフ機販自
国

は
『
山
県
か
な
世
界
へ
の
鑓
島町一回
・
好
評
を
得
た
ほ
か
、
制
ボ
ナ
ス
製
作
所
(
本
相
大
阪
、
佐

ニ
十

一
世
紀
へ
向
け
て
の
べ
ン
ザ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
臨
時
哲
夫
社
長
)
が
ホ
ッ
バ

|

ン
ダ
リ
ゼ
|
シ
ョ
ン
」

。
A

ズ
(
本
社
機
浜
市
、
千
漢
和
メ
カ
ニ
ズ
ム
関
迷
機
然
、制
W

M
業
界
か
ら
の
山
山
田
棋
社
は
そ
海
祉
長
)
が
ア

l
ダ
ッ
ク
製
レ
ス
タ

l
(本
初
大
阪
、
古

〆

の
ほ
と
ん
ど
が
従
来
か
ら
同
紙
幣
識
別
機
、
紙
幣
前
響
機
、
ー
I
l
li
1
1
1
1
1
1

ペ
一

「第
二
十
四
自
動
販
売
機
フ
£
ア
に
出
展
し
て
い
る
も

メ
ダ
ル
貸
機
な
ど
、
側
日
本

日

本

物

産

が

東

京

因

物

を

吸

収

、ン一

フ
ェ
ア
」

{
日
本
自
動
販
売
の
で
、
納

ユ
ニ
エ
ン
タ
ー
プ
コ
イ
ン
コ
(
本
社
東
京
、
問

J

一門
誌
は
ぶ
っ
刊
お
し
九
日
立
刊
明
河
内向
J
U
M
U

東
京
事
業
所
に
再
編

L
一
祁
貼
の
東
京
流
通
セ
ン
タ
ー

ズ

ゲ

l
ム
機
「
磁
の
体
操
」

シ

リ
ー
ズ
」
コ
イ
ン
メ
ッ
ク

‘
1

一一

で
聞
か
れ
、
こ
れ
に

A
M
業
「
ド
ク
タ
ー
Q
」
、
内
い
機
お
よ
び
各
被
部
品
、
グ
ロ

l

日
本
物
産
繍
(
本
壮
大
阪
、
合
併
し
、
旧
東
京
日
本
物
産

〕
一

界
か
ら
数
社
出
展
し
た
。
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
大
山
術
」
リ
|
尚
一
争
鮒

(本
社
東
京
、
鳥
井
末
治
社
長
)
で
は
、
寸
を
日
本
物
産
駒
東
京
事
業
所

ゲ
一

向
フ
ェ
ア
は
"一平

ぶ

り

に

よ

イ
コ
ロ
ン
」
「
バ
イ
オ
尾
上
信
次
担
官
官
)
が
両
替
機
一
月

一
日
付
で
問
グ
ル
ー
プ
に
戻
し
た
。

一
聞
か
れ
た
も
の
で
、
テ
!
?
リ
ズ
ム
マ
シ
ン
」
を
出
品
し
ゃ
硬
貨
計
算
機
、
側
マ
ッ
ク
の
東
京
日
本
物
産
側
を
吸
収
問
祉
の
東
京
で
の
拠
点
は

一

=
=
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=
=
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=
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=
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=
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三
三
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三
言
Z
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=
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三
=
=
=
三
=
=
=
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一一三
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=
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=
三
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

昨
年
六
月
に
そ
れ
ま
で
の
東

一

T

V
ゲ
|
ム
を
映
阿
の
著
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
認
識
は
民
事
上
の
制
裁
だ
け
で
な
が
あ
る
と
し
て
、
き
て
ど
ん
京
営
業
所
と
日
物
レ
ジ
ャ
ー

一
作
物

(新
作
儲
法
第
二
条
第
が
こ
の
と
こ
ろ
や
っ
と
表
編
〈
、
刑
事
上
の
制
裁
が
次
々
な
影
響
が
あ
る
か
と
考
え
て
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
た
東
京

一
一
二
項
)
と
同
じ
視
聴
覚

著

作

化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
傾
向
と
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
み
る
。
無
断
コ
ピ
|
品
で
な
日
本
物
産
と
し
て
分
総
独
立

一
物
と
み
な
し
、
そ
の
無
断
後
は
、
コ

ピ
l
尚
類
を
解
決
す
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
コ
ン
ピ
い
正
規
の
メ
ー
カ
ー
ロ
仰
を
賊
し
た
が
、
東
京
日
物
の
鳥
井

一
製
は
も
ち
ろ
ん
、
無
断
で
行
る
意
味
で
は
大
変
鋭
機
な
こ
ユ
|
夕
|
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

入
し
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

一
夫
社
長
が
こ
の
ほ
ど
健
保

号
一
な
う
上
映

(同
然
ご
条
第

・

と

と

き

え

る

。

て

の

著

作

権

も

あ

る

が

、

視

に

と

っ

て

は

、
お
そ
ら
く
何
上
の
抑
制
合
で
退
任
し
た
の
を

は以一

項
十
九
)
を
鴨
川
じ
る
こ
と
が
実
は
著
作
権
思
恕
の
発
途
聴
覚
著
作
権
で
裁
い
た
ほ
う
ひ
と
つ
変
化
は
な
い
。
反
対
機
会
に
、
再
び
吸
収
合
併
し

2
一
で
き
る
か
ど
う
か
ー
ー
を
め
し
て
い
る
米
同
で
は
、
と
う
が
時
間
的
に
も
手
っ
と
り
早
に
、
無
断
コ
ピ

l
口
聞
を
使
用
東
京
事
業
所
と
な
っ
た
も
の
。

第一

ぐ
る
日
本
初
の
訴
訟
は
総
務

1
ld

し
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

同

社

で

は

こ

れ

を
機
に
新

止
れ
代
行
十
川
町
川
持

一制
一
上
映
権
の
侵
害

山
山
弘
同
守
抑
制
ば
時
日
訪
れ
れ
れ

月一

い
る

{
ナ
ム
コ
対
酔
心
、
九

I
l

の
場
合
、
著
作
権
を
侵
害
す
村
長
H
鳥
井
末
日
前
氏
、
消
務

ω一
月
二
十
六
日
給
務
)

。

に

T

V
ゲ
1
ム
を
映
闘
と
伺
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
る
こ
と
を
業
務
と
し
て
い
る
取
締
役
H
片
山
幸
男
氏
、
取

主

こ
う
い
う
こ
と
に
闘
し
、
じ
州
議
党
著
作
物
と
し
て
し
こ
う
し
た
米
一
同
の
例
を
見
れ
わ
け
で
あ
り
、
資
任
追
及
い
締
役
H
鳥
弁
務
子
氏
、
昨
輩

3

T
V
ゲ
l
ム
が
映
画
の
誉
作
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
無
断
後
ぱ
、
日
本
で
も
同
様
に

T
V
か
ん
に
よ
っ
て
は
致
命
的
な
役
H
松
井
線
雄
氏
。
な
お
東

川

物
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
上
製
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ピ
|回開

ゲ
|
ム
が
映
聞
の
著
作
物
と

打
黙
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
京
事
業
所
で
は
販
売

一
課
の

れ

映
縫
だ
け
で
な
く
頒
布

(
伺
の
愉
入
、
販
売
、
オ
ベ
レ
|
認
め
ら
れ
る
の
は
時
間
の
闘
し
か
も
こ
れ
ら
の
資
任
追
及
鈴
木
正
夫
次
長
以
下
の
ス
タ

第
二
条
第

一
項
二
十
〉
椛
を
ト
は
途
法
な
こ
と
と
さ
れ
て
題
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
は
法
律
上
の

「時
効
」
が
及
ッ
フ
が
販
売

・
リ
ー
ス
な
ど

含
め
、

一
般
の
オ
ペ
レ
ー
タ
い
る
。
か
く
し
て
こ
う
し
た
ぞ
は
そ
う
な
っ
た
場
合
オ
ぶ
限
り
可
能
で
あ
る
こ
と
を
の
業
務
を
担
当
す
る
。

ー
に
重
大
な
彬
轡
を
与
え
る
迷
法
行
為
を
行
な
っ
た
者
に
ペ

レ
l
タ
|
に
重
大
な
影
締
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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ー・

自
販
機
が
、
主
流
と
な
っ
た
こ

と
、
機
種
の
大
相
化
、
紺
問
A
昨

化
が
進
み
中
身
商
品
も
箆
官聞

に
な
っ
た
こ
と
、
管
照
一
面
の

シ
ス
テ
ム
化
が
目
立
っ
て
き

た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
飲
料
自
販
機
以
外
で

は
世
間
婆
は
検
ぱ

い
で
、
業
界

と
し
て
は
伸
び
悩
ん
で
い

る

と
の
こ
と
だ
。

部
門
を
松
原
市
へ
移
転
統
合

し
て
い
る
が
、
今
回
販
売
総

と
海
外
諜
を
含
む
販
売
本
部

(
質
問
時
寸
販
売
部
長
)
を
業

務
上
鋭
利
な
大
阪
市
内
へ
と

移
転
し
た
も
の
。

ア
イ
レ
ム
側
・
販
売
本
部

H
大
阪
市
北
区
西
天
満

一
の

七
の
凶
、
協
和
中
之
島
ピ
ル
、

販
売制部
会
三

一
ニ

l
一
三
0

0
、
海
外
課
金
三
一
二

l
一

三
O
五。事

務
所
移
転

A
ー
ー
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
社
H
宮
械
県
宮
城
郡
松
白
川

町
般
的
字
白
萩
十
五
、
合
(O

ニ
二
三
五
)
四

l
五
五
ニ
四
、

伊
藤
叢
社
長
。

幽開キ
y

ト
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
H
東
京
都
千
代
国
区
隼

町
三
の
十
九
、
清
水
ピ
ル
、

合
一一三
四

l
八

O
四
一
、
井

山
佑

一
社
長

(
百
円
移
転
)。

側
シ
ン
エ
イ
H
徳
島
市
末

広
町
二
の

一
の
八
十
一

、
(
O

八
八
六
)
二
五
|
九
六

一
一
、

杉
本
敬
三
社
長
。

地
番
表
示
変
更

側
ル
ー
キ
ー

H
東
京
都
江

戸
川
区

一
之
江
三
の
十
四
の

で

含
六
五
二
|
三
三
六
二
、

早
坂
学
社
長
。

。• 

.B::. 
Eヨ

平
素
は
絡
別
の

レわ
引
主
立
て
を
賜
り
、
辱
く
レわ
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
ぴ
弊
社
が
発
売
予
定
致
し
て
お
り
ま
す
「
マ

ー
カ
ム
(
M
A
R
K
H
A
M
)」
は
、
弊
社
が
独
自
に
開

発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
、
こ
の
製
品
に
関

す
る

一
切
の
権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ

て
、
弊
社
に
無
断
で
こ
れ
を
模
倣
し
、
ま
た

は
類
似
す
る
製
品
を
製
造

・
販
売
し
、
ま
た
設
置

・

使
用
す
る
等
の
行
為
は、

エ
業
所
有
権
法
等
に
抵
触

弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り

しま
す
の
で
、

意
を
賜
り
、

こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分
ご
法

業
界
秩
序
の
維
持
と
、

為
に
、

健
全
な
発
展
の

皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
カ
を
必
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
十

一
月

女従来のジュニア用メタル機の
を破る驚異の売り上1"111

<10円玉メダル併用〉

愛

サ 2
ン 南

電 喜
子 恕
株 街

暫式習
国 .o..;_.:. 
.E!. :Z::>;コ±

渠ネ土 台

代
表
取
締
役
社
長

• • 

ブラウン管匂fE
台ラヲ山一:

.tJ~まわ@. ・

ヲァフヲ戸
)11-レッドZ

〈仕様〉

寸法 I 530(H) x 556 

電源問。v
消費電力行OW

販
売
本
部
を
移
転

ア
イ
レ
ム
鮒
(
本
社
大
阪

府
松
原
市
、
古川蛾
哲
社
長
)

で
は
十

一
月
十
五
日
付
で
販

売
本
部
を
犬
阪
市
内
に
移
転

し
た
。

同
社
で
は
昨
年
七
月
に
全
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ゲ
ー
ム
場
を
運
営
し
て
お
り

同
祉
の
意
欲
的
な
姿
勢
の
ほ

ど
が
う
か
が
わ
れ
る
。
同
応

は

一
階
と
二
階
と
の
運
営
で

そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ロ
ア
は
約
四

十
坪
。

一
階
は
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
と
新
製
品
の
T
V
ゲ
ー

ム
機
が
中
心
で
、
一
一
郎
聞
は
テ

ー
ブ
ル
型

T
V
ゲ

i
ム
俊
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
・
設
積

機
械
台
数
は
各
フ
ロ
ア
を
合

わ
せ
る
と
テ
ー
ブ
ル
型
T
V

ゲ
|
ム
機
同
十
八
台
‘
コ
ッ

ク
ピ
ッ
ト
m
T
V
ゲ

l
ム
機

:
一
台

、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型
T

V
ゲ

l
ム
機
六
台
、
フ
リ
ッ

パ
l
六
台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ

ー
ド
機
・4

台
、
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
ペ
ト
A
H

(
う
ち
大
事
ニ

ムロ
)
‘
計
八
卜
五
台
と
な
っ

て
い
る
・
底
内
は
明
る
〈
飾

り
つ
け
も
ほ
と
ん
ど
な
く
務

ち
清
い
た
雰
阻
気
に
な
っ
て

い
る
。
問
作
聞
の
問
中
広
官
官
は

「
工
学
院
大
学
や
専
門
学
校

の
学
生
が
問
定
符
と
な
っ
て

い
る
の
で
休
日
よ
り
も
平
日

の
方
が
売
り
上
げ
が
良
い
。

ま
た
ガ

1
ド
一
つ
く
ぐ
れ
ば

歌
舞
伎
町
へ
行
け
る
た
め
夜

遅
く
ま
で
人
通
リ
は
絶
え
な

い
』
と
同
応
の
立
地
条
件
の

必
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ

る
。
ま
た
同
氏
は

『
ニ
ュ

ー

マ
シ
ン
は
で
き
る
だ
け
早
〈

湾
入
し
、
人
目
に
つ
き
ゃ
す

い
一
階
フ
ロ
ア
に
遣
い
て
顧

客
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

ま
た
最
近
の
ゲ
ー
ム
機
に
は

遊
び
万
の
婚
し
い
も
の
も
あ

る
の
で
‘
作
フ
ロ
ア
ー
に
常

時
従
業
只
を
配
し
て
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
役
滑
り
を
呆

し
て
い
る
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム

般
に
つ
い
て
は
h

刈
り
上
げ
が

安
定
し
て
お
り
内
応
と
し
て

も
カ
を
注
い
で
い
る
」
と
滞

る
.
朝
叫
必
伺
病
て
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
野
球
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
を
扱
っ
た
も
の
や
宇
宙

1983~手 12 月 1 日( 9 ) 
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データ し |

歌
舞
伎
町
を
中
心
に
日
本

一
の
大
歓
楽
街
に
あ
る
新
宿

駅
東
口
に
比
べ
る
と
、
西
口

界
限
は
ビ
ジ
ネ
ス
街
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
。
池
袋
に
地

上，

-一白
凶
l
H刷
、
六
十
階
建

て
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

ωが
建

て
ら
れ

H
本

e

の
鹿
を
岨
眠
っ

た
が
、
新
術
セ

ン
タ
ー
ピ
ル

(ニ
行
ト
六
H

川
、
五
十
阿
川
町
)

を
は
じ
め
と
す
る
超
高
防
ピ
術
を
行
〈
人
は
ビ
ジ
ネ
ス

ル
が
林
立
し
、
今
や
日
本
を
マ
ン
が
多
い
が
、
近
く
に
工

代
表
す
る
大
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
学
院
大
学
や
各
約
専
門
学
校

タ
!
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
が
多
く
あ
る
た
め
学
生
の
姿

超
高
層
ビ
ル
街
の
西
側
に
は

む
目
立
っ
て
い
る
。
超
高
府

縁
の
多
い
新
宿
中
央
公
鴎
が

ピ
ル
が
建
ち
並
び
、
大
ビ
ジ

あ
る
。
八
万
本
の
樹
木
と
畷
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
が
生
ま
れ
人

水
.
児
童
公
閣
な
ど
が
あ
リ
.
の
数
む
多
く
な
り
西
日
界
隙

晴
れ
た

8
に
は
学
生
や
サ
ラ
の
繁
議
街
も
ぐ
っ
と
ワ
イ
ド

リ
!
?
ン
な
ど
で
い

っ

ぱ

い

に
な
っ
た
が
、
ニ

ュ
l
ヤ
ン

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
眺
め
る
グ
た
ち
は
や
は
り
歌
舞
伎
町

超
高
層
ビ
ル
群
の
夜
景
は
す
の
方
へ
口
止
を
巡
ん
て
い
る
よ

ば
ら
し
く
、
寸
7

4
ス
衡
の
う
だ
。

命
新
し
い
オ
ア
シ
ス
・
と
な
西
口
界
限
の
総
指
術
は
、

っ

て

い

る

.

ビ

ジ

ネ

ス

衡

を

は

さ

ん

で

兆

上の写真はメダルゲーム緩やニューマシ

ンが中心に陸軍事れている 『ワールドゲ
ーム・ミヤコaの lF7ロア。右の写真は

謀議まで人通りが絶え牢い関庖の庖頭の

ようす。下の写真は同庖の田中美-18長

と
市
附
に
分
か
れ
る
よ
う
だ
。

北
は
行
綿
街
道
沿
い

.
前
は

山
中
央
通
り
と
間
際
通
リ
周
辺

が
賑
わ
っ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム

坊
も
北
と
市
の
帥黙認ド
街
に
そ

れ
ぞ
れ
集
ま
っ
て
巡
営
し
て

い
る
。
北
の
繁
華
街
に
あ
る

ゲ

1
ム
坊
に
つ
い
て
ニ
ニ
ニ
、

主
年
を
比
べ
る
と

『
ス
ペ

ー

ス
・
Z
O
O」
が
姿
を
消
し、

『
ウ
エ
ス
ト
」
が
オ
ー
ナ
ー

の
変
更
に
付
け
っ
て
「
プ
レ
イ

マ
ヴ
ク
ス
』
に
変
わ
る
な
ど

ゲ
|
ム
川
崎
数
む
若
・
ト
減
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
』
附
の
繁
摘
出
向

に
あ
る
ゲ

l
ム
ゆ
に

つ
い
て

は
「幅
制
約
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
」

や
「
ゲ
|
ム
プ
ラ
ザ
ジ

ョ
イ

ボ
ッ
ク
ス
」
な
ど
が
誕
生
し

て
お
り
附
加
し
て
い
る
・
同

U
の
ゲ
|
ム
場
数
に
つ
い
て

は
こ
こ
数
年
六
、
七
軒
ぐ
ら

い
で
必
ち
治
い
て
い
る
よ
、
ヲ

だ
。

「
ワ
ー
ル
ド
ゲ

1
ム
・
ミ

ヤ
コ
」
は
側
東
ボ
キ
ャ
ビ
オ

ー
ト
の
運
営
。
同
社
は
向
応

以
外
に
も
都
内
で
十
数
軒
の

4 

• 
る
設
置
機
織
台
数
は
テ
ー

ブ
ル
取
T
V
ゲ

i
ム
機
三
十

-
一
台
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

m一T

V
ゲ

l
ム
機

↑
台
、
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
型
T
V
ゲ

l
ム
機

一

台
、
計
三
十
四
台
。
伺
腐
の

大
久
保
応
長
は

J
拍
内
の
フ

ロ
ア
面
積
が
小
さ
い
の
で
機

械
の
設
置
場
所
や
レ
イ
ア
ウ

ト
に
は
と
く
に
気
を
配
っ
て

い
る
。
客
婦
と
し
て
は
昼
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
く
.
夜

は
学
生
が
多
い
。
小
中
学
生

な
ど
も
プ
レ
イ
し
に
来
る
の

で
、
賭
博
伎
の
あ
る
睡
眠
械
は

遊
か
な
い
主
ヲ
に
し
て
だ
れ

で
も
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
る
.
ま
た
こ

隙
フ
ロ
ア
に
は
す
べ
て
テ

l

-
プ
ル
型
T
V
ゲ

i
ム
約
七

十
台
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型

T

V
ゲ

l
ム
機
阿
ム
ベ
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
惣
T
V
ゲ
l
ム
機
悶

台
、
ラ
パ

l
タ
イ
プ
型
T
V

ゲ
l
ム
機
四
台
、
フ
リ
ッ
パ

|
二
台
、
計
八
十
数
台
を
設

澄
し
て
い
る
。
入
リ
口
部
分

に
は
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型
T
V

ゲ
|
ム
機
宇
都
心
に
中
央
部

は
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
|
ム

機
を
中
心
に
設
慣
し
て
い

る
。

応
内
は
明
る
く
治
婦
な
ど
も

十
分
に
さ
れ
て
と
て
も
清
潔

な
感
じ
が
す
る
。
機
械
も
ゆ

っ
た
り
と
配
訟
さ
れ
て
お
リ

歩
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

臨
時
に
は
糸
色
め
リ
ノ
リ
ュ
ウ

ム
が
桜
ら
れ
て
お
り、

天
井

• • 

由
明
後
な
ど
の
ゲ

1
ム
機
に
人

気
が
あ
る
よ
う
だ
。

『新
街
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
』

は
去
年
八
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
も
の
で
新
宿
サ
ン
パ

l
ク

の
運
営
。
同
社
は
東
口
に
も

「
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
」

の
庖
名
の
ゲ
|
ム
場
を
二
府

巡
営
し
て
い
る
。
約
百
坪
の

フ
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
型
T
V

ゲ
i
ム
機
七
十
三
台
、
コ
ッ

ク
ピ
ッ
ト
型

T
V
ゲ

l
ム
機

五
台
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型

T

V
ゲ

1
ム
機

一
台
、
フ
リ
ッ

パ
|
六
台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ

ー
ド
機
五
台
、
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
八
台
、
計
九
十
八
台
を

紋
協
し
て
い
る
。
同
胞
で
は

泌
総
に
目印
し
た
慾
が
大
き
い

歌
舞
伎
町
に
隣
接
し
た
ロ
ケ

戦
争
も
の
の
T

V
ゲ
|
ム
機

に
人
気
が
あ
る
と
の
こ
と
。

「プ
レ
イ
ポ
y

ク
ス
」
は
プ
ル
・
塑
T
V
ゲ
l
ム
が
債
か

通
称

砂
銚
き
と
り
横
丁
々
と
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に

呼
ば
れ
る
飲
食
仲
間
街
に
あ
り
、
は
低
料
金
で
長
時
間
プ
レ
イ

昼
食
時
や
夕
食
時
に
は
大
変
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
五
十

な
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

一

円
で
遊
べ
る
ゲ

i
ム
機
も
霞

階
と
ご
際
で
運
営
し
て
お
り
い

で
あ
る
」
と
諮
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ロ
ア
は
約
五

『
プ
レ
イ
マ
ッ
ク
ス
」
は
約

坪
の
小
型
の
ゲ

1
ム
場
で
あ

八
十
坪
の
広
い
フ
ロ
ア
に
テ

か
ら
は
季
節
感
を
表
わ
す
袋

飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
存
岡
山

と
し
て
は
守
生
や
浩
い

サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
の
ほ
か
家
放

連
れ
も
多
い
ヰ
ヲ
だ
。

場
所

柄
プ
レ
イ
す
る
人
の
数
は
多

い
が
現
在
は
野
球
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
を
扱
っ
た
ゲ

l
ム
や

E1 

右
上
の
写
真
は
去
年
の
八
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来

.完
全
な
る
サ
ー
ビ
ス
e

を
モ
ッ
ト
ー
に
遺
営
事
れ

て
い
る
J

町
宿
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
」
の
底
頭
。
右
下
の

写
真
は
学
生
牢
ど
で
活
況
を
呈
す
る
悶
底
の
鹿
内

た
め
外
か
ら
の
光
が
十
分
入

リ
込
む
よ
う
に
な
っ
て
お
リ
、

ま
た
硲
内
が
広
く
天
井
も
高

く
な
っ
て
い
る
た
め
大
変
明

る
い
。
府
内
の
中
央
部
に
は

テ
ー
ブ
ル
型

T
V
ゲ

l
ム
機

を
鐙
き
、
そ
れ
ら
を
閥
む
よ

う
に
コ
ソ
ク
ピ
y
ト
型

T
V

ゲ
l
ム
機
や
ワ
リ
ッ
パ
ー
な

ど
を
配
置
し
て
、
従
業
員
の

伺
が
す
べ

て
行
き
届
く
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
同
広
で
は

J
元
金
な
る
サ
ー
ビ
ス
e

を

モ
ッ
ト
ー
に
、
広
内
は
明
る

く
、
消
潔
に
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
と
く
に
入
口
部
分
や

テ
ー
ブ
ル
の
・よ
な
ど
は
常
に

紛
仰
を
し
て
お
リ
.
天
井
な

ど
に
は
今
節
感
を
出
す
装
飾

も
し
て
い
る
と
の
こ
と
.
ま

た
服
務
に
不
快
感
を
与
え
な

い
よ
う
に
従
業
只
の
服
袋
や

雷
抑
制
泣
い
に
も
注
窓
し
て
い

る
と
の
ニ
と
。
現
夜
親
し
ま

れ
て
い
る
機
械
で
は
麻
申
問
、

将
械
な
ど
や
宇
宙
戦
争
な
ど

を
取
り
扱

っ
た
ゲ
|
ム
機
が

.B::. 
回

平
素
は
格
別
の
お
引
立
て
を
賜
リ
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
ぴ
、
弊
社
が
開
発
し
た
新
製
品
、
マ
ル
チ

ス
ク
リ
ー
ン
の

3
画
面
方
式
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
機
「

T

X
l
1
」
の
著
作
権
、
工
業
所
有
権
、
そ
の
他

の
諸

権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
れ
ら
の
商
品
(
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
含
む
)

を
無
断
で
模
倣
、
複
製
ま
た
は
、

こ
れ
ら
に
類
似
す

る
商
品
と
し
て
製
造

・
改
造

・
販
売

・
輸
出
す
る
等

の
行
為
を
す
る

こ
と

及

ぴ

こ

れ
ら
の
商
品
を
使
用

し
て
営
業
す
る
こ

と
は
著
作
権
法
、
エ
業
所
有
権
法
、

不
正
競
争
防
止
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な
権

利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
三
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な

い
よ
う
充

分
に
ご
注
意
を
賜
リ
、
業
界
の
秩
序
の
維
持
と
健
全

な
発
展
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
カ
を
お
願
い
申
し
ょ

げ
ま
す
。

:昭
:和
:五
:十.
:ノ¥;

;年 ;
.十;

月 :

辰言
巳草

原

子平
工目
業 古
株 害

Eき地
嘉 ま
宏社

代
表
取
締
役

圏
内
に
お
け
る
販
売
代
理
盾
(
五
十
音
順
)

株
式
会
社
大
阪
サ
ー
ビ
ス
ゲ

i
ム
ス
・
加
藤
銀
金
工
業
・

株
式
会
社
関
西
精
機
製
作
所

・
タ
イ
コ

l
物
産
株
式
会
社

フェ ニックス

• • 

電
光
点
滅
ル
ー
レ

ッ
ト
方
式

プ
ラ
ス
か
ボ
ー
ナ
ス
ゲ

l
ム。
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写
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レ
イ
マ
ッ
ク
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庖
掴
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う
す
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ム
場
と
南
の
繁
務
街
に
あ
る

ゲ
l
ム
場
を
比
べ
て
み
る
と

ガ
ー
ド

一
つ
く
ぐ
れ
ば
来
日

へ
行
く
こ
と
の
で
き
る
北
側

は
、
人
の
流
れ
が
多
く
深
夜

ま
で
絶
、
え
な
い
が
そ
れ
だ
け

に
歌
舞
伎
町
な
ど
に
あ
る
ゲ

ー
ム
場
と
の
競
争
が
激
し
い

と
笥
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
反

対
に
南
側
の
ゲ

i
ム
場
は
、

人
の
流
れ
は
少
な
い
が
悶
定

客
を
し

っ
か
り
つ
か
ん
だ
運

営
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

い
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
産
業
側
カ

1
、
バ
レ
ー
な
ど
の
ス
ポ

で
は
歌
舞
伎
町
に
も
岡
山
崎
名

|
ツ
・
も
の
の

T

V
ゲ
|
ム
機

の
ゲ
|
ム
場
を
運
営
し
て
お
に
人
公
が
あ
る
と
の
こ
と
。

り
閃
じ
よ
う
に
奥
フ
ロ
ア
ー

新
宿
駅
西
口
に
あ
る
ゲ
ー

を
使
っ
て
ビ
デ
オ
ボ
ッ
ク
ス
ム
場
は
今
の
と
こ
ろ
七
軒
で

を
設
問
直
し
て
い
る
と
の
ニ
と
。
あ
る
が
ど
の
庖
も
若
い
サ
ラ

「
ゲ
|
ム
プ
ラ
ザ
ジ
ョ
リ
!
?
ン
や
学
宅
な
ど
の
図

イ
ボ
ッ
ク
ス
」
は
こ
の
ほ
ど
定
等
を
大
切
に
し
て
運
営
を

甲
州
街
道
に
面
し
た
山
本
ビ
統
け
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の

ル
の
地
下
フ
ロ
ア
に
オ
|
プ
た
め
ほ
と
ん
ど
の
感
で
は
休

ン
し
た
も
の
で
あ
る
。
約
五
日
よ
り
も
平
日
の
方
が
売
り

十
坪
の
フ
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
上
げ
が
多
い
よ
う
だ
。

剛甲山

T

V
ゲ
l
ム
機
汗
卜
三
台
、

北

の
繁
華
街
に
あ
る
ゲ
l

コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
型
T
V
ゲ

|

ム
機
二
台
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

型
T

V
ゲ
1
ム
機
八
台
、
フ

リ
ッ
パ

l
.
一台
、
計
六
十
五
，

ム
ロ
を
設
置
し
て
い
る
。
ゲ
ー

ム
場
が
地
下
フ
ロ
ア
に
あ
リ

人
目
に
つ
き
に
く
い
た
め
、

同
腐
の
入
口
に
肴
紋
を
汚
い

て
H

健
全
で
安
心
し
て
遊
べ

る
々
同
院
の
モ

ヴ
ト
!
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
底
内
の

床
に
は
赤
と
青
の
ス
ト
ラ
イ

プ
の
じ
申
う
た
ん
が
敷
か
れ
、

天
井
か
ら
は
各
闘
の
旗
な
ど

を
つ
る
し
て
ゲ

l
ム
場
の
雰

附
気
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

同
胞
の
従
業
員
は
「
当
腐
の

容
の
六
、
七
州
問
は
大
学
生
や

予
備
校
生
で
占
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
。

お
客
様
に
安
心

し
て
遊
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
応
内
の
照
明
な
ど
公
を
配

左
上
の
写
真
は
卓
球
も
で
き
る
「ゲ
l
ム
ス
ポ
ッ
ト
幻
』

の
唐
績
の
よ
う
す
。
左
下
の
写
真
は
テ
ーブ
ル
型
T

V

ゲ
ーム
M
M

盤
然
と
配
置
さ
れ
て
い
る
問
腐
の
唐
肉
。

学
生
や
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
終
日
娠
わ
っ
て
い
る

第三僧郵便物認可

多
い
よ
う
だ
。
と
く
に
間
的

は
喫
煙
の
な
い
よ
う
注
意
し

μ
一
の
一
角
で
は
「
詰
将
棋
道
場
」
て
い

る
。
ま
た
小
、
巾
学
生

!一

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
お
り
に
対
し
て
は
六
時
ま
で
に
は

ご
ご

好
評
と
の
こ
と
で
あ
る
。

家
に
帰
る
指
導
を
行
な
っ
て

7
一

「
ゲ
|
ム
ス
ポ
ッ
ト
幻
」

い
る
」
と
誇
る
。
ま
た
同
氏

「
一

は
約
九
4
1
鮮
の
広
い
フ
ロ
ア
は
「
新
製
品
を
早
〈
導
入
し

L
一
に
テ
ー
ブ
ル
型
T

V
ゲ
l
ム
て
い
る
が
人
気
が
あ
る
の
は

-一

五
十
七
台
、
コ

ッ
ク
ピ
ッ
ト
制
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
長

田一

型
T
V
ゲ
|
ム
機
内
台
、
ア
い
期
間
は
絞
か
な
く
て
せ
い

ゲ一
y
プ
ラ
イ
ト
型
T

V
ゲ
l
ム

ぜ

い

一
ヵ
月
で
売
り
上
げ
は

一
一機
三
台
、
フ
リ
ッ
パ

|
凶
台
、
議
ち
て
し
ま
う
。
現
在
は
ド

一
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
四
台
、
ラ
イ
ブ
も
の
の
ゲ

l
ム
機
に

一
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
機
十
台
(
う
人
公
が
あ
る
よ
う
だ
」
と
お

一
ち
大
型
一
一台
)
、

計
八
寸
一

る
。
な
お
同
応
の
フ
ロ
ア
の

一
台
を
設
中
南
し
て
い

る
。
岡
山拍

一
内
の
床
に
は
赤
と
織
の
ス
ト

司
，
J

，•. 

，.、

'
F
l

・

t
.
，•. 

，
.1

・・l
・・

一
フ
イ
プ
の
カ
ー
ペ

ッ

ト

ぷ

宣

定

コ

ヴ

多

く

安

定

J
E軍

号

一
か
れ
て
お
り
、
装
飾
な
ど
あ

F
t
R
1
J
s
t
一
J
d
-
=
〈

F
3
q
a
F，
t
寸/叫

iZ

5
一
ま
り
な
く
務
ち
渚
い
た
雰
閉

は
一
気
を
作
り
出
し
て
い
る
。
入

一
角
に
は
卓
球
場
が
設
罰
さ
台
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
る
ピ
デ

っ
て
い

る
が
、
あ
ま
り
明
る

第
一

り
口
部
分
に
は
コ
ッ
ク
ピ
ッ
れ
て
い
て
一司
令卜
分
で
凶
百
円
オ
ボ

ッ
ク
ス
を
訟
脅
し
て
残

く
す
る
と
雨
前
が
見
に
く
く

一
ト
型
T

V
ゲ
|
ム
機
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
好
評
を
博
し
り
の
フ
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
聖
な
る
の
で
そ
れ
ら
の
兼
ね
A
M

日
一

に
、
袋
際
に
は
フ
リ
ッ
パ
|、

て
い
る
と
の
こ
と
。

T

V
ゲ
!
ム
機
を
鐙
い
て
は
い
が
熊
し
い
。
当
広
で
は

H

安

引
一

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
が
中
心
に
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ラ
ン
ド
」
ぽ
正
方
形
の
フ
ロ
ア
を
宥
効
く
、
多
〈
e

プ
レ
イ
し
て
も

2
一
置
か
れ
て
お
り
、
殺
り
の
細

は
約
六
イ
停
の
フ
ロ
ア
に
テ
に
使
っ
て
い
る
。
問
院
の
河
ら
う
た
め
に
五
十
阿
コ
|
ナ

叶
一
長
い
フ

ロ
ア
部
分
に
は
テ
|

|
プ
ル
型
T

V
ゲ
|
ム
機
四
野
従
業
員
は

「当
腐
の
ほ
と
ー
を
か
け
て
お
り
人
気
を
呼

μ一
ブ
ル
型
T
V
ゲ
|
ム
機
が
裕
卜
二
台
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型
ん
ど
の
客
は
学
生
や
積
い
サ
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
五
十

3
一
然
と
配
鐙
さ
れ
て
い
る
。
同

T

V
ゲ
l
ム
機
五
台
、
ア

ッ

ラ

リ
!
?
ン
と
な
っ
て
い
る
。
問
硬
貨
が
な
く
て
プ
レ
イ
ヤ

同
一
応
の
初
出
郎
防
長
は

可当
荊
で
プ
ラ
イ
ト
型
T
V
ゲ
l
ム
機
だ
れ
で
も
安
心
し
て
プ
レ
イ

|
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
の

一
プ
レ
イ
す
る
人
に
は
工
学
院
四
台
、
フ
リ
ッ
パ

l
h
台
、
し
て
ち
ら
え
る
雰
附
気
づ
く
な
い
よ
う
に
毎
日
銀
行
で
両

一
の
学
生
が
多
い
よ
う
だ
。
背
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
二
台
、
り
を
心
が
け
て
い
る
」
と
議
替
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と

一少
年
が
プ

レ
イ
し
に
来
た
時
計
五
十
八
台
を
設
理
出
し
て
い
る
e

な
お
同
病
を
巡
営
し
て
語
る
。
現
在
悶
盾
で
は
サ
ツ
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。
仲間
鋭
部
分
が
広
く
外
か

ら
活
内
が
見
わ
た
せ
る
の
で

だ
れ
で
む
入
り
や
す
く
ま
た

安
心
し
て
プ
レ
イ
で
き
る
。

床
は
一

副
リ
ノ
リ
A

ウ
ム
が

川
滑
ら
れ
て
お
り
、
天
井
か
ら

は
各
同
の
械
な
ど
を
つ
る
し

た
り
、
墜
に
は
い
ろ
い
ろ
な

ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
な
ど
ゲ
ー

ム
場
の
雰
倒
気
を
感
リ
ト
げ

て
い

る
。
入
リ
口
部
分
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は

コ
ッ

7
ビ
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T
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長
)
が
叩
謹
話
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

二
十
一
世
紀
の
大
阪
を
世
界

に
聞
か
れ
た
国
際
都
市
に
し

よ
う
と
い
う
「
大
阪
二
十
一

世
紀
計
闘
」
の
プ
ロ
ロ
ー
グ

と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
、

こ
の
推
進
団
体
は
大
阪
の
官

民

一
体
と
な
っ
て
織
成
き
れ

れ
た
州
大
阪
二
十

一
山
世
紀
協

会
(
松
下
幸
之
助
会

EE
。

同
計
画
は
大
阪
を
文
化
的
、

経
済
的
に
恵
ま
れ
た
魅
力
あ

る
衡
に
す
る
た
め
、

一
一十

一

世
紀
ま
で
の
十
八
年
間
に
わ

た
っ
て
都
市
機
能
の
充
実
、

ニ
寸
問
時
間
運
用
可
能
な
国

際
空
港
の
設
輩
、
問
際
会
議

場
の
設
備
、
紋
聞
記
か
な
街
づ

く
り
な
ど
の
計
画
を
進
め
、

あ
わ
せ
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

を
連
続
し
て
開
催
し
世
界
の

目
を
大
阪

へ
向
け
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
そ
の
メ
l
ン
テ

ー
マ
は

の自
由
、
活
力
、
創

造
'
。
こ
の
計
画
の
ス
タ
ー

ト
と
し
て
大
阪
城
博
覧
会
の

ほ
か
、
世
界
の
帆
船
ま
つ
り
、

御
堂
筋
大
パ
レ
ー
ド
、
食
べ

物
や
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン
関
係
の

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が
関

猿手式の大型絶叫機 rツインドラゴンsは主に修学綜符生に人気

42h 
ZI: 

r大阪嫌博覧会』の大手門からの入口部分のようす

か
れ
、
こ
の
後
も
絞
々
と
い

ろ
い
ろ
な
催
し
物
が
閃
か
れ

て
い
く
が
、
従
来
か
ら
行
な

わ
れ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
も
ほ

と
ん
ど
同
協
会
が
協
賛
す
る

形
を
と
り
、
今
後
大
阪
で
閃

か
れ
る
各
線
の
大
き
な
催
し

は
、
す
べ
て
大
阪
二
十

-
世

紀
計
画
を
側
面
か
ら
盛
り
上

げ
る
も
の
と
し
て
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

海
賊
船
が
、
大
き
く
綴
り
子

の
よ
う
な
動
き
を
す
る
。
②

「
モ
ン
ス
タ
ー
」
H
激
物
線

状
の
五
本
の
ア

i
ム
先
端
の

釆
り
物
が
上
下
し
な
が
ら
公

転
と
自
転
を
繰
返
し
、
大
ダ

コ
が
踊
っ
て
い
る
よ
う
な
動

き
を
す
る
も
の
で
四
十
人
乗

り
。
③
『
ジ
五
ツ
ト
ス
タ

l
」

H
ア
ー
ム
先
端
の

U
F
O
と

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
絡
を
中
心

に
回
転
し
、
乗
客
が
レ
バ
ー

線
作
で
上
下
動
を
行
な
え
る

と
い
う
定
員
三
十
二
人
の
乗

物
機
、
④
「
タ
ガ
ダ
」

H
イ

タ
リ
ア
の
モ
デ
ナ
社
製
で
‘

@大阪城

明
昌
が

5
、
泉
陽
が
1
機
種

タ
カ
企
画
が
小
型
A
M
施
設

.圃・・・圃

して大阪城博

大
阪
で
は
今

「大
阪
築
城

四
百
年
ま
つ
リ
」
が
展
開
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
心
的

イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「大
阪
城

博
覧
会
」

(同
大
阪
ニ
十

一

世
紀
協
会
主
催
)
が
イ
月

一

日
か
ら
五
十
凶
日
間
に
わ
た

っ
て
大
阪
城
公
間

一
彩
で
開

か
れ
て
い
る
。
こ
の
博
覧
会

の
遊
閑
地
部
分
「
レ
ッ
ツ
プ

レ
イ
コ
ー
ナ
ー」

を
明
畠
特

殊
産
業
側
(
本
祉
大
阪
、
岡

本
自
国
明
社
長
)
と
泉
陽
興
業

側
(
本
社
大
阪
、
山
悶
三
郎

社
長
)
が
担
当
、
ま
た
憾
覧

会
場
に
併
設
し
た
「
プ
レ
イ

コ
ー
ナ
ー
」
を
側
タ
カ
企
両

(本
社
大
阪
、
高
木
出
版
裕
社

大
阪
城
博
覧
会
は
約
百
三

ム
機
を
訟
置
し
た
「
プ
レ
イ

万
平
方
ぷ
の
敷
地
で
展
開
さ
コ
ー
ナ
ー
」
、

「大
阪
城

・

れ
、
天
守
閣
の
あ
る
本
丸
部
城
下
町
』
が
あ
り
、
こ
れ
を

分
と
商
ノ
丸
部
分
に
大
き
く
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
露
応
が

二
分
さ
れ
て
い
る
。
会
場
内
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

で
は
六
つ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
と
レ
ッ
ツ
プ
レ
イ
コ
ー
ナ
ー

天
守
閣
、
市
立
博
物
館
で
各
は
と
く
に
コ
ー
ナ
ー
と
し
て

秘
展
示
が
行
な
わ
れ
、
わ
が
の
区
切
り
は
さ
れ
て
い
な
い

令

eL略

図
の
設
一副
首
文
化
財
で
あ
る
檎
が
、
大
型
遊
図
地
設
(
討
中ハ

や
泌
が
初
公
開
さ
れ
た
ほ
か
、
機
税
)
が
ま
と
め
て
放
置
さ

菊
花
フ
ェ
ア
も
開
催
。
遊
図
れ
て
い
る
部
分
で
、
明
畠
が

地
都
分
の

「
レ
ッ
ツ
プ
レ
イ
瓦
機
杯
、
衆
院附が

一
機
種
を

コ
ー
ナ
ー
」
は
西
ノ
丸
会
場
そ
れ
ぞ
れ
殺
遺
し
て

い
る
。

の
北
部
分
に
あ
り
、
大
嬰
遊
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

図
施
設
の
み
を
設
甲
南
し
て
い
①
「
ツ
イ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
」

る
。
ま
た
会
場
外
側
の
周
辺

H
ブ
ラ
ン
コ
の
よ
う
に
吊
り

部
分
に
小
製
品
用
物
機
と
ゲ
|
下
げ
ら
れ
た
問
寸
人
乗
り
の

大ダコのような rモンスターJ 、写真右側後方は国の.要文化財の蔵

集客のレバー像作で上下動もで車事「ジェットスター』のようす

大
き
な
円
悠
の
内
周
上
に
座

リ
回
転
と
不
規
則
な
上
下
動

を
楽
し
む
も
の
。
以
上
は
明

日
白
の
運
営
。
⑤
「
ダ
イ
ノ
ラ

7
3
6
0」
H
直
径
二
十
幻

の
半
球
ド
ー
ム
状
ス

7
リ
ー

ン
に
、

三
宵
六
十
度
特
殊
広

角
レ
ン
ズ
に
よ
る
七
十
J
フ

ィ
ル
ム
の
映
像
を
二
十
分
間

映
し
出
す
映
像
館
。
こ
れ
は

明
白
白
に
よ
る
設
穏
だ
が
、
近

畿
コ
カ

・
コ
l
-フ
ポ
ト
リ
ン

グ
削
酬
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ

て
出
品
し
た
も
の
で
、
巡
営

は
主
俄
者
側
が
行
な
っ
て
い

る
。
同
映
像
鉛
は
レ
ッ
ツ
プ

レ
イ
コ
ー
ナ
ー
の
中
で
も
と
る
半
券

(
パ
ビ
リ
オ
ン
利
用

く
に
人
気
を
集
め
、
迷
自
長
券
)

一
枚
と
な
っ
て
い
る
。

蛇
の
列
を
つ
く
っ
て
い
る
。
な
お
向
入
場
券
は
半
券
一
枚

以
上
の
う
ち
④
以
外
は
明
昌
付
き
が
三
育
問
で
、
三
枚
付

裂
。
⑥

「ス

l
バ
|
ス
イ
ン
き
九
百
円
、
六
枚
付
き
千
八

グ
」

H
ア
ー
ム
先
端
に
取
付
百
円
と
エ一
線
類
あ
る
。

け
ら
れ
た
十
四
個
の
乗
物
が
「
プ
レ
イ
コ
ー
ナ
ー
」

は

回
転
し
な
が
ら
交
互
に
外
側
博
覧
会
場
の
ゲ
ー
ト
の
外
側

へ
振
り
出
さ
れ
る
こ
と
で
、

に
あ
る
た
め
、
入
場
券
は
必

遠
心
力
に
よ
る
重
力
変
化
を
要
と
せ
ず
、
設
誼
機
械
は

一

楽
し
む
と
い
う
二
十
八
人
乗
機
組
を
除
い
た
す
べ
て
が
破

り
の
施
設
で
、
泉
陽
が
山
政
澄
、
貨
作
動
式
の
も
の
と
な
っ
て

巡
営
し
て
い
る
。
利
用
料
金
い
る
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
タ

は

m滋
あ
が

一
回
三
百
円
、

カ
企
簡
に
よ
る
設
置
、
運
営

③
③
が
二
百
円
、
⑤
は
同
博
が
な
さ
れ
て
お
り
、
同
社
は

覧
会
の
入
場
券
に
付
い
て
い
あ
ら
ゆ
る
俗
本
の
傘
問
、
乗

物
機
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
機

械
の
催
事
へ
の
導
入
、
設
置
、

そ
し
て
そ
の
運
営
な
ど
を
、
玉

業
務
と
し
て
い
る
。
同
コ
ー

ナ
ー
に
は
小
型
乗
物
機
と
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
が
設
資

さ
九
て
お
り
、
そ
の
《
王
な
内

容
は
次
の
と
お
り
。

レ
ー
ル
走
行
式
乗
物
機
H

「
弁
慶
号
」

「
ひ
か
り
号
」

{
い
ず
れ
も
朝
日
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
製
)
な
ど
三
機
種
、

定
置
型
乗
物
機
H

「
肋
ス
ラ

ン
プ
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
」
(
ナ

ム
コ
製
〉
、

「宇
宙
か
ご
」

({
五
化
学
製
)
な
ど
計
十
三

機
織
‘
定
法
問
転
式
乗
物
機

き
て
同
博
覧
会
の
展
示
部
ず
れ
も
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
だ

分
だ
が
、
こ
こ
で
は
大
阪
の
が
、
同
館
で
は
ア
ミ
ュ
ー
ズ

朕
史
か
ら
未
来
社
会
の
モ
デ

メ
ン
ト
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て
披

ル
ま
で
多
彩
な
山
川
容
を
紹
介
。
露
。
こ
の
ほ
か
自
動
車
電
話

な
か
で
も
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
を
バ
ッ
テ
リ
ー

カ

|
(
ホ
ー

ス
校
術
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
プ
製
)
に
取
付
け
て
紹
介
し

紹
介
し
た
「
楽
し
い
エ
レ
ク
た
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
テ
レ
か
な
菊
の
展
示
「
大
菊
花
フ

ト
ロ
ニ

7
ス
館
』
に
子
ど
も
ビ
会
談
シ
ス
テ
ム
、
マ
ル
チ

五
ア
」
、
各
家
元
の
茶
を
味

た
ち
、
ヤ
ン
グ
の
人
気
が
集
ス
ク
リ
ー
ン
映
像
、
ビ
デ
オ
わ
え
る
「
対
話
の
野
点
」
な

中
。
同
館
の
展
示
内
谷
は
パ
デ
ィ
ス
ク
、
情
報
伝
迷
シ
ス
ど
が
あ
る
。

ソ
コ
ン
と
ロ
ボ
ッ

ト
が
中
心
テ
ム
な
ど
の
紹
介
も
あ
る
。

な
お
大
阪
城
餓
覧
会
の
期

で
、
バ
ソ
コ
ン
は
ほ
と
ん
ど
「
歴
史
と
未
来
館
」
で
は
問
中
、
悶
鉄
大
阪
駅
前
か
ら

が
ゲ
|
ム
と
ク
イ
ズ
の
ソ
フ
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
二
十

一
台
大
阪
城
ま
で
の
約
六
J
の
問
、

ト
に
よ
り
そ
の
機
能
が
紹
介
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
コ
ン
西
独
裂
の
デ
ラ
y
ク
ス
な
二

さ
れ
た
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
で
ト
ロ
ー
ル
し
、

三
薗
ス
ク
リ
階
建
て
パ
ス
二
台
が
向
博
の

の
占
い
、
似
鎖
絵
、
紙
飛
行

l
ン
で
時
代
を
追
っ
て
大
阪
専
用
交
・泌
機
関
と
し
て
往
復

機
の
作
り
方
な
ど
も
釘
評
を
の
姿
を
紹
介
。
天
守
附
で
は
巡
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も

得
て
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
ジ
大
阪
城
の
築
城
時
の
資
料
か
ひ
と
つ
の
話
魁
と
な
っ
て
い

グ
ソ
|
パ
ズ
ル
を
行
な
う
多
ら
近
年
発
掘
さ
れ
た
金
瓦
ま
る
。

関
節
ロ
ボ
ッ
ト
(
タ
カ
企
闘
で
展
示
し
た
「
大
阪
城
悶
百

が
出
回
開
)
、
ま
た
獅
子
舞
を
年
の
歴
史
展
」
を
開
催
。
市

実
演
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が

立
博
物
館
で
の
「
検
山

・
江

出
回
附
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
戸
の
町
人
文
化
回
収
」
は
当
時

の
生
活
と
文
化
の
紹
介
や
名

刀
、
新
刀
を
展
示
。
「
ザ

・

な
る
ほ
ど
館
」
で
は
科
学
の

原
理
を
わ
か
リ
や
す
く
明判
明
。

ま
た
特
別
展
示
の
「
中
悶
泰

兵
馬
偽
展
」
明
、
は
焼
き
も
の

で
作
ら
れ
た
無
数
の
兵
士
や

馬
の
像
の
発
的
慨
現
場
を
パ
ノ

ラ
マ
式
に
一再
現
。
こ
の
ほ
か

世
界
の
診
し
い
も
の
や
耐
白

い
商
品
を
集
め
た

『
ワ
ー
ル

ド
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
」
、

大
阪
を
代
表
す
る
老
舗
や
名

杭
が
並
ん
だ
「
な
に
わ
の
名

腕
街
」
、
い
ろ
い
ろ
な
シ
ョ

ー
を
行
な
う
千
人
収
容
の
「
イ

ベ
ン
ト
広
場
」
、
ま
た
野
外

に
超
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
「
オ

ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
」
、
撃
や

ナ園田・・コ

と

• 

~ 

@ 

• 

• 

• 

半E事ドーム紋のスクリーンによる会天金周映像館「ダイノラマ 36 0 J は、

大阪線怖の遊罰地部分の中でも最も人気を呼び迫田長蛇の列

ツ
プ
レ
イ
コ
ー
ナ
ー」

は
大

学
生
、
「
プ
レ
イ
コ
ー
ナ
ー
」

は
親
子
連
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
中

心
客
層
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
会
場
の
ゲ

l
ト
の
外

に
は

「プ
レ
イ
コ
ー
ナ
ー
」

の
ほ
か
、
城
下
町
を
再
現
し

た
「
大
阪
城

・
城
下
町
L

(

入

場
料
制
)
が
あ
り
、
こ
れ
は

時
代
劇
ふ
う
の
町
並
み
を
楽

し
み
な
が
ら
飲
食
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

400年祭りの序

大
阪
復
権
を
め
ざ
し
地
元
の

企
業
が
多
彩
な
催
し
を
展
開

大阪城公圏内に

レ

H

「フ

ァ
ミ
リ
ー
わ
ん
ち
ゃ

ん」

(東
洋
娯
楽
機
製
)
、

「
ア
ッ
プ
ル
パ
ン
ダ
」

(ホ

ー
プ
製
)
な
ど
計
三
機
糧
、

バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
l
H
「
ヘ
ル

メ
ッ
ト
カ
|
」
な
ど
朝
日
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
裂
の
も
の

の
み
4
1

台
、
エ
ア
|
ア
ク
シ

ョ
ン
遊
具
H

『
フ
ア
フ
ア
ネ

ヴ
シ
|
」

〈
タ
ス
コ
製
)
。

以
上
乗
物
機
三
十
台
と
、
約

八
十
平
方
幻
の
テ
ン
ト
張
り

コ
ー
ナ
ー
に
T
V
ゲ
1
ム
機

約
二
十
台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ

l
ム
臨
時
約
十
台
が
紋

祝
さ
れ
て
お
り
、
采
物
機
、

ゲ
l
ム
機
と
も

一
回
百
円
で

同
社
が
運
営
。
そ
し
て
こ
れ

と
隣
核
し
て
ド
ッ
ジ

ェ
ム
カ

ー
イ
二
台
の

「
ミ
ニ
ス
ク
ー

タ
ー
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
、

こ
れ
は
明
白
が

一
回
二
百
円

で
連
特
出
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
遊
闘
地
部
分

の
利
用
客
は
や
は
り
若
者
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

「
レ
ッ

刊 ~ミ

斜め回転と不規"なよ下動をするイタリア製 rタガダJ

i童心力による重カ変itを楽しめる r A-/{ースイングJ

• 
大阪織に跨嬉したパピリオン r獲しいエレクトロエヲス館』の外観のようす(写真

下)と、同館で人気のロポットによる型車亭舞 'ロポット劇場J (写真上}

主
催
者
の
大
阪
二
十

一
世

紀
協
会
で
は
「
閉
幕
当
初
は

入
場
容
の
出
足
が
鈍
っ
て
心

配
し
た
が
、
開
俄
期
間
の
三

分
の
ご
を
過
ぎ
、
た
十
一
月
初

め
の
時
点
で
、
当
初
見
込
ん

で
い
た
期
間
中
の
笑
質
入
場

者
数
百
六
十
万
人
を
突
破
し

て
し
ま
っ
た
。

こ
の
大
成
功

に
よ
り
大
阪
城
博
覧
会
は
、

大
阪
一
一十

一
世
紀
計
画
の
ス

タ
ー
ト
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
に
な
っ
た
」
と
し
て

い
る
。

内海

回

ヨ臨
も

“ 大限嗣附のaM E 
タ

Oi 
^ !Il 

山口口

ロ的
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も

E
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ザー，

巴E

「大阪城博覧会」配置図e

泡。
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• ハブコ

止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
つ
の
申
立
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

設
置
場
所
で
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド

H

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
手
続
を
ハ
プ
コ
が
使

用
す
る
の
を
差
し
止
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
差
止
め
申

立
て
に
お
け
る
争
点
は
同
じ
で
あ
る
。

ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ヴ
ド
日
は
、

M
A
ー

の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
の

務
作
織
を
問
問
答
す
る
か
、
で
あ
る
。
こ

の
問
題
は
、
事
実
に
つ
い
て
の
争
い
の

解
決
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い

。

ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド
日
に
仙
政
府
さ
れ

る
手
続
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
な
い
。

主
た
る
争
点
は
、
ハ
プ
コ
が
使
用
す
る

何
々
の
争
い
の
な
い
手
絞
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
渋
的
効
果
を
与
、
え
る
べ
き
か

で
あ
る
。
も
っ
と
は
っ
き
り
震
え
ば
、

争
点
は
、
M
A
ー
が
著
作
品
惜
の
利
読
を

省
し
.
そ
れ
が
m
N
答
さ
れ
る
か
で
あ
る
。

次
に
鮮
制
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
こ
れ

ら
の
問
題
は
法
律
的
怜
賀
の
も
の
で
あ

っ
て
、
証
拠
に
つ
い
て
務
到
を
す
る
こ

と
な
く
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の

準
備
品
川
相
向
に
お
い
て
寸
分
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
当
裁
判
所
は
.
通
刑
さ
れ
る

法
律
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

予
備
的
援
止
め
を
似
る
た
め
に
、
申

立
当
小
中
串
れ
は
、
本
山
北
に
つ
い
て
勝
訴
す

る
可
能
性
と
回
復
不
能
の
娘
祭
を
受
け

る
可
能
刊
を
、
ま
た
は
、
承
大
な
問
題

が
従
起
き
札
、
同
当
事
者
の
そ
れ
ぞ
れ

の
苦
絡
を
比
較
す
る
と
決
定
的
に
申
立

人
の
そ
れ
の
方
が
大
き
い
こ
と
を
立
証

し
な
け
札
ば
な
ら
な
い
。

M
A
ー
が
訓

e
u
、ヲ

回• • • 

19831手2月3日判決)
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当
事
者
の
済
難
を
比
較
す
る
と
決
定
的

に
自
分
の
苦
難
の
方
が
大
き
い
こ
と
を

泣
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、

当
裁
判
所
は
、

M
A
I
が
渚
作
権
侵
害

と
回
復
不
能
の
矧
答
と
を
立
証
す
る
ム
円

規
一的
な
可
能
性
が
あ
る
と
磯
倍
す
る
。

‘
 
...... EV
数
作
権
問
日
官
H

a'------司

を

立

証

す

る

た

め
、
請
求
級
者
は
著
作
権
守
所
宥
す
る

こ
と
と
、
被
告
が
「
俊
製
」
(
コ
ピ
|
)
を

し
た
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

M
A
ー
が
こ
れ
ら
の
製
品散
を
立
証

す
る
可
能
性
が
あ
る
か
の
問
題
に
入
る

前
に
、
当
裁
判
所
は
、
係
争
の
若
作
品
惟

紛
争
の
性
質
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。
間

当
事
者
は
、
問
題
が

M
A
I
の
オ
ペ
レ

ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の

「
オ
プ
ジ

ふ
7
ト

・
コ
ー
ド
」
が
著
作
総
迎
絡
で

あ
る
か
、
適
正
に
著
作
絡
を
取
得
し
た

か
、
お
よ
び
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド

H

に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
品
川

書
さ
れ
た
か
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
し
た
。
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
コ
ー

ド
を
、
当
裁
判
所
の
一
九
八
二
年
五
月

十
七
日
付
判
決
に
雷
う
「
コ
ー
ド
」
と

日
偏
向
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
、

ま
っ
た
く
別
倒
の
概
念
で
あ
る
。
オ
プ

ジ
込
ク
ト

・
コ
ー
ド
は
、
オ
ペ
レ
ー
テ

ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
の
デ
ィ
ス
ク
や
テ

ー
プ

に
記
録
し
た
多
く
の
機
械
言
芯
数

字
か
ら
成
っ
て
い
る
。
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・

コ
ー
ド
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
そ
の

機
能
を
遂
行
す
る
た
め
に
「
読
む
」
二

一一回一

粗削」

で
あ
る
。
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
コ
ー

ド
は
、
ソ

l
ス

・
コ
ー
ド
と
比
較
す
べ

き
で
あ
る
。

、

土井輝生氏の硲慶 大正15年 9月5日生れ。昭和29年

早稲田大掌大学院法学研究科修士課程修了、その後32
~まで米国へ留学ミシシッピ一大学、ハーバー ド大学
で法学を勉学、 33年早稲回大学に勤務、現在は法学部

教綬(国際私法、 ヱ難所有権法}。 文化斤の著作権審蹟

会委員、著作権法学会会長などを費歴任している。

事

実

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ア
シ
ス
タ
ン
ス
社

(M
A
I
)
は
、
ハ
プ
コ

・
デ
ー
タ

・

プ
ロ
ダ
ク
ツ
社
(
ハ
プ
コ
)
に
対
し
、

M
A
I
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン

グ

シ

ス

テ
ム

・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
能
カ
を
増
大

す
る
一
定
の
手
続
を
使
用
す
る
こ
と
を

差
し
止
め
る

一
時
的
祭
止
命
令
お
よ
び

予
備
的
経
止
め
を
迷
邦
地
方
裁
判
所
(
ア

イ
ダ
ホ
地
区
)
に
申
し
立
て
た
。

判

決一
九
八
二
年

十
二
月
十
七
日
、

当
裁
判
所
は
、

ハ
ブ
コ
が

M
A
I
オ
ペ

レ
ー
テ
ィ

ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
能
力
を
増
大
す
る
た
め
ニ
ル

ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド

H
を
使
用
す
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
版
先
す
る

こ
と
を
差
し
止
め
る
M
A
I
の
一
時
的

然
止
命
令
申
立
て
に
つ
い
て
の
訴
訟
代

理
人
の
口
頭
弁
論
を
聴
取
し
た
。

ハ
プ

コ
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る

節
、

M
A
I
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
所
有

者
の
設
置
場
所
に
従
業
者
を
派
遣
し
て

個
人
的
に
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
所
省

者
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム

を
欲
す
る
よ
う
に
改
変
さ
せ
て
、
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
を
行
な
っ
た
。

ハ
ブ
コ
め
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
個
々
に
実
施
し
た
ア
ッ
プ
グ
レ

ー
ド
の
ど
ち
ら
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

能
力
を
増
大
す
る
た
め
に
ニ
ル
ソ
ン

・

メ
ソ
ッ
ド
日
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
争
い
が
な
い
。

M
A
I
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
情
報
を

響
積

L
ま
た
は
そ
の
他
の
任
務
を
達
成

す
る
能
力
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
使

用
す
る
「
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス

テ
ム
」
と
言
一
わ
れ
る
級
類
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
改
変
す
る
と
増
大
さ
れ
る
。
オ

ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
頭
脳
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
記
穫
を
務
却
制
し
た
り
、
ビ
ュ

ー
-

「ソ

l
ス
・
コ
l
ド
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

-
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
仙
収
用
す
る

い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の

い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
識
か
れ
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
オ

ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
コ
1
ド
は
、
ソ
ー
ス

・

コ
ー
ド
を
使
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
機
織
一
言
語
に
転
後
ま
た
は
翻
訳
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ヴ
ア
|
シ
ョ
ン
で
あ
る
J

〔

C
O
N
T
U報
告
品
川
口
(
一
九
七
八
年
)

一
二

頁
〕

従
っ
て
、
当
裁
判
所
が
当
阿
す
る
問

題
は
、

M
A
ー
が
そ
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・

コ
ー
ド
に
著
作
権
を
持
っ
て
い
る
か
、

お
よ
び
、
ニ
ル
ゾ
ン
・
メ
ソ
ッ
ド
日
は

こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
ド
を
「
コ

ピ
|
」
し
た
ち
の
で
あ
る
か
で
あ
る
。

ま
ず

M
A
ー
が
そ
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・

コ
ー
ド
に
務
作
品
慨
を
有
す
る
か
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
当
裁
判
所
は
、
人
口
衆
凶

著
作
総
局
が

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
フ
才
ア
・

ポ
ス

・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ベ

ー
シ
ッ
ク

・
レ

ベ
ル

・
ス
リ
ー
の
コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー

タ
|
」
に
つ
い
て
務
作
総
ぴ
録
証
を
発

行
し
、
「
ベ

ー
シ
ッ
ク

・
フ
ォ
ア
・
ポ

ス
・
ビ
ジ
ネ
ス

・
ベ
|
シ
y
ク

・
レ
ベ

ル

・
ス
リ
ー
の
コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ

l
タ

|
」
に
つ
い
て
著
作
権
銃
録
誌
を
発
行

し
た
こ
と
を
認
め
る
。
当
裁
判
所
が
、

一
九
八
二
年
五
月
十
七
日
の
判
決
に
お

い
て
す
で
に
認
定
し
て
い
る
よ
う
に
、

コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ

l
タ
ー
は

「特
定
の

レ
ベ
ル
の

M
A
Iオ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム
の
同
コ
ピ
ー
を
作
る
た
め

に

{使
用
す
る
}

マ
ス
タ
ー

-
モ
|
ル

ド
」
で
あ
る
。
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム
自
体
は
、
デ
ィ
ス
ク
ま
た
は

テ
ー
プ
に
同
記
録
し
た
オ
ブ
ジ

ゑ
ク
ト

・

コ
ー
ド
数
?
の
配
列
以
上
の
も
の
で
は

1
0
い
。
当
裁
判
所
に
お
け
る
統
雪
国
に
よ

れ
ば
、
コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ

l
タ
ー
に
は

オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
コ
ー
ド
を
桃
成
す
る

数
字
の
配
列
が
含
ま
れ
て
い
る
ニ
と
が

わ
か
る
。
従
っ
て
、
マ
ス
タ
ー

・
コ
ン

フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー
ダ
ー
に
あ
る
務
作
品
慨
は
、

オ
ブ
ジ
五
ク
ト

・
コ
ー
ド
自
体
に
あ
る

著
作
総
で
あ
る
。
著
作
品
刑
法
の
も
と
で
、

こ
れ
ら
の
出
品
川
録
証
は

M
A
I
の
箸
作
織

の

一
応
の
有
効
怜
の
証
拠
と
な
る
。
(
著

作
締
法
第
問

一
O
条

ω)
を
見
よ
。
従

っ
て
、
ハ
プ
コ
は
、
著
作
椛
守
一
銭
に
よ

っ
て
夜
明
さ
れ
る
送
作
総
に
関
し
、
有

効
性
の
推
定
を
覆
す
賛
任
を
品
川
っ
て
い

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
よ
う
な
周
辺
器
材
を
作

動
さ
せ
た
り
、
そ
の
他
の
基
本
的
な
仕

事
を
行
な
う

コ
ン
ピ

A
l
タ
ー
の
能
カ

を
決
定
す
る
。
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・

シ
ス
テ
ム
自
体
は
、
デ
ィ
ス
ク
ま
た
は

テ
|
プ
の
形
式
を
と

っ
て
い
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開

始
す
る
た
め
そ
の
な
か
に
入
れ
ら
れ
る
。

デ
ィ
ス
ク
や
テ

1
プ
に
は
、
多
数
の
機

械
吾

一一回
誼
聞
の
数
字
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
数
字
の
配
列
に
よ
っ
て
、
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
ど
れ
だ
け
の
蓄
積
能

力
を
持
た
せ
る
か
、
お
よ
び
、
そ
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
ど
れ
だ
け
の
周
辺
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
が
決
定
さ
れ
る
。

M
A
I
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス

テ
ム
に
は
、
す
べ
て
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

に
ピ

l
ク
能
力
で
作
動
さ
せ
る
た
め
、

す
な
わ
ち
、
可
能
な
最
高
記
憶
能
力
、
周

辺
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
使
用
す
る
最
大
能

力
な
ど
を
持
た
せ
る
た
め
、
必
要
な
機

械
一町一回
話
数
字
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
安

い
費
用
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス

テ
ム
を
鑓
供
す
る
た
め
、

M
A
I
は
、そ

の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
の

い
く
つ
か
に
、
当
該
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン

グ

・
シ
ス
テ
ム
の
記
憶
お
よ
び
周
辺
能

力
を
制
限
す
る

「
ガ
パ
ナ

l
」
を
つ
け

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
ガ
パ
ナ

l
」
は、

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
の
デ

ィ
ス
ク
ま
た
は
テ
|
プ
に
記
録
さ
れ
て

い
る
機
械
古
語
数
字
の
中
の

-
定
の
場

所
に
蛍
か
れ
て
い
る
。

M
A
I
は
、
最

も
曲
以
用
が
か
か
ら
な
い
、
最
む
↓
〈
き
く

「
制
御
さ
れ
た
」
型
か
ら
、
最
も
潟
備

な
「
制
御
さ
れ
な
い
」
型
ま
で
、

一
連

の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
を

販
売
し
て
い
る
。

ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド
ロ
は
、

M
A

ー
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム

の
ガ
パ
ナ
ー
を
見
つ
け
、
こ
れ
を
取
り

除
く
た
め
に

ハ
ブ
コ
が
開
発
し
た
手
縦

で
あ
る
。
こ
の
手
続
は
、
い
ろ
い
ろ
な

ス
テ

γ
プ
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ハ
プ
コ

は
、
ま
ず
、
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ

ス
テ
ム
の
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
た
多

く
の
機
械
言
語
の
数
字
の
中
か
ら
ガ
パ

ナ
ー
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
ブ
コ
は
、
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ

ス
テ
ム
の
異
な
る
レ
ベ
ル
の
数
字
の
配

置
を
比
較
し
て
、
こ
れ
を
行
な
う
。
実

際
の
機
械
言
議
の
数
字
の
配
溢
は
、
コ

.、• 

'hv

。M
m
A
I
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ

ス
テ
ム
の
著
作
俄
を
付
与
さ
れ
て
い
な

い
レ
ベ
ル
(
現
本
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

る
M
A
ー
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ

ス
テ
ム
の
過
半
数
が
そ
う
で
あ
る
)
に

つ
い
て
は
、

M
A
I
は
、
そ
の
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
コ
ー
ド
が
者
作
締
法
第
一

O

二
条

ωの
ち
と
で
著
作
品
耐
を
取
得
す
る

の
に
端
的
作
他
殺
録
を
必
姿
と
し
な
い
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
著
作
物
」
で
あ
る
こ
と
を

立
証
す
る
資
任
を
負
っ
て
い
る
。
若
作

I 
権
法
第
凶

O
八
条

ω。

務
作
権
法
第

一
O
二
条

ωは、

よ
う
に
規
定
す
る
・e

「著
作
品
僻
保
識
は
、
こ
の
法
律
に
従

ぃ
、
現
布
知
ら
れ
て
い
る
、
ま
た
は
将

米
開
発
さ
れ
る
有
形
の
表
現
燃
体
で
あ

っ
て
、
そ
れ
か
ら
施
機
に
ま
た
は
機
械

も
し
く
は
装
訟
の
助
け
を
借
り
て
知
覚

し
、
剛
院
裂
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
+
刀
法

で
伝
途
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
開

定
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
著
作
物
に
存

骨
枕
す
る
。」

「
オ
り
ジ
ナ
ル
」
の
定
義
は
、
著
作

権
法
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
著
作
償
法
の
指
導
的
主
体
系
世
間
(
H

Z
回ヨヨ宮
e.4
7
。
「
俗
語
。
向

。。
S
E
a
r
F

日-
N
-O
H
{
〉
]
(同
窓
N
)
)

は
、
次
の
よ
う
に

定
義
す
る
。

「
初
期
の
著
作
総
判
例
の
い
く
つ
か

次
の

ン
ビ
ュ

l
タ
ー
に
よ
っ
て
一
枚
の
紙
に

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
に
よ
っ
て
、

ハ
ブ
コ
は
、
答
易
に
高
い
レ

ベ
ル
の
オ

ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
と
低
い

レ
ベ
ル
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス

テ
ム
の
機
械
雪
崩
一訟
の
数
字
の
配
訟
を
比

較
し
、
低
い
レ
ベ
ル
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
の
中
に
ガ
パ
ナ

l
を

見
つ
け
、
低
い
レ
ベ
ル
の
オ
ペ
レ
ー
テ

ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
を
高

い
レ
ベ

ル
の

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
に
転

換
す
る
た
め
こ
れ
ら
の
ガ
パ
ナ

l
を
取

り
除
く
こ
と
が
で
き
る
。

ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド
日
に
は
、
も

う

一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
オ
ペ
レ

ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
機
械
言
語

の
数
字
の
配
鐙
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
は
、

数
字
を
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
に
し
、
窓
味
が

わ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

M
A

ー
に
よ
っ
て
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
。
暗

号
化
す
る
手
続
は
絞
雑
で
あ
る
が
、

主

と
し
て
、
機
械
言
語
の
数
字
を
所
定
の

伎
鑑
か
ら
他
の
不
定
位
置
に
置
き
換
え

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
号
を
解
説
す

る
た
め
、

ハ
ブ
コ
は
数
字
を
冗
の
位
置

に
も
ど
す
た
め
に
ど
の
よ
う
に
噂
」れ
を

回
転
さ
せ
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

ハ
プ
コ
は
、
こ
の
コ

l
ド

を
解
説
し
た
。
そ
し
て
、

コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
ー
所
有
者
の
設
霊
場
所
で

M
A
I
の

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
を
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
た
め
に
ニ
ル
ソ
ン
・

メ
ソ
ッ
ド

H
の
使
用
を
開
始
し
た
。

最
近
、
ハ
ブ

コ
は
、

M
A
I
の
オ
ペ
レ

ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
を
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
す
る
た
め
に
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ

ッ
ド
日
を
使
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
こ
れ
を
販
売

す
る
計
阿
を
持
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
、
ハ
プ
コ
は
、
各
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
所
有
者
の
設
置
場
所
に
行
っ
て
自

ら
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
の

変
更
を
実
施
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。

M
A
I
は、

ニ
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
を
差
し
止
め
る
た
め

に
一
時
的
禁
止
命
令
を
申
し
立
て
、
か

っ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
所
宥
者
の
設
置

場
所
で
ハ
プ
コ
が
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ

ド
日
を
使
用
す
る
こ
と
を
差
し
止
め
る

予
備
的
差
止
め
の
申
立
て
を
し
た
。

に
お
い
て
は
区
別
は
認
め
ら
れ
な
か

っ

た
が
、
現
在
で
は
、
談
会
の
立
法
趣
旨

か
ら
も
裁
判
所
の
解
釈
か
ら
も
、
著
作

権
を
支
持
す
る
た
め
に
必
要
な
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
は
、
単
に
独
立
の
創
作
を
一
安

求
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
新
規
性
は
要

求
し
な
い
。
従
っ
て
、あ
る
著
作
物
は
‘

以
前
に
作
ら
れ
た
著
作
物
と
実
質
的
に

似
て
い
る
。
従
っ
て
新
規
で
な
い
と
い

う
だ
け
で
著
作
儲
保
穫
を
否
定
さ
れ
な

い
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
著
作
物
が

著
作
者
を
源
泉
と
す
る
。
す
な
わ
ち
独

)~ヲ立
に
創
作
さ
れ
た
、
そ
し
て
他
の
著
作

物
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
あ

る
索
作
物
が
、
既
存
の
著
作
物
と
ま
っ

た
く
同

-
で
あ
っ

て
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

あ
っ
て
も
著
作
品
慨
保
識
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
新
作
物
は
、

既
存
の
著
作
物
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で

な
く
、
著
作
者
の
独
立
の
努
力
の
産
物

で
あ
る
こ
と
を
裂
す
る
。
』

ハ
ブ
コ
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

「
デ
ィ
ス
ク
お
よ
び
メ
モ
リ

・
ア
ク

セ
ス
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
プ
ロ
セ
ス

が
ベ

l
シ
y

ク

・
フ
e
q

ア
に
と
っ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
こ
と
を
論
争
す
る
ζ

と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス

は
ハ
ー
ド
ウ
ふ
ア
装
讃
に
よ
っ
て
指
図

さ
れ
る
も
の
で
、
産
業
全
体
を
泌
じ
て

共
通
し
て
い
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
フ
方

当
裁
判
所
は
、

一
九
八
二
年
五
月
十

七
日
付
の
略
式
判
決
に
お
い
て
、
ハ
プ

コ
は
盗
用
で
は
な
く
リ
ヴ
ァ

l
ス

・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

コ
ー
ド
を

解
説
し
た
こ
と
を
立
託
す
る
合
唆
的
な

可
能
性
が
あ
.る
と
判
示
し
た。

当
裁
判

所
は
、
こ
の
判
決
の
五
ペ

ー
ジ
で
、

M

A
ー
の
エ
ン
コ
ー
ド
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
が
不
正
に
回
併
設
さ
れ
た
か
の
問
題
に

限
定
し
、
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ

ド

H
の

使
用
に
よ
っ
て

M
A
I
が
オ
ペ

レ
ー
テ

ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
自
体
に
有
す
る
財

産
的
利
畿
が
佼
害
さ
れ
る
か
と
い
う
も

っ
と
広
い
問
題
を
後
の
日
に
ま
わ
す
-
}

と
を
表
明
し
た
。
こ
の
未
解
決
め
問
題

に
解
答
を
与
、
え
る
日
が
や
っ
て
き
た
。

次
に
詳
細
に
説
明
す
る
よ
う
に
当

裁
判
所
は
、
ハ
ブ
コ
に
よ
る
ニ

ル
ソ
ン
・

メ
ソ
ッ
ド
日
の
使
用
が

M
A
I
の
著
作

品
慨
を
侵
饗
す
る
こ
と
を
M
A
ー
が
立
証

す
る
合
理
的
な
可
能
性
が
あ
る
と
認
定

す
る
。
こ
の
認
定
は
、
当
裁
判
所
の

一

九
八
二
年
五
月
十
七
日
の
判
決
と
完
会

に
合
致
す
る
。
ハ
ブ
コ
が
多
く
の
ス
テ

ッ
プ
か
ら
成
る
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド

日
の
中
の

}
つ
の
ス
テ
ッ
プ
(
エ
ン
コ

ー
デ
ィ
ン
グ

・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
)
を
正

当
に
開
発
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と

は
、
こ
の
手
絞
の
中
の
他
の
ス
テ
ッ
プ
、

ま
た
は
こ
の
手
絞
全
体
が
正
当
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
で
は
、
当

裁
判
所
は
、
問
題
の
申
立
て
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、

当
義
判
所
は

ハ
プ
コ
が
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド
日
を

使
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
販
売
す
る
こ
と
を
差
し
止
め
る

M

A
I
の
二
時
的
祭
止
命
令
の
申
立
て
に

つ
い
て
、
代
理
人
の
口
頭
弁
論
を
聴
取

し
た
。
当
事
者
は
、
口
煩
弁
論
後
の
準

備
書
簡
の
提
出
を
認
め
ら
れ
、
当
裁
判

所
は
こ
れ
を
受
理
し
た
。
当
事
者
は
審

理
を
受
け
、
か
っ
、
準
備
香
蘭
を
提
出

す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
か
ら
、
当
裁

判
所
は
、

M
A
I
の

一
時
的
努
止
命
令

の
申
立
て
を
予
備
的
差
止
命
令
と
し
て

扱
う
。
従
っ
て
、
当
裁
判
所
は
、

M
A

ー
が
な
し
た
こ
つ
の
予
倒
的
差
止
め
の

申
立
て
に
当
蘭
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

}
つ
の
申
立
て
は
、

M
A
I
の
オ
ペ
レ

ー
テ
ィ

ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
を
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
す
る
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

・
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ハ
ブ
コ
が
販
売
す
る
こ
と
を
然

• • 

ア
が
そ
の
機
能
を
処
理
す
る
た
め
に
使

用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
あ
る
こ
と
も
、
諭
争
す
る
ニ

と
が
で
き
な
い
。
日
批
拠
資
料
ー
と
し
て

徒
出
さ
れ
た
ウ
イ
ン
カ
シ
ャ
ム
の
宣
哲

供
述
書
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
よ
う
な
校
術
は
、
長
年
学
校

で
教
え
ら
れ
、
業
界
で
使
用
さ
れ
て
い

る
。
結
論
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
問

題
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ベ

ー
シ
ッ
ク

・
フ

ォ
ア
の
『
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ま
た
は
創

作
性
』
に
纂
づ
く
も
の
で
は
な
い
。」

し
か
し
、
ニ
マ
!
の
体
系
番
が
明
ら

か
に
す
る
よ
う
に
、

M
A
I
の
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
コ
l
ド
は
、

M
A
I
が
開
発

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
「
著
作
者
」

の
も
の
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
な
い
限

り
、
他
の
会
社
が
類
似
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト

・
コ
l
ド
を
持
っ
て
い
て
も
、
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ウ
ィ

ツ
カ
シ
ャ
ム
の
官
哲
供
述
容
に
替
か
れ

て
い
る

『
ベ
l
シ
ソ
ク

・
フ
ォ
ア

・
ボ

ス
は
周
辺
機
絡
を
取
り
扱
う
た
め
他
の

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
類

似
の
技
術
を
使
っ
て
い
る
」
と
震
う
ハ

ブ
コ
の
専
門
家
の
窓
見
は
、
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
の
問
題
に
つ
い
て
は
総
定
的
で

な
い
。

ハ
ブ
コ
は
、
M
A
ー
が
そ
の
オ

ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
コ
ー
ド
を
他
人
の
も
の

か
ら
コ
ピ
ー
し
た
と
い
う
託
制
慨
を
提
出

し
て
い
主
い
。
本
件
に
お
け
る
数
度
の

審
程
に
お
い
て
、
当
裁
判
所
は
、

M
A

ー
が
相
当
な
研
究
開
発
費
用
を
か
け
て

独
立
し
て
自
分
自
身
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・

コ
ー
ド
を
開
発
し
た
と
い
う
多
く
の
読

書
を
得
た
。
当
裁
判
所
は
、
記
録
の
中

に
、
M
A
ー
が
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
模

倣
し
た
に
す
主
な
い
と
い
、
ヲ
証
拠
を
見

い
出
す
ニ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う

な
併
僚
の
も
と
で
、
当
裁
判
所
は
、
M

A
I
の
オ
プ
ジ
五
ク
ト

・
コ
ー
ド
が
著

作
総
法
第

}
O二
条

ωの
も
と
で
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
著
作
物
」
で
あ
る
か
の
問

題
に
つ
い
て

M
A
ー
が
成
功
す
る
合
理
一

的
な
可
能
性
が
あ
る
と
認
定
す
る
。

‘
 
........ ，ハ
プ

コ

は

、

a，
跡
・
・
・
・
・
・
・
司
次
に
、
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
コ
ー
ド
は
著
作
権
法
第
一

O
二

条

ωの
も
と
で
プ
ロ
セ
ス
ま
た
は
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
か
ら
著
作
償
保
穫
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
著
作
権
法
第

一
O
二
条

ωの
も
と
で
「
有
形
の
表
現

煤
体
に
固
定
さ
れ
」
て
い
な
い
と
主
張
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す
る
。
第
一

O
二
条

ωは
.

に
規
定
す
る
.

『
い
か
な
る
場
合
に
も
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
著
作
物
の
著
作
権
保
穫
は
、
そ
の

著
作
物
に
お
い
て
記
述
さ
れ
、
説
明
さ

れ
‘
図
解
さ
れ
.
ま
た
は
具
現
さ
れ
て

い
る
形
式
を
問
わ
ず
、
ア
イ
デ
ィ
ア
、

手
鋭
、
プ
ロ
セ
ス
、
シ
ス
テ
ム
‘
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
↑
刀
法
、
続
念
、
川
町
周
ま

た
は
発
見
に
は
及
ば
な
い
.」

ハ
プ
コ
は
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
コ
ー

ド
は
他
人
に
伝
達
さ
れ
な
い
機
械
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
か
ら
著
作
機
を
付
与
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
す
る
。

『
こ
れ
ら
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・

シ
ス
テ
ム

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
受
精
明
者

に
よ
っ
て
『
知
覚
』
さ
れ
る
こ
と
を
意

図
し
な
い
。
機
能
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
は
透
明
で
あ
っ
て
、
見
る
ζ
と
が
で

き
な
い
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
は
緩
械
の
二
部
分
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
、
手
続
必
よ
ぴ
プ
ロ
セ
ス
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
.
こ
れ
ら
は
、
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
で
あ
る
シ
ス
テ

ム
の
限
界
を
設
定
す
る
・
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ

ム
は
、
そ
れ
自
体
、
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
.
ユ
ー
ザ
ー
は
、
コ
ー
ド
を
知
覚

す
る
こ
と
も
、
見
る
こ
と
も
な
い
。
ユ

ー
ザ
ー
は
.
出
問
械
の
出
間
部
胞
の
鮎
川
市
だ
け

を
知
る
の
で
あ
る
J

一
つ
め
威
判
所
は
.
ハ
ブ
コ
に
川
恕

し
て
い
る
え
ア
プ
ル

・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー
社
対
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
社
)
(
進
館
地
方
段
判
所
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
東
潟
地
灰
一
九
八
二
年
}
し
か

し
、
多
く
の
殺
判
所
は
、
同
意
し
な
い

で
、
こ
の
よ
う
な
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
著
作
権
保
護
を
与
え

て
い
る
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
・
イ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ッ
ク
ス
社
対
ア

l
テ
ィ
ッ

ク

・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
(
連
邦
俊
訴
裁
判

所
第
三
巡
回
区
一
九
八
二
年
)
、
タ
ン

デ
ィ
社
対
パ
ー
ソ
ナ
ル

・
マ
イ
ク
ロ
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ

l
ズ
社
{
逮
邦
地
方
裁
判

所
カ
リ
フ
本
ル
ニ
ア
北
部
地
区
一
九
八

一
年
)
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
事
件
も

C
O

N
T
U
報
告
診
も
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・

コ
l
ド
は
著
作
権
法
第

一
O
二
条
の
も

と
で
著
作
俗
適
格
で
あ
る
こ
と
を
認
め

て
い
る
・
当
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
は
卜

分
な
理
由
に
基
づ
い
て
い
る
ニ
と
、
お

よ
び
、

M

A
I
は
オ
プ
ジ
£
ク
ト

・
コ

次
の
よ
う
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ー
ド
が
第

一
O
二
条
の
も
と
で
著
作
権

適
格
で
あ
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
立
証

に
成
功
す
る
合
型
的
な
可
能
性
が
あ
る

ニ
と
を
認
め
る
。

に
対
す
る
頒
布
で
あ
る
。
そ
の
後
の
頒

布
‘
公
の
実
演
ま
た
は
公
の
展
示
を
目

的
と
し
て
、
.
世
肘
の
者
に
対
し
て
綾
製

物
ま
た
は
フ
す
ノ
レ
コ
ー
ド
を
頒
布
に

供
す
る
ζ

と
は
.
発
行
と
な
る
。
務
作

物
の
ハ
ム
の
引
式
決
ま
た
は
展
示
は
発
行
と

な
ら
な
い
J

政
判
所
は
・

『
制
限
的
発
行
』
は
お

作
怖
を
無
効
と
す
る
よ
う
な
発
行
で
は

な
い
と
判
示
し
て
.
ニ
の
定
義
を
き
ら

法
に
よ
る
処
分
に
供
さ
れ
た
時
に
{
販

売
も
し
く
は
そ
の
他

の
処
分
が
実
際
に

な
さ
れ
な
く
て
も
)
生
ず
る
。

』
】Z
Mヨ

E
雪
空

・。品

E
Z
F
E由
州
限
定
的
発
行

は
、
-
e

・o
・
(著
作
物
)
の
内
官
け
を
・

一
定
の
選
ば
れ
た
集
問
に
対
し
て
、
限

定
さ
れ
た
口
的
の
た
め
に
、
か
つ
‘
舷

布
、
級
制
属
、
制
帆
布
ま
た
は
阪
出
%
の
仙
川
利

を
与
え
る
こ
と
な
く
い
出
述
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
務
作
品
引
の
そ
の
(
務
作
物
)に

ハ
プ
コ
は
、

次
に
、

M

A
ー

は
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
を
智

作
総
淡

-mを
付
す
こ
と
な
く
公
に
頒
布

し
た
か
ら
、
仰
る
ニ
と
の
で
き
た
は
ず

の
新
作
術
保
泌
を
火
っ
た
と
主
張
す
久

『合

へ

。

?む

合

<tI 

~ 

E手

l:} 

<c1 

。

ゐ

.c 

〈ヌ

一
定
の
お
・備
の
も
と
で
、
著
作
物
が
適

正
に
若
作
機
表
示
を
付
す
こ
と
な
く
一

般
公
衆
に
対
し
て
「
発
行
さ
れ
た
」
時

は
著
作
品惟
保
穫
を
失
う
。
著
作
権
法
第

四
O
}条

ω、
凶

O
五
条
。
「
発
行
」

は
、
第
一

O
一
条
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

『著
作
物
の
州
械
製
物
ま
た
は
フ
ォ

ノ

レ
コ
ー
ド
の
、
販
先
も
し
く
は
そ
の
他

の
所
前
総
の
移
転
に
よ
る
、
ま
た
は
賃

貸
、
貸
与
も
し
く
は
貸
出
に
よ
る
公
衆

に
明
確
に
し
た
。
区
別
は
、
『
一
般
的

発
行
」
と
「
制
限
的
発
行
」
と
の
問
に
生

じ
た
。「

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
一
般
的
発

行
の
近
代
的
な
定
義
は
、
崎
発
行
は
、

著
作
者
の
同
意
に
よ
っ
て
、
著
作
物
の

原
本
ま
た
は
有
形
の
複
製
物
が
販
売
さ

れ
‘
賃
貸
さ
れ
、
貸
与
さ
れ
、
配
布
さ

れ
.
も
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で

一
般

公
衆
に
棚
提
供
さ
れ
た
時
、
ま
た
は
、
成

お
に
よ
っ
て
輔
自
作
物
が
唱
』
の
よ
う
な
均

対
す
る
コ
モ
ン

・
ロ
1
ょ
の
権
利
の
喪

失
を
も
た
ら
さ
な
い
。
j
e--
配
布
は
、

人
お
よ
び
目
的
の
両
方
に
つ
い
て
制
限

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
自
私
的
の
ま
た
は
制
限
的

な
発
行
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
』

(
判
例
引
用
)

こ
の

『制
限
的
発
行
」
の
定
義
は
-

e

九
七
八
年
に
響
作
総
法
が
効
力
を
発

生
し
た
日
以
前
に
な
さ
れ
た
行
動
に
つ

い
て
も
そ
れ
以
後
に
な
さ
れ
た
行
動
に
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つ
い
て
も
有
効
で
あ
る
。

問
題
は
.
M

A
ー
に
よ
る
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト

・
コ
ー
ド
を
記
録
し
た
オ
ペ
レ
ー

テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
の
販
売
が
制
限

的
発
行
で
あ
る
か
.
般
的
発
行
で
あ
る

か
で
あ
る
・
当
成
判
所
は
、

M
A
ー
が

制
限
的
発
行
の
輸
出

一
の
従
件

l
l者
作

物
の
出
既
製
物
が
限
定
さ
札
た
日
的
の
た

め
に
頒
布
さ
れ
た
こ
と
ー
ー
を
兵
倒
し

た
こ
と
を
な
証
す
る
A
H
m，
的
な
呼
能
性

が
あ
る
と
幻
ず
る
・
当
裁
判
所
は
、

九
八
-
一
年

a
九
月
十
七
日
の
判
決
に
わねい

て
.

M
A
I
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
所
祈

者
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム

の
使

mを
制
限
す
る
非
常
に
制
限
的
な

M
A
I
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
つ
い
て

ト
分
に
制
説
明
し
た
・
こ
れ
ら
の
事
実
は
、

限
定
さ
れ
た
目
的
の
要
件
を
充
足
す
る

も
の
で
あ
る
。

M
A
ー
に
よ
る
販
売
が

制
限
的
発
行
の
第
二
の
要
件
|
|
著
作

物
の
綾
裂
物
が
ご
定
の
選
ば
れ
た
集

団
」
に
対
し
て
だ
け
同
提
供
さ
れ
た
か
|

ー
を
満
た
す
か
ど
う
か
の
問
題
は
、
も

っ
と
難
し
い
。
し
か
し
、
当
裁
判
所
は
、

M
A
ー
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
立
証

す
る
合
理
的
な
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

る
・
M
A
I
は
、
送
作
品
椛
法
輸
出
会

O
一

条
に
定
め
る
よ
う
な
方
法
で
オ
ペ
レ
ー

テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
を
版
先
し
な
か

っ
た
・
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ

ム
は
、

M
A
I
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

所
省
訴
だ
け
に
従
供
さ
れ
た
・
こ
の
よ

う
な
事
仰
の
も
と
で
、
領
有
は
川
限
定
さ

れ
て
い
た
か
ら
‘
喧
引
作
肱
側
似
泌
を
無
効

と
す
る
よ
う
な
公
衆
に
対

す

る

般

的

頒
布
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
当
叫
批

判
所
な
、

M
A
I
は

『制
似
的
発
行
」

の
問
題
に
つ
い
て
も
立
証
に
成
功
す
る

A
日
攻
的
な
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
認
め

'争
.

次
に
、

ハ
ブ

コ
は
、

M

A
ー

の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
ド
が
著
作
権
を

付
与
さ
れ
、
か
っ
著
作
権
適
格
で
あ
る

と
し
て
も
.
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド
H

は
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
コ
ー
ド
を
コ

ピ
ー
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
著
作

権
自
民
害
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
主
張

す
る
・
連
邦
控
訴
毅
判
所
(
第
九
巡
回

区
)
は
、
コ
ピ
ー
し
た
こ
と
は
、
著
作

権
の
あ
る
著
作
物
へ
の
接
近
(
ア
ク
セ

ス
)
と
、
そ
の
著
作
物
と
被
告
の
著
作

物
と
の
聞
の
実
質
的
類
似
性
に
関
す
る

情
況
征
拠
に
よ
っ
て
立
証
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
判
示
し
た
。

ハ
プ
コ
は
、
自
分
自
身
の
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
・
コ
ー
ド
と
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム
を
独
立
に
側
先
し
‘
製
造
し

か
っ
版
光
す
る
ニ
と
が
で
き
る
が

.
M

A
ー
の
オ
ブ
ジ
&
ク
ト

・
コ
ー
ド
を
コ

ピ
ー
し
て
、
M

A
I
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
所
の
析
に
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・

シ
ス
テ
ム
の
形
成
で
・
』
れ
を
版
犯
す
る

ニ
と
は
で
き
な
い
。

記
録
を
事
w
k
m
し
た
後
、
当
数
判
所
は
.

M
A
i
は
‘
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド
日

が
M
A
I
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
コ
ー
ド
を

コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
問
題
に

つ
い
て
立
証
に
成
功
す
る
介
現
的
な
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
。
著
作

締
法
第

一
O
一
条
は
、
コ
ピ

l
(複
裂

物
)
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
・・

「
『
惰
眠
製
物
』
(
コ
ピ
|
)
は
、
著

作
物
が
現
夜
知
ら
れ
ま
た
は
将
来
開
発

さ
れ
る
方
法
に
よ
っ
て
悶
定
さ
れ
た
フ

ォ
ノ

レ
コ
ー
ド
以
外
の
有
形
物
で
、
そ

れ
か
ら
、
直
接
に
ま
た
は
機
械
も
し
く

は
裟
低
の
助
け
を
借
り
て
、
そ
の
著
作

物
を
知
覚
し
、
複
製
し
ま
た
は
そ
の
他

の
ト
刀
法
で
伝
迷
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
司
緩
製
物
』
の
訟
は
、
著

作
物
を
枇
初
に
悶
定
し
た
フ
キ
ノ
レ
コ

ー
ド
以
外
の
称
体
物
を
含
む
.」

ハ
ブ
コ
が
コ
ン
ビ
ム

1
タ
!
の
設
出
血

場
所
で
ア
y
プ
グ
レ
ー
ド
を
行
な
う
た

め
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド
日
を
使
用
す

る
時
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
所
布
お
が

欲
す
る
向
い
レ
ベ
ル
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
に
含
ま
札
る
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
さ
れ
て
い
な
い
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・

コ
ー
ド
の
制
円
か
れ
た
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

を
作
成
す
る
。
こ
の
件
か
れ
た
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
は
、
著
作
権
の
あ
る
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

・
コ
ー
ド
が
「
固
定
さ
れ
」
た、

こ
れ
か
ら
お
い
レ
ベ
ル
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト

・
コ
ー
ド
が
「
直
接
に
ま
た
は
機
械

の
肋
け
を
借
り
て
複
製
し
ま
た
は
そ
の

他
の
方
法
で
伝
達
す
る
」

こ
と
が
で
き

る
「
物
休
」
で
あ
る
。

ハ
プ
コ
は
、
お

い
レ

ベ
ル
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
コ
ー
ド

を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
所
有
者
の
オ
ペ
レ

ー
テ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
に
「
伝
達
」

し
、
ま
た
は
「
綾
製
」
す
る
た
め
に
ニ

の
巾
円
か
れ
た
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
を
使
用

す
る
。
従
っ
て
、
当
裁
判
所
は
‘
こ
の

よ
う
な
本
怖
の
も
と
で
、

M
A
ー
が
ニ

g 
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か
で
あ
る
。

し
か
し
、
第

一
一
七
条
の

一
九
八

O

年
改
正
に
よ
っ
て
、

一
般
的
に
鉱
山
断
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

-
イ
ン
プ
ッ
ト
が
品
川
宗

行
為
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る

と
、
新
し
い
第
一

一
七
条
は

一
つ
の
特

定
の
形
式
の
イ
ン
プ
ヴ
ト
に
つ
い
て
魚

要
な
適
用
除
外
を
創
設
し
た
。
:
:
:
第

一
一
七
粂

ωは
、
現
在
、
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
複
製
物
の
所
K
明

者
が

『そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

・
プ
ロ

7
-フ
ム
の
緩
制
点
物
を
も
う

一
部
ま
た
は

綴
築
物
を
作
成
し
、
ま
た
は
そ
・
つ
す
る

こ
と
を
許
給
す
る
こ
と
は
』
、
句
そ
の

新
し
い
復
制
点
物
ま
た
は
続
突
物
が
、
そ

の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

-
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

機
械
に
関
連
し
て
使
用
す
る
た
め
の
不

可
欠
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
作
る
・
』
と
、

お
よ
び
、
他
の
い
か
な
る
方
法
に
お
い

て
も
使

mし
な
い
こ
と
を
粂
件
』
と
し

て
、
耕
作
織
の
健
常
国
と
む
ら
な
い

、
と

規
定
す
る
。

」

N

2
5
ヨ

F
ロ∞
ecm
F

ニ
ル
ソ
ン
・
メ
ソ
ッ
ド
ロ
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、

コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
ー
の
所
有
者
が
欲
す
る
高
い
レ
ベ
ル

の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
コ
ー
ド
の
コ

ピ
ー
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
所
レ
何
者
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
れ
る
と
、
「
著
作

権
の
あ
る
著
作
物
を
無
断
で
コ
ン
ビ
z

ー
タ
|
に
イ
ン
プ

ッ
ト
す
る
こ
と
」
に

な
る
。
ハ
プ
コ
は
、
ニ
マ
ー
の
著
者
の

卜
に
引
用
し
た
部
分
に
説
明
さ
れ
て
い

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
所
布
者
の
免
除
を

援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ハ
プ
コ

は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

巾
に
あ
る
高
ト
レ
ベ
ル
の
オ
ブ
ジ
ェ

ク

ト

・
コ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
の

「所
有
者
』

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
当
裁
判
所
は
、

M
A
I
は
ハ

ブ
コ
に
よ
る
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
y
ド
日

の
瀬
本
の
放
置
場
所
に
お
け
る
、
ま
た

は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
媒

体
を
通
じ
て
の
使
用
が
ハ
プ
コ
の
オ
プ

ジ
五
ク
ト

・
コ
ー
ド
の
従
容
と
主
る
コ

ピ
ー
行
為
で
あ
る
こ
と
を
ぷ
証
す
る
合

理
的
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

弘
酒

a.... ，F

予
備
的
差
止

aE馳
園
圃
圃
圏
司
命
令
を
得
る
た

め、

ハ
ブ
コ
は
、
次
に
阿
復
不
能
の
級

将
を
い込
町
就
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
裁
判
所
は
、
ハ
ブ
コ
が
ニ
ル
ゾ
ン

メ
ゾ
y
ド
日
シ
ス
テ
ム
の
使
用
を
継
絞

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

M
A
I
は
回
復

不
能
の
損
害
を
受
け
る

L
の
と
判
断
す

る
。
ハ
プ
コ
が

M
A
I
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ

・
シ

ス
テ
ム
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

を
行
な
う
と
、

M
A
ー
は
浴
花
的
顧
客

を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
損

失
は
、

M
A
I
の
営
業
に
重
大
な
問
問
答

を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

M
A
I
は
要
求
さ
れ
る
本
案
に
つ
い

て
の
勝
訴
の
可
能
性
お
よ
ぴ
例
復
不
能

の
鍋
容
の
立
誌
を
し
た
か
ら
、
当
裁
判

所
は
、
ハ
プ
コ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
所

有
者
の
場
所
に
お
い
て
、
ま
た
は
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
媒
休
を
通

じ
て
ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ソ
ド
日
を
使
用

す
る
こ
と
を
然
止
す
る
予
備
的
差
止
命

令
を
出
す
。

ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド
日
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
所
有
者
の
設
協
同
制
所
で
ハ
プ
コ
の

従
業
者
ま
た
は
代
理
人
が
使
刷
す
る
時

M
m
A
I
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
コ
ー
ド
の

コ
ピ
ー
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
の
立
証
に

成
功
す
る
合
理
的
な
可
能
性
が
あ
る
と

認
定
す
る
。

ニ
ル
ゾ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド
日
を
使
用
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
設
溢
場
所
で
の
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
を
不
必
裂
と
す
る
新
し
い

ハ
プ
コ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
新
し
い
ソ
フ
ト
ウ
L

ア

・
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
、

ニ
ル
ソ
ン

・
メ
ソ
ッ
ド
日
の
コ

ピ
!
と
比
較
手
続
と
が
、
」
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
完
全
に

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
中
で
行
な
わ
れ
て

も
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
ニ
ル
ソ
ン
・

メ
ソ
ッ
ド
日
を
使
用
す
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
巡
っ

た
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
。
当
裁
判

所
は
、
こ
の
こ
と
は
途
っ
た
結
果
を
も

た
ら
さ
な
い
も
の
と
認
め
、
ニ
マ
|
教

授
の
著
書
に
舎
か
れ
た
型
闘
を
引
用
す

。

ヲ
h
v
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第三稲荷H世物認可

説

解

ール

ゲームマシン

本
件
で
は
、
原
告
ハ
ブ
コ
に
対
し
、

被
告

M
A
I
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

・

シ
ス
テ
ム

・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
改
変
し

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
能
力
を
地
大
す

る
手
続
を
使
用
す
る
こ
と
を
祭
止
す
る

予
備
的
差
止
命
令
が
下
さ
れ
た
。

ハ
プ

コ
は
、

M
A
I
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
コ

ー
ド
は
著
作
椛
の
対
象
と
な
ら
な
い
機

織
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
智
也
作
物
で
あ
る

た
め
の
袋
件
で
あ
る
有
形
の
淡
攻
媒
休

へ
の
幽
定
が
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の

立
場
を
と
る
判
例
は
、
ア
プ
ル

・
コ
ン

ビ

ナ
l
タ
|
社
対
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
社
事
件
で
あ
る
。
し
か

し
、
述
邦
控
訴
裁
判
所
(
第
竺
巡
回
区
)

は
、
貝
取
近
こ
の
判
決
を
崩
惜
し
た
(
ウ
オ

ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル

一
九

八

一一年
九
月

}日
ぺ
頁
)
。
そ
の
た
め
、

オ
プ
ジ

A
7
ト

・
コ
ー
ド

・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
著
作
権
法
上
の
地
位
に
つ
い
て
、

判
例
の
対
立
は
解
消
さ
れ
た
。

本
件
判
決
は

.
著
作
総
保
滋
の
本
質

は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
保
護
で
あ
る
ζ

と
を
明
ら
か
に
し
、

A
H
衆
国
著
作
椛
法

の
も
と
に
お
け
る
オ
ブ
ジ

ふ
ク
ト

・
コ

ー
ド
の
地
伎
、
著
作
物
の
発
行
と
務
作

権
表
示
お
よ
び
務
作
俄
侵
答
成
立
の
要

件
と
し
て
の
著
作
品
怖
の
あ
る
著
作
物
へ

の
緩
近
と
笑
質
的
類
似
性
に
つ
い
て
詳

細
に
説
明
す
る
。

「
著
作
権
の
あ
る
著
作
物
を
無
日
現
刑
務

で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
『
イ
ン
プ
ッ
ト
』

す
る
こ
と
は
、
復
制
抗
出
憎
め
使
容
と
な
る

で
あ
ろ
う
か
。
現
行
法
以
前
に
お
い
て

は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
筏
告
と
主
ら

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
内
で
緩
製
さ
れ
る
も
の
は
、
機
械

を
佼
わ
な
け
れ
ば
知
党
で
き
な
い
か
ら

で
み
る
。

-ee---
し
か
し
な
が
ら
、
現
行

法
の
も
と
で
は
、

『綾
製
物
』
(
コ
ピ

|
)
の
新
し
い
定
義
が
設
け
ら
れ
、
箸

作
物
を
三
県
桜
に
ま
た
は
機
械
む
し
く

は
装
甲
抗
の
助
け
を
借
り
て
知
党
し
、
複

製
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
+
刀
法
で
伝
迷

す
る
』
こ
と
が
で
き
る
物
体
(
レ
コ
ー

ド
以
外
の
)
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
拡
大

さ
れ
た
『
複
製
物
』
に
従
い
‘
著
作
権

の
ゐ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

-
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
イ
ン
プ
リ
ン
ト
し
た
シ
リ
コ
ン
・

チ
ッ
プ
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
『
絞

製
物
h

で
あ
っ
て
、
チ
ッ
プ
の
陳
緩
め

コ
ピ
ー
は
後
製
僚
の
伐
さ
と
な
る
と
判

示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
品
拡
大

さ
れ
た
定
義
に
よ
っ
て
、
説
明
作
物
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
と

緩
製
物
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ

う
な
無
断
イ
ン
プ
y
ト
は
著
作
総
所
有

者
の
複
製
織
を
μ
問
答
す
る
こ
と
が
明
ら

平

素

は

格

別

の

お

引

き

立

て

を

賜

り

、

厚

〈

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

こ

の

た

び

弊

社

が

発

売

予

定

致

し

て

お

り

ま

す

ア

イ

レ

ム

P
T
L
・

シ

リ

ー

ズ

第

三

弾

叶

ス

パ

ー

ク

シ

ョ

ッ

ト

」

は

、

弊

祉

が

独

自

に

開

発

し

た

オ

リ

ジ

ナ

ル

製

品

で

あ

り

、

こ

の

製

品

に

関

す

る

一

切

の

権

利

は

弊

社

が

所

有

し

て

お

り

ま

す

。

従

っ

て

、

弊

社

に

無

断

で

二

れ

を

模

倣

し

、

又

は

類

似

す

る

製

品

を

製

造

販

売

し

、

叉

設

置

、

使

用

す

る

等

の

行

為

は

、

工

業

所

有

権

法

等

に

抵

触

し

、

弊

祉

の

正

当

な

権

利

を

侵

害

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

の

で

、

こ

れ

ら

の

行

為

の

な

い

よ

う

充

分

ご

注

意

を

賜

り

、

業

界

秩

序

の

維

持

と

健

全

な

発

展

の

為

に

、

管

機

方

の

ご

理

解

と

ご

協

力

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

昭
和
五
十
八
年
十
月
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皆
さ
ん
の
好
意
を
ウ
ラ
切
る
け
る
特
典
が
与
え
ら
れ
る
・

形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
方
法
で
す

'hz、
ん
で
す
。

N
A
O
の
役
員
が
か
・
:
:
。

d
泊
伊

そ
の
世
間
者
た
ち
に
協
力
を
求

段

、
え
え
ま
あ
、
そ
う
い
う

=
=
ロ

め
に
行
っ
て
も
、
ナ
ニ
金
百
一う
こ
と
な
ん
で
す
が
、
メ
ー
カ

と
る
ん
か
い
ナ
と
い
っ
た
調

ー
さ
ん
も
商
売
で
す
か
ら
、

子
で
、

一
向
に

ラ

チ

が

あ

か

今

、
言一
わ
れ
た
方
法
を
実
行

な

い

ん

で

す

よ

。

す

る

に

し

て

も

、

即

と

い

う

森

ハ

ア

マ

・

。

こ

と

で

な

く

、

一

年

位

の

予

段

よ
れ
は
、
か
れ
ら
の
一苔一

告
期
間
を
お
い
て
、
そ
の
聞

い
分
じ
ゃ
な
い
で
す
が
、

N

に
、
米
加
般
の
象
者
に

N
A

A
O
に
入
っ
て
何
の
メ
リ
ッ

O
に
入
る
よ
う
、
呼
び
か
け
、

ト
が
あ
る
ん
か
い
ナ
、

N
A

説
得
し
て
い
た
だ
く
e
e

そ

O
に
加
波
し
な
く
て
も
、
い
ん
な
形
が
望
ま
し
い
で
す
。

く
ら
で
も
キ
カ
イ
は
手
に
入
そ
れ
か
、
旬
、
も
う
ひ
と
つ

る
。
キ
カ
イ
が
あ
れ
ば
商
売
は
、
業
界
の
康
史
の
中
で
、

に
な
る

、
商
占
〔
ん
で
あ
れ
ば
少

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
メ
ー
カ

少
あ
く
ど
い
こ
と
を
し
て
も

l
へ
移
行
し
た
形
が
あ
る
以

仕
方
な
い
、
と
い
っ
た
調
子
よ
メ
ー
カ
ー
さ
ん
は
、

J
自

で
:
・
。
そ
れ
で
い
て
、
わ
分
で
お
作
り
に
な
っ
た
も
の

れ
わ
れ
と
同
じ
業
界
に
い
て
、

を
、
ご
自
分
の
口
ケ

l
シ
ヨ

業
界
人
と
い
う
こ
と
で
犬
き
ン
へ
入
れ
ら
れ
る
、
と
い
つ

い
師
酬
を
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
よ
た
こ
と
は
、
秘
は
当
然
だ
と

り
キ
カ
イ
を
引
っ
ぱ
っ
て
く
思
い
ま
す
よ
、
そ
れ
が
当
た

る
カ
が
あ
る
。
。

:
こ
ん
な
り
前
で
す
よ
。
ま
あ
、
テ
ス

ん
一
体
、
ど
う
考
え
た
ら
い
ト
ロ
ケ
と
い
う
こ
と
で
ね
:・

い
ん
で
す
か
ね
。

マ
。
た
だ
、
そ
の
拡
犬
が
あ

森

:
:

。

っ

た

時
に
.
中
小
が
凶
る
ん

段

こ
の
辺
を

J
A
M
M
A

で
す
ね
。
つ
ま
り
歩
率
で
オ

さ
ん
に
よ
く
聞
い
て
み
た
い
ベ
レ

i
ト
し
て
い
る
オ
|
ナ

と
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
本

ー
の
所
へ
、
新
製
品
で
す
ヨ
・

当
に

N
A
Oを
育
て
る
気
が
他
か
ら
は
入
リ
ま
せ
ん
ヨ
、

あ
る
の
か
ど
う
か
。
そ
う
い
と
持
ち
込
ま
れ
れ
ば
、
完
全

う
所
に
キ
カ
イ
が
ま
わ
る
以
に
大
部
分
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

上
、
や
は

q
オ
ベ
レ

l
シ
ョ
は
死
に
ま
す
よ
ね
。

ン
が
で
き
る
訳
で
す
よ
ね
。

こ
う
い
う
問
題
が
、
や
は

少
々
ム
チ
ャ
な
こ
と
を
し
て
り
、
各
地
で
お
さ
て
お
リ
ま

も
:
:
。
そ

う

す

る

と

、

わ

す

ね
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を

れ
わ
れ
が
そ
う
い
う
人
た
ち

ア
カ
ン
ゃ
な
い
か
、
と
言
う

に
、
ど
ん
な
泌
符
を
し
て
み
て
み
た
と
こ
ろ
で
、

j
l
カ

て
も
、
関
係
な
い
と
い
わ
れ
ー
さ
ん
は
、
実
際
は
‘
ロ
で

た
ら
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
は
な
ん
と
と
り
つ
く
ろ
、
ヲ
て

ん
で
す
よ
。
背
少
年
育
成
も
も
、
そ
ん
な
も
ん
や
り
ま
す

へ
っ
た
く
れ
も
な
い
訳
で
す
。
わ
ナ
。
そ
こ
で
問
題
に
し
た

で
す
か
ら
‘
こ
の
辺
に

J
A

い
の
は
、
や
は
り
メ
ー
カ
ー

M
M
A
さ
ん
が
カ
を
出
し
て
と
し
て
の
社
会
的
資
任
で
す

く
れ
て
、
そ
の
人
た
ち
を
引
よ
ね
。
た
と
え
一
阿
で
も
、

き
あ
げ
て
ほ
し
い
、
と
患
い
売
っ
て
利
益
を
得
れ
ば
、
買

ま
す
ね
。
こ
の
問
題
は
、
正
手
は
答
で
す
わ
ね
。
そ
の
立

耐
き
っ
て
本
当
に
ニ
の
業
界
場
か
ら
言
わ
せ
て
も
ら
、
え
ば
、

の
こ
と
を
思
う
人
で
あ
れ
ば
、

商

売
し
ろ
と
キ
カ
イ
を
売
っ

其
剣
に
取
組
ん
で
く
れ
る
と
と
い
て
、
そ
こ
で
、
ま
あ
多

患
っ
て
る
ん
で
す
が
ね
。
少
に
し
ろ
儲
け
て
お
い
て
、

森

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
今
度
は
商
売
す
る
な
っ
て
い

N
A
O
の
会
員
に
は
キ
カ
イ
う
よ
う
な
も
ん
で
す
わ
。
ム

を
優
先
的
に
出
荷
す
る
、
受
チ
ャ
ク
チ
ャ
で
す
よ
ね
。

組
織
E
E
1

H
対
繊

同
様
響
。

i
A時
韓

本社パーソナルコンビュ-1'事業部

電話03(742)3171内線6611話回・石総ー松岡
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ゲームセンターの密取iやコーナ

を利則して今人気のパソコンコーナ

ーを巡りませんか。

セガは時代のニーズに応え、パソ

コンショップの内外装一切を絡安な

値段でお引受けします。勿給、 |剣設

から巡営までセガの社員が資任をも

ってご1指導教します。

りませんか。

。
対人ゲチ
戦気 |ヤ
ゲのムン
lチ 。 ピ
ムヤ オ
にンサフ ン
なピ
リオボベ

手。ン I I 
，、込 ドス
l 販ボ
ス 売 |
ポル
| 対
ル戦
力、.

本
当
に
共
存
す
る
.
し
よ

う
と
い
う
意
志
が
あ
る
の
か

い
な
あ
、
と
思
い
ま
す
し
、

そ
の
点
も
よ
く
お
聞
き
し
た

い
で
す
ね
。

帥
聞
か
に
、
私
だ
っ
て
、
例

え
ば
イ
ン
ペ
|
ダ
|
、
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ア
ン
を
製
造
し
販
売

す
る
側
で
持
っ
た
な
ら
ば
、

し
ば
ら
く
の
問
は
そ
れ
を
売

ら
ず
に
、
シ
ェ
ア
拡
張
の
材

料
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
よ
。

し
か
し
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

お
客
さ
ん
の
側
の
生
活
を
お

び
や
か
す
形
は
、
戦
略
は
戦

略
と
し
て
も
、
耐
間
道
徳
に
も

と
る
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
で
、
そ
の
辺
に
つ
い

て
も
、
同
じ
築
制
作
、
同
じ
サ

ー
ク
ル
で
す
か
ら
、

一
度
じ

っ
く
り

N
A
O
と
J
A
M
M

A
は
話
し
合
い
を
す
べ
き
だ
、

と
骨
甲
っ
と
る
ん
で
す
が
、
ど

う
も
ま
だ
、
う
ま
く
い
か
な

い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
や

は
リ
全
体
の
問
題
だ
と
思
う

ゲ
ス
ト

線
式
会
経
ア
ポ
ロ

段
為
書
宵
社

第三様郵便物認可

実
戦
そ
の
ま
ま
、

熱
い
興
奮
が

国明悶(!j
4致~(S自信TM

.4ゑ潟匂み議機不調由

パソコンコーナーを

基板販売

泳三議

N

A

O
の
進
展

森

段
祉
長
は
、
伺
う
と
こ

ろ、

N
A
O
を
は
じ
め
、
関

一山
地
区
で
も
、
い
ろ
い
ろ
と

ご
活
線
と
か
、
今
日
は
ひ
と

つ
、
忌
仰
な
い
ご
意
見
を
泳

。
た
く
お
郷
魔
し
ま
し
た
。

段

い
え
、
私
は
ま
だ
ニ
の

業
界
に
席
を
お
い
て
h
年
続

の
蒼
殺
で
す
か
ら

。

。
た

だ
ど
の
業
界
も
そ
う
で
し
ょ

う
け
れ
ど
、
特
に
こ
の
業
界

に
は
本
音
と
建
υ刷
が
実
際
に

あ
リ
ま
し
て
ね
:

。。
こ
の

五
年
そ
の
窓
味
で
は
い
ろ
い

ろ
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

て

:

・。
ま
あ
、
今
日
は
本

音
で
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

森

是
非
お
願
い
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
さ
し
当
た
っ
て

今
、
一
番
問
題
に
さ
れ
る
と

し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
を
?

段

実
は
今
、
兵
廊
県
下
の

ニ
ヶ
所
で
商
業
地
区
以
外
へ

の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
出
応
禁

止
の
規
制
が
出
て
き
ま
し
て

ね

・
。
そ
札
以
前
に
、
私

ら
、
む
こ
う
の
先
生
方
と
か

P
T
A
の
人
た
ち
と
お
会
い

し
ま
し
て
、
ワ
ル
イ
所
は
是

正
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
是

非
お
願
い
し
ま
す
、
と
い
っ

た
話
合
い
を
し
て
き
ま
し
て

ネ
、
そ
の
時
点
で
は
、
む
こ

う
の
皆
さ
ん
も
非
常
に
貯
意

的
に
受
け
て
く
れ
た
ん
で
す

・
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
の

業
者
は

N
A
O
の
会
員
で
な

い
人
の
方
が
多
く
て
、
結
果
、

議議b

ゲームマシン

事事

• -・・-・・.ーー.・圃圃

PEnny OCE自n™

人
気
抜
群
の
ア
ス
ト
ロ
ン
・
ベ
ル
ト
に
続
〈
ビ
デ
オ

デ
ィ
ス
ク
ゲ
ー
ム
シ
リ
ー
ズ
第
2
禅
登
場
/

連
続
す
る
ス
リ
ル
、
迫
真
の
シ
|
ン
思
わ
ず
手
に

汗
に
ぎ
る
輿
嘗
の
ス
ペ
ー
ス
・
ゲ
ー
ム

メダルゲーム穫の段置遭営につきましては

『メタ'ルゲーム場;J営基準』を守ってご使用下さい。

宝を山積して、バイキング

船は行(-

チャンスをねらって、メダ

ルを落とせ/

聞
き
手

エ
ス
コ
負
事
徐
式
会
社

森

健

次

郎

ん
で
す
よ
。

こ
の
業
界
に

も
人
を
得
た

り
、
と
号
因
わ

れ
る
よ
う
に

早
く
な
っ
て

ほ
し
い
も
の

で
す
。

揖楓

忌
慌
の

な
い
ご
意
見
、

ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ム必轟匹

TM 
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lils アップライト:曹!lj-1744

竜君 AC1ωV.l18W.OO/前HZ

寸話
，.・) ，費待)，両事】

旬。X850X 1700m. 

重量 1副}均

lils 18'テブJ~ :曹95-2412

電車 AC1ωV.$lW.50/関Hz
t噌 ) ，栂 符x.‘さ〉

寸法 860x560x5級8ガトラ3?ぇ3m0ぢ悶2食
ただしa行 昭 夫

重量 61均

ゲームマシン

ドンキーコングがハチたちを引き連れて、フラワーガーデンで暴れ出した。

戦え!スタンリ一、スプレーでむかえ量産て!

会"兵隊パヂ パズピー"のヤリ妓げ奇鰻戦法。“クリーピー"のおじゃま攻軍事。そしてド

ンキーコングは、ヤシの実を役げつけながらスタンリーめがけて追って来る.
会 ドンヰーコングを患よ織まで追いつめるか、ハチたちを退治すると画面クリア。

*1Eを守るとハイ スコア。ハチたちは1Eを軍事い取るとパワーァ、yプして猛攻援をしか
けて来る。花を持ったハチは、のがさず電車ち藩とそう.守りきった花はボーナス得点。

合ドンキーコングがぶらさがっているつるに、スーパースプレーが取りつけられでいる.

スプレー連射でドンヰーコングをそこまで押し上げるとスーパースプレーが湾ちて来
るからピンチのB寺l広これを手に入れて大逆襲だ/

合スプレーショットが勝っかけココナッツアタックが勝っか!?
スタンリ一対ドンキーコング、也紀の対決!! 
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と~療できます。

ょ、

二
度
む
行
な
う
に
は
コ

O
E
に
対
す
る
い
や
が
ら
せ

ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
る
か
ら
、
と
業
務
妨
害
以
外
の
も
の
で

出
展
者
に
し
ろ
来
場
者
に
し
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
従

ろ
ど
ち
ら
か

一
つ
に
し
た
い
っ
て

A
O
E主
催
者
側
と
し

と
思
う
の
が
当
然
で
、
そ
の
て
は
、
①
A
S
I
側
が
そ
の

場
合
こ
れ
ら
二
つ
の
シ
ョ

ー

メ
ン
バ

ー
に
A
O
E
出
展
中

な
り
、
同
じ
く
シ
カ
ゴ
で
三

は
互
い
に
拙
刷
業
す
る
関
係
に
止
(
ボ
イ
コ
ッ
ト
)
さ
せ
る

月
九
日
か
ら
三
日
間
関
か
れ
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
だ
。

の
を
止
め
る
こ
と
、
②
ポ
イ

る
A
O
E
に
対
し
て
影
響
を
こ
う
し
て
事
態
は
裁
判
管
コ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り

A
O
E

与
え
だ
し
た
の
で
あ
る
。
念
た
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
に
に
与
え
た
損
害
約
二
千
五
百

の
た
め
こ
こ
で
さ
ら
に
注
釈
な
っ
た
。

A
O
E
の
、
主
催
者
万
ド
ル
な
ど
を
賠
償
す
る
こ

を
つ
け
る
な
ら
、

A
M
O
A

で
あ
る
プ
レ
イ
メ
ー
タ
ー
と
と
、
を
求
め
る
と
と
も
に
刑

や
i
M
A
や
A
T
E
な
ど
海
実
務
的
な
、
主
催
会
社
で
あ
る
事
前
と
仮
処
分
を
併
せ
て
求

外
の
国
際
的
展
示
会
は
少
な
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

・
マ
ネ
ジ
め
て
い
る
。

く
と
も

一
年
以
上
前
に
ス
ケ
メ
ン
ト
社

(C
M
C
)
は
九
こ
の
訴
訟
に
関
し
プ
レ
イ

ジ
ュ
ー
ル
や
閲
俄
場
所
を
決
月
ニ
イ
二
目、

A
G
M
A
本
メ
ー
タ
ー
の
発
行
人
で
あ
る

め
て
い
る
。
従
っ
て

A
O
E
部
の
あ
る
パ
|
ジ
ニ
ア
州
ア
ラ
ル
フ

・
ラ
リ

l
H
氏
は、

も
当
然
二
年
以
よ
前
か
ら
準
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
地
区
の
逮

「な
ぜ

A
G
M
A
は
わ
ざ
わ

備
を
進
め
て
き
た
わ
け
で
、

邦
地
裁
に
訴
、
え
を
起
し
た
。

ざ
A
O
E
シ
ョ
l
と
同
じ
シ

A
s
ー
が
後
か
ら
剃
っ
て
入
こ
の
訴
、
え
は

A
S
I
の
、
思
催
カ
ゴ
で
三
週
前
に

A
s
ー
を

つ
て
き
た
と
の
印
象
が
強
い
。
者
で
あ
る

A
G
M
A
と
A
v

mmさ
ね
ば
主
ら
な
い
の
か
。

こ
の
場
合
、
開
催
時
期
の
差

M
D
A
を
相
手
ど
っ
て
、
基

A
G
M
A
の
メ
ン
バ

ー
が
今

が
三
週
間
し
か
離
れ
て
お
ら
本
的
に
は
損
害
賠
償
を
求
め
年
の

A
O
E
シ
ョ
ー
に
出
展

ず
、
従
つ
て
は
ぽ
同
じ
時
期
る
と
い
う
も
の
。
訴
え
の
内
し
、
成
功
を
収
め
た
こ
と
を

に
し
か
も
同
じ
シ
カ
ブ
(
但
谷
は
、
A
s
ー
が

A
O
E
の
認
め
な
が
ら
、
な
ぜ

A
O
E

し
会
場
は
異
な
る
)
で
別
々
業
務
妨
害
を
し
て
い
る
と
し
、
か
ら

A
S
I
に
乗
り
か
え
た

に
二
つ
の
シ
ョ
ー
が
開
聞
か
れ
特
に

A
G
M
A
が
メ
ー
カ
ー

の
か
」
な
ど
、
悠
り
を
ぶ
ち

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
ど
協
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
ま
け
て
い
る
(
「
プ
レ
イ
メ

う
し
て
も
互
い
に
影
懲
を
受
の
メ
ン
パ
ー
が

A
O
E
に

出

!

タ

i
」
十
二
月

一
日
号
の

け
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
展
せ
ず
A
S
I
に
出
展
す
る
論
説

e
わ
れ
わ
れ
は
戦
争
状

出
展
ま
た
は
来
場
す
る
に
せ
よ
う
仕
向
け
て
い
る
の
は

A

態
に
あ
る
ノ
e

)

。
一
方
、

同
じ
時
期
と
場
所
で
競
業
関
係
に
陥
っ
た
た
め

第三種榔便物認可

来
春
米
国
シ
カ
ゴ
で
聞
か

れ
る
A

S
I

(ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト

・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
)
と

A
O
E
(ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン

ト

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ズ

・
ェ

一キ
ス
ポ
)
の
二
つ
の
シ
ョ

l

一
の
問
で
訴
訟
が
起
り
、
後
し

一
い
気
配
が
調
印
い
始
め
て
い
る

一
が
、
い
ず
れ
の
シ
ョ

ー
も
今

一
の
と
こ
ろ
予
定
ど
お
り
開
催

一さ
れ
る
も
よ
う
で
あ
る
。

一

訴
訟
の
話
に
入
る
前
に
こ

一れ
ら
の
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
械

一要
を
制
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一従
来
米
国
で
の

A
M
シ
ョ
ー

ン

一は
、
遊
閣
一
地
関
係
の

i
A
A

'
一
P
A
を
別
に
し
て

小
型
A

、〉
一M
削
機
に
関
し
て
三
十
五
年
の

F
一歴
史
を
誇
る

A
M
O
A
シ
ョ

.

.
 一ー
が
毎
年
秋
に
筒
か
れ
て
き

i
一た
の
に
続
い
て
、
凶
年
前
か

一一
ら
毎
年
務
に

A
O
E
が
聞
か

ゲ

れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で

A
M

O
A
シ
ョ
ー
は
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
協
会
で
あ
る

A
M
O
A
が

主
似
す
る
も
の
で
、
A
O
E

は
業
界
誌

『プ
レ
イ
メ
ー
タ

ー
」
(
ス
カ
イ
バ
ー
ド
出
版

発
行
)
が
主
催
す
る
も
の
。

こ
れ
ら
に
対
し
、

小
型
A
M

機
の
メ
ー
カ
ー
協
会
で
あ
る

A
G
M
A
が
か
ね
て
よ
り
計

画
し
て
き
た
自
分
た
ち
主
催

の
シ
ョ
ー
を
実
施
す
る
こ
と

を
今
年
五
月
に
決
定
、
さ
ら

に
「
ア
イ
ス
ト
リ
ビ

ュ
l
タ
l

協
会
で
あ
る

A
V
M
D
A
が

共
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
名

称
も
A
S
I
と
決
定
、
針
簡

を
若
々
と
進
め
て
き
た
(
本

紙
前
号
の
本
欄
に
出
展
社
名

な
ど
関
迷
記
事
)。

と
こ
ろ
が

A
S
I
は
来
年

二
月
J
l

七
日
か
ら
三
日
問
、

シ
カ
ゴ
で
開
か
れ
る
こ
と
に
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j毎

初
の
国
際
G

展

3
月
犯
目
、

ア
ト
ラ
ン
チ
ツ
ク
シ
チ
1
で

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
具
を
専
門

に
集
め
た
世
界
初
の
国
際
的

な
展
示
会
が
、
来
年
三
月
二

十
八
日
か
ら
二
日
問
、
米
国

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ア
ト

ラ
ン
チ
ツ
ク
シ
チ
ー
で
閃
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ゲ
|
ミ
ン
グ

・
ビ

ジ
ネ
ス

・
エ
キ
ス
ポ
」
と
名

付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
米
関

の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
具
専
門
一
一
日
酷

で
あ
る
『
ゲ
|
ミ
ン
グ
・
ビ
ジ

ネ
ス
」
が
主
催
者
と
な
っ
て

計
闘
を
進
め
て
い
る
。
英
語

で
「
ゲ
!
ミ
ン
グ
」
と
い
う

の
は
要
す
る
に
賭
幡
町
(
ギ
ャ

ン
ブ
ル
)
の
こ
と
。
一
般
に

ゲ
l
ミ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
は
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

(A
M
)

ビ
ジ
ネ
ス
と
区
別
し
て
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
中
附
に
グ

レ
イ
エ
リ
ア
が
あ
っ
て
こ
れ

は
次
第
に
灰
色
か
ら
真
然
へ

と
判
例
が
重
ね
ら
れ
つ
つ
あ

る
か
ら
、
や
は
り
自
か
然
か

の
二
通
り
し
か
主
い
考
え
で

滋
ち
着
く
よ
う
だ
。
こ
の
初

の
展
示
会
は
、
そ
う
い
う
黒

い
ほ
‘
7
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ョ
ー

で
あ
る
と
一
吉
田
一え
る
。

シ
ョ
ー
の
会
場
は
パ
リ

i

祉
の
経
営
す
る
パ
リ

l
・
パ

ー
ク

・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
。
出

回
仰
を
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は

米
国
、
日
本
、
英
国
、
豪
州

な
ど
各
国
の
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
兵
で
、
主

と
し
て
ス
ロ
ッ
ト

?
シ
ン
な

ど
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
富
ク
ジ

(
ロ
ッ
タ
リ
|
)
も
含
ま
れ

る
。
期
間
中
、
カ
ジ
ノ

{公

認
賄
博
場
)
の
経
営
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
聞
か
れ

る
。
な
お
蛇
足
な
が
ら
、
日

本
で
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
具
は

風
営
遊
技
機
を
別
に
し
て
、

「
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
場
運
営
基

準
」
を
守
っ
て
い
る
場
合
の

み
才
ベ
レ
ー
ト
が
詑
則
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
場
合
「
メ
ダ
ル

ゲ
|
ム
機
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

• • 

こ
の
訴
訟
を
受
け
て
立
つ

A

G
M
A
の
グ
レ
ン

・
ブ
ラ
ズ

ウ
ェ
ル
専
務
は

「協
会
と
し

て
こ
の
問
題
に
も
抑
制
緩
的
に

対
応
し
、
十
分
に
法
廷
で
争

ぃ
、
勝
つ
こ
と
に
な
ろ
う
と

思
う
。
そ
の
た
め
の
対
策
は

す
で
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、

逆
に
提
訴
す
る
こ
と
も
考
慮

さ
れ
て
い
る
」
と
冷
静
に
縫

え

着

々

と

A
S
I
シ
ョ
ー

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

プ
レ
イ
メ
ー
タ
ー
は
ま
だ

A
M
O
A
に
対
し
て
、
A

O

E
の
共
催
者
と
な
っ
て
く
れ

る
な
ら
毎
年
二
万
ド
ル
以
上

の
谷
付
を
す
る
、
と
持
ち
か

け
た
が
、
こ
の
話
は

A
M
O

A
が
断
っ
た
。

A
M
O
A
の

レ
オ
・
ド

ロ
ス
テ
専
務
は
日

本
の
シ
ヲ
ー
ま
で
引
合
い
に

出
し
た
上
で
、
他
の
協
会
が

催
す
シ
ョ
ー
に
干
渉
す
べ
き

で
な
い
と
の
立
場
を
強
調
し

た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
争
い
、
ど
う
見
て
も

山山回収
祉
が
ど
れ
ほ
ど
出
展
す

る
か
が
展
示
会
の
第
一
の
価

値
を
決
め
る
だ
け
に
、
大
き

な
出
展
小
間
を
山
山
す
は
ず
の

W
C
I
社
大
赤
字

順
調
な
業
務
用
部
門
に
も
影
響
与
え
る

米
国
ア
タ
リ
相
(
本
社
カ

リ
フ
e
q

ル
ニ
ア
州
サ
ニ

l
ベ

イ
ル
、
モ
ー
ガ
ン
会
長
〉
で

は
、
業
務
用
(
コ
イ
ン
オ
プ
)

ゲ
l
ム
機
部
門
が
比
較
的
順

識
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
庭
用

(
コ
ン

シ
ュ
ー
マ

l
)
部
門

で
巨
大
な
赤
字
を
出
し
、
親

会
社
で
あ
る
ワ

i
ナ
l
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

(
W

C
I
)
社
の
決
算
に
も
大
き

な
打
繋
を
与
え
‘
深
刻
化
し

て
い
る
。

十
月
イ
六
日
、

W
C
I
社

は
第
三
四
半
期
の
決
算
を
発

表
し
た
が
、

こ
の
時
期

(七

1
九
月
)
間
判
官
は
一

億
二
千

二
百
万
ド
ル
と
い
う
巨
額
の

赤
字
を
出
し
た
(
同
年
同
期

七
千
八
百
七
十
万
ド
ル
の
息
…

字
利
益
)
。
こ
れ
で
今
年
一

|
九
月
の
赤
字
額
は
凶
億
二

千
五
百
万
ド
ル
(
同
二
億
二

千
五
百
万
ド
ル
の
黒
字
)
と

な
っ
た
。
八
三
年
度
決
算
(
一

|
十
二
月
)
は
ど
う
あ
が
い

て
も
犬
赤
字
に
な
る
こ
と
が

確
実
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め

同
社
は
本
社
ス
タ
ッ
フ
の
三

分
の
一
に
当
た
る
こ
百
五
十

人
を
レ
イ
オ
フ
す
る
な
ど
厳

し
い
姶
議
を
講
じ
た
。

ア
タ
リ
社
を
子
会
社
に
持

つ
W
C
I
社
は
八
二
年
度
決

算
で
は
ア
タ
リ
社
の
好
業
絞

の
お
か
げ
で
利
離
を
伸
ば
し

て
き
た
。
こ
れ
は
ア
タ
リ
社

の
家
庭
用
線
門
が
と
く
に
ブ

ー
ム
に
乗
っ
て
「
バ
ッ
ク
マ

忽マーカ~ >>主
な
メ
ー
カ
ー
が
会
員
と
な

っ
て
い
る

A
G
M
A
側
が
有

利
な
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し

A
G
M
A
に
も
弱
点
は
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
会
裂
が

高
す
ぎ
る
と
し
て
こ
の
ほ
ど

A
G
M
A
の
有
力
会
員
の
ひ

と
つ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
が

退
会
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

現
在
ア
タ
リ
社
、
パ
リ

i
社

な
ど
二
十
三
の
メ
ー
カ
ー
会

員
を
後
す
る
A
G
M
A
は、

そ
の
活
動
ぷ
リ
は
大
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た

金
の
か
か
る
こ
と
で
あ
リ
、

ン
」
な
ど
を
次
々
と
発
売
し

た
こ
と
に
よ
る
。

W
C
I
社

の
利
益
は
八
一
年
度
二
億
二

千
六
百
五
十
万
ド
ル
、
八
二

年
度
二
億
五
千
八
百
万
ド
ル

で
、
こ
の
決
算
に
含
ま
れ
る

ア
タ
リ
社
は
級
会
祉
の
そ
れ

を
超
え
る
(
ア
タ
リ
社
以
外

で
収
益
が
悪
い
た
め
)
利
益

を
八
一
年
度
二
億
八
千
六
百

万
ド
ル
、
八
二
年
度
三
億
二

千
三
百
万
ド
ル
と
出
し
て
き

た
。
し
か
し
事
態
は

一
転、

家
庭
用
T
V
ゲ
ー
ム
ブ
ー
ム

は
急
冷
し
、
こ
れ
ま
で
の
反

米国南岸地方で聞かれたマイルスタ一社製『クルールs大会 (2週間にわ

た')200.¥!i'で実施卓れた}の優勝者7ーク・ジョンソン君{在鰭)。写真

左へマー?君の穫父ポブ・プテン氏、大会を聞いたオベレーターのジエリ

ー ・コムストック氏、そしてマイルスター栓のポーラック販売組当副社長

K
R
Uし
し
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

骨武線lまビーム~とミサイルです。
ヲー戦車監、空中レーダー基他、南僅基勉lまミ

サイルを使わなければ破壊できません。

官ミサイル|ま強力なので爆風lこ巻き込まれ

ると周辺の飛行機はすべて破壊されます。

*ボタンを押している間はミサイルガ落下

し、 lまZますと発射します。

， 

• • 

い
さ
さ
か
強
引
な
こ
と
も
多

い
ー
ー
と
い
う
批
判
も
あ
る
。

今
回
の

A
O
E対
A
S
I
問

題
に
つ
い
て
も
、

A
G
M
A

が
十
分
解
決
で
き
る
か
不
安

も
残
っ
て
い
る
。
ま
し
て
や

A
G
M
A
に
入
っ
て
い
な
い

中
小
メ
ー
カ
ー
の
多
く
は
、

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

A
O
E

を
支
持
す
る
傾
向
が
強
い
と

の
こ
と
だ
。
従
っ
て
、
ニ
の

争
い
は
自
下
泥
沼
状
態
に
あ

'i・
、
，

h

f

I

:

i

る
か
と
う
レ
ぅ
縦
架
に
主

る
か
ま
る
で
わ
か
ら
な
い
と

宮
え
る
。

動
で
ア
タ
リ
祉
が
八
三
年
度

九
月
ま
で
で
す
で
に
五
億
三

千
六
百
万
ド
ル
の
欠
損
を
出

し
、
そ
の
お
か
げ
で

W
C
I

社
も
巨
額
の
赤
字
を
佑
す
こ

と
に
な
っ
た
も
の
。
こ
れ
ら

の
金
額
は
日
本
問
に
直
す
と

い
か
に
巨
大
な
も
の
か
わ
か

zv。W
C
I祉
の
ス
チ
ー
ブ
ン

・

ロ
ス
会
長
は
こ
う
し
た
状
況

悪
化
に
伴
な
い
、
す
で
に
七

月
七
日
、
ア
タ
リ
社
の
会
長

兼

C
E
O
(
経
営
資
任
者
)
を

そ
れ
ま
で
の
レ
イ
モ
ン
ド
・

カ
サ

l
ル
氏
か
ら
フ
ィ
リ
ヴ

プ

・
モ
ー
ガ
ン
氏
に
変
え
る

と
と
も
に
、
次
々
と
ア
タ
リ

祉
の
再
編
、
改
革
に
乗
り
出

し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

対
策
は
す
べ
て
家
庭
用
部
門

で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
順
調

に
業
績
を
伸
ば
し
て
き
て
い

る
業
務
用
部
門
に
は
本
来
関

係
な
い
こ
と
だ
が
、
山
桜
相
聞
の

き
り
詰
め
な
ど
に
つ
い
て
は

家
庭
用
部
門
と
共
同
歩
調
を

と
ら
さ
れ
る
な
ど
影
響
を
受

け
て
い
る
と
の
こ
と
。

な
お

W
C
I
祉
は
レ
コ
ー

ド
管
楽
部
門
、
映
郎
部
門
、

コ
ン
シ
ュ

ー
マ
l
郁
門
の
三

郎
門
に
区
分
さ
れ
る
多
数
の

子
会
後
を
持
っ
て
お
り
、
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
|
都
門

(
ゲ
ー

ム
機
、
玩
具
)
の
中
に
ア
タ

リ
社
は
分
相
制
さ
れ
て
い
る
。
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ョ
ー
の
期
間
中
ず
っ
と
巣
山

の
人
だ
か
り
で
、
だ
れ
む
が

興
味
と
償
問
刷
を
示
し
て
い
ま

し
た
・
実
際
タ
イ
テ
ル
悦
の

小
川
に
は
あ
ら
ゆ
る
m
m
頬
の

ゲ
!
ム
機
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
壮
観
で
し
た
。
こ
の
大

変
煎
要
点
。
会
un
は
‘
タ
イ
ト

ー
が
設
け
た

L
の
で
す
が、

現
在
で
は
ス
イ
ス
人
の
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト

|
製
ゲ
ー
ム
機

(数
日
開
銀
)

の
ほ
か
に
、
エ
キ
シ
デ
ィ
机
伐

の
「
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
が
あ
リ

こ
れ
は
し〈
成
功
削
迎
い
な
し

と
さ
れ
て
い
ま
す
.
そ
し
て

『
サ
ー
カ
ス
・
チ
ャ

l
リ

l
」

を
含
む
い
く
つ
か
の
コ
ナ
ミ

制
点
ゲ
|
ム
出
械
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
セ
ガ
社
の
新
し
い
ド

ラ
イ
ブ
も
の
「
ア
ッ
プ
ン
ダ

ウ
ン
』
も
大
い
に
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
ま
っ
た
〈
新
し

い
も
の
で
今
回
初
め
て
発
表

さ
れ
た
も
の
と
し
て
‘
タ
イ

テ
ル
社刊
の
A
W
P
機
が
あ
リ

ま
す
が
、
ニ
れ
は
い
川
社
開
祖
凡

u
州
と
し
て
も
仰
の
む
の
て
す

今
川
刊
は
タ
イ
テ
ル
祉
に
と
っ

て
‘
向
社
に
ふ
さ
わ
し
い
成

功
を
も
た
ら
し
た
シ
ョ
ー
に

な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
.

最
新
V

D
ゲ
l
ム

さ
ら
に
日
本
制
棋
の
而
白
い

レ
ー
ザ
ー
ゲ

l
ム
幽
闘
が
ユ
ー

ロ
デ
コ
れ
か
ら
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
同
社
は
川
本
の
デ
ー

タ
イ
ー
ス
ト
の
兆
肉
に
お
け

る
.
0

0

%
子
会
社
で
す

こ
の
ゲ

l
ム
機
は
デ

l
pイ

• • 

第三種郵便物認可

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
シ

ン

ョ
ー
で
は
あ
ま
り
出
回附
さ
れ

，田

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
大

、〉一
会
祉
で
需
品
袈
な
メ
ー
カ
ー
で

F
あ
る
へ

i
ゼ
ル

・
グ
ロ
ー
ブ

に

祉
が
大
変
優
れ
た
展
示
を
行

，晶

な
っ
て
い
ま
し
た
が
。

ゲ

従
来
型
の
T
V
機

レ
ー
ザ
ー
ゲ

l
ム
の
出
現

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
型

の
T
V
ゲ
l
ム
機
で
本
当
に

い
い
も
の
は
、
ま
だ
売
れ
て

い
ま
す
・
で
も
、
そ
れ
ら
は

本
当
に
い
い
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
険
制
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
・

一
例

と
し
て
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
の

ご
、
ス
タ
l
ド
ゥ
ズ

・
キ
ャ

第225号

ツ
ス
ル
」
は
今
回
の
シ
ョ
ー

で
、
欧
州
で
初
め
て
発
表
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

と
て
も
い
い
評
判
で
し
た
。

英
国
の
エ
レ
ク
ト
ロ
コ
イ
ン

祉
が
日
本
か
ら
輸
入
し
て
き

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
機
を
出
回附
し

て
お
り
、

「
万
英
同
の
忠
裂

な
大
会
社

A
L
L
{ア
ソ
シ

エ
l
ツ

・
レ
ジ
ャ
ー

・
リ
ミ

ッ
テ
ッ

ド
)
社
が
イ
タ
リ
ア

の
ザ
ッ
カ
リ
ア
社
が
釣
絡
し

1983年12月1日

上の写真は rミスタードゥズ・キャッスル』を出品Lたエレ?トロコイン祉の
ジョン・スタージデス社長{左}とマーク ・ハーウッ F販売郡長{右}

村， 0凶 Idu C酬 m町'ce(Box 00) 
8-100恥時Ies/Be1glum

Mary Openshaw by 

M
H
G
(ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ハ
イ
ア
|

・
グ
ル
ー
プ
)
祉

は
同
社
の
ビ
デ
オ

・
ジ
ュ
ー

ク
ボ
ッ
ク
ス
を
出
品
し
ま
し

た
。
こ
ね
は
従
来
の

A
M
I

2
0
0刷
用
に
、
歌
っ
て
い

る
人
の
映
像
が
出
る
画
商
の

つ
い
た
も
の
で
す
。
シ
ス
テ

ム
は
デ

ュ
ア
ル

・
カ
セ
ッ
ト

方
式
で
す
。
そ
し
て

N
S
M

コ
ン

シ
ュ
レ
ッ
ツ

E
s
m

2
0
0と
い
、
ヲ
大
変
古
典
的

で
立
派
な
外
線
の
ウ
庁
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス
が

A
L
L社
か
ら

山自
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
.

め
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
必
裂
と
す
る
あ

ら
ゆ
る
抑
制
削
の
機
恩
師
が
、
こ

の
シ
ョ
ー
で
見
ら
れ
ま
し
た
・

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
も
た
く
さ

ん
あ
リ
、
装
飾
用
品
も
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
出
回
附
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
子

ど
も
周
釆
物
機
も
あ
リ
ま
し

た
。
山
払
が
見
た
中
で

一
番
い

い
と
思
っ
た
の
は
、

M
K
C

デ
ザ
イ
ン
社
の
二
人
用

「熱

気
球
』
で
‘
こ
れ
は
色
彩
笠

か
で
子
ど
も
た
ち
に
受
け
る

の
は
問
迷
い
な
い
で
し
ょ
う
・

こ
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
は
と
て

も
よ
く
組
織
さ
れ
た
シ
ョ
ー

で
、
う
ま
く
配
置
さ
れ
て
お

り
、
前
も
っ
て
の
宣
伝
も
う

ま
く
行
な
わ
れ
ま
し
た
・
最

近
で
は
事
笑
上

A
L
L祉
が

主
催
し
て
い
ま
す
が
‘
同
社

は
現
筏
こ
の
シ
ョ
ー
の
企
両

、‘
a'角。

内
孟，s

、

右
の
写
真
位
、
M
K
C
デ
ザ
イ
ン
祉
の
マ
イ
ケ
ル
・

色
お
豊
か
立
三
人
用
象
鋤
後
『
曲
m
気
疎
』

チ
ヱ
ス
タ
l
氏
と

左
の
上
の
写
真
は
、
ロ
ン
ド
ン
プ
レ
ピ
a
l
の
創
始
者
で

あ
る
ジ
ミ
1
・
タ
ロ
ム
プ
ト
ン
氏
。
下
の
写
真
U
『シル

パ
l
・
ジ
ャ
ッ
ク
ポ
ッ
ト
』
な
ど
告
白
&
Lた
ハ
リ
t
-

レ
ピ
l
民

(右
}
と
彼
の
友
人
予
y
セ
ル
民

-
ス
ト
の
「
ベ
ガ
ズ
パ
ト
ル

(幻
縫
大
戦
)
」
で
、
す
で

に
米
関
で
も
大
き
な
成
功
を

収
め
て
い
ま
す
。
ζ

れ
は
宇

宙
戦
闘
む
の
で
.

h

旬
れ
な
映

高
問
に
基
づ
い
て
お
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
楽
な
ど
も
つ
い
て

い
ま
す
.
ニ
れ
は
A
I
M
初
め

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
で
彼
哨
持

さ
れ
た
・
』
と
に
主
り
ま
す
-

L
う
ひ
と
つ
向
社
が
出
品
し

た
楽
し
い
新
製
品
は
、
電
子

闇
路
方
式
の
上白
い
機
で
、
大

変
す
早
く
作
動
す
る
の
で
、

リ
ゾ
ー
ト
地
の
ア
ー
ケ
ー
ド

に
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い

ま
す
.
ユ
ー

ロ
デ
コ
社
の
ジ

ム

・
プ
ラ
イ
ド
氏
は
、
同
際

的
な
版
必
で
総
験
を
印
叫
ん
だ

人
で
、
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
祉

の
欧
州
大
険
出
場
の
版
必
も

拘
当
し
て
い
ま
す
が
‘
特
に

日
本
か
ら
の
新
し
い
ゲ

1
ム

機
が
ど
ん
ど
ん
流
入
し
て
く

る
と
い
う
展
望
に
つ
い
て
熱

心
に
諮
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
日
本
か
ら

の
レ
ー
ザ
ー
ゲ

l
ム
機
が
フ

ィ
リ
ッ
プ

・
シ
ェ
フ
ラ
ス

・

セ
ー
ル
ス
仕
の
小
川
で
山
町
附

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
船
井

氾
機
の

『
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ

l
」
で
す
。
ニ
れ
ら
の
レ
|

• • 
運
営
を
フ
ィ
リ
ッ
プ

・
ハ
ワ

ー
ド
を
点
任
者
と
す
る
ハ
ワ

ー
ド
&
ウ
ィ
ク
パ

|
グ

・
プ

活

し

プ
ッ
シ
ャ

l
会
社

き
て
?
ネ
!
プ
ッ
シ
ャ

ー

も
出
回
附
さ
れ
ま
し
た
が
‘
こ

の
古
典
的
ゲ
!
ム
機
は
今
後

人
公
を
呼
ぷ
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
.
プ
ッ
シ
ャ

1
タ
イ

プ
の
専
門
メ
ー
カ
ー
=
.祉
が

'
』
の
シ
ョ
ー
で
大
き
な
展
示

小
聞
を
持
ち
・
大
変
な
賑
わ

い
み
リ
を
一
不
し
ま
し
た
。
ク

ロ
ム
ブ
ト
ン

・
マ
シ
ン
社
は

「
シ
ル
バ
ー

-
グ
ラ
イ
ド
」

、
シ
ル
バ
ー

・
サ

1
7
』
な

ど
「
シ
ル
バ
ー
」
シ
リ
ー
ズ

の
プ
ッ
シ
ャ

i
を
出
品
し
ま

し
た
.
こ

こ
で
同
役
の
ジ
ミ

-

-
ク
ロ
ム
プ
ト
ン
氏
が
ロ

ン
ド
ン

・
プ
レ
ビ
ュ
ー
の
創

始
者
の
ひ
と
リ
で
あ
る
こ
と

む
述
べ
て
活
か
ね
ば
な
リ
ま

せ
ん
.
ニ
の
シ
ョ
ー
は

7
ロ

ム
プ
ト
ン
氏
と
他
の
.

祉
に
よ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
の
あ

る
ホ
テ
ル
て
閃
か
れ
た
%
に

小
さ
な
シ
ョ
ー
か
ら
品
川
ま
っ

護

a:. 
Z司

平
索
は
袷
別
の
レ
打
引
立
て
を
賜
リ
、

辱
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
ぴ
、
弊
・
祉
が
開
発
い
た
し
ま
し
た
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
機
「
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
ベ

ー

ス

ボ

ー

ル

パ

l
ト

2

マ
ン
ツ
ー
マ
ン

〔対

戦
〕

(C
H
A
M
P
I
O
N
B
A
S
E
B
A
L
L
P
A
R
T

2

M

A
N

T

O

M

A

N
)
」
サ
プ
ボ
ー
ド
キ

γ
ト

製

品
、

な
ら
び
に
新
製
品
「
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ

・
サ
ッ
カ
ー

(
E
X
C

I
T
I
N
G
S
O
C
C
E
R
)
」

の

著

作

権
、

エ
業
所
有
権
、

そ
の
他
の
諒
権
利
は
弊
社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
車
問
ロ
聞
を
無
断
で
模
倣
、
械
製
ま
た
は
、
こ

れ
ら
に
類
似
す
る
商
品
と
し
て
、
製
造
、
改
造
、
販
売
、
輸
出
、

及
ぴ
こ
れ
ら
の
商
品
を
使
用
し
て
営
業
す
る
行
為
は
弊
社
の
正
当

な
機
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
行
為
の

な
い
よ
う
充
分
に
ご
注
意
を
賜
り
、

業
界
秩
序
の
維
持
、
健

全

な

発
展
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
カ
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
十

一
月ア

Jレ
72 
ア県

電車
子選
株主

新 式 !
チF ..d、 -L
-- ~ ハ
夫 社 よ

開
発
・製
泣

ザ
l
ゲ
|
ム
機
は
ど
れ
も
大
た
も
の
な
の
で
す
。
む
、ヲ
ひ

き
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
と
り
の
プ

γ
シ
ャ

i
専
門
家

こ
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
で
初
め
て
ハ
リ

i
・
レ
ピ
ー
は

一
連
の

レ
ー
ザ
ー
ゲ

l
ム
幽
慨
を
見
た
か
れ
の
製
品
と
と
も
に
‘
他

と
守
口
う
人
む
け
つ
こ
う
い
ま
の
ア
ー
ケ
ー
ド
用
紙
剛
氏
ロ
剛
む

い
く
つ
か
出
品
し
ま
し
た

二
人
目
の
ブ
y

シ
ャ

1
市
中
門

メ
ー
カ
ー
、

K

W
シ
ス
テ
ム

ズ
札
も
.
述
の
同
社
プ

ソ
シ

ャ
ー
を
出
品
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
に
凶
入
用
の
内
形
の

も
の
が
あ
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド

に
と
っ
て
中
心
的
な
装
飾
に

代
表
取
締
役

2
U
な
る
と
思
え
ま
し
た
.

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
は
英
同
で

は
、
現
実
的
で
妥
当
な
法
律

に
よ
っ
て
保
議
さ
れ
て

い
る

た
め
、
た
く
さ
ん
の
メ
ー
カ

ー
が
そ
れ
ぞ
れ
一
述
の
製
品

を
出
品
し
ま
し
た
.
な
か
で

も
特
に
前
向
か
っ

た
の
は
サ

ミ
ッ
ト
コ
イ
ン
祉
の
新
製
品

「
ウ
ィ
ナ
l

-
テ
イ

7
・
オ

ー
ル
」
で
し
た
。
こ
れ
は
欧

州
製
品
で
は
初
め
て
の
こ
人

右
の
上
の
写
真
は
サ
ミッ
ト
コ
イ
ン
径
の
ドン
・ラ
ス
ト
社

長
夫
饗
、中
央
の
ゲ
l
ム
aは
大
感
功
L
た

『ウ
イ
ナ
l
・

• • 

ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
専
門
を
こ
な
し
て
い
る
こ
と
に
な

の
会
社
に
委
託
し
て
い
ま
す
.
り
ま
す
・

か
れ
ら
は
実
に
う
ま
く
仕
併

そ
の
時
、
ナ
γ
サ
|
氏
は
、

英
国
の
サ
ミ
ッ
ト
祉
が
製
造

し
て
い
た
新
し
い
カ
ジ
ノ
用

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
を
自
に
し
た

の
で
す
.
か
れ
は
こ
れ
ら
の

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
の
品
質
を
見

抜
き
‘
そ
の
優
秀
き
と
妥
当

な
悩
絡
を
認
殺
し
ま
し
た
。

か
れ
は
こ
れ
ら
の
機
械
が
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
市
場
で
売
れ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
い
て

か
れ
は
八
二
年
九
月
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
社
を
設
立
し
た

わ
け
で
す
.

サ
ミ
ッ
ト
社
製

G
機

そ
れ
以
来
.
大
き
な
発
展

が
あ
リ
ま
し
た
.
ナ
ッ
サ

l

氏
の
考
え
た
と
お
リ
、

サ
ミ

ッ
ト
社
の
機
械
は
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
で
よ
く
売
れ
ま
し
た
。

か
れ
は
南
北
両
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
で
こ
れ
ら
を
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
ト
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
・
か
れ
は
ダ
プ
リ
ン
の

中
心
地
に
立
派
な
本
社
を
持

っ
て
い
ま
す
・
ま
た
パ
リ
ー

ス
ロ
ッ
ト
の
中
古
田
酬
を
只
い

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
市
場

入
れ
、

ラ
ン
ド
で

昨
年
発
足
し
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
社
の
ナ
ッ
サ
l
氏

用
に
不
合
理
な
法
律
(
賂
け

金
や
ベ
イ
ア
ウ
ト
が
非
現
実

的
な
ま
で
に
低
い
の
で
す
)

に
A
u
う
よ
う
改
造
し
た
リ
し

て
い
ま
す
・
か
れ
は
今
、
大

出
品
商
白
そ
つ
な
新
し
い
ひ
闘

を
持
っ
て
い
ま
す
.

と
い
う
の
は
、
ナ
ッ
サ

l

氏
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
市
場
向

け
に
新
ゲ
|
ム
蝿
慨
を
考
案
し
、

ま
も
な
く
製
造
開
始
の
予
定

テ
イ
ク
・
オ
ー
ル
』.
下
の
写
真
は
ル
7
ァ
l
&
デ
ィ
ス
祉
の

ポプ・
デ
ィ
ス
祉
長
{後
)と
コ
リ
ン・マ
ロ
リ
l
氏
{事
前
)

だ
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
‘
う
が
い
い
、
と
考
え
て
い
ま

か
れ
は
そ
れ
が
ど
ん
な
ゲ

l
す
.
今
日
の
よ
う
に
巡
沙
し

ム
機
か
、
私
に
教
え
て
く
れ
た
時
代
で
あ
れ
、
ま
た
こ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
次
ア
ほ
ど
数
多
く
の
新
機
紛
が
市

イ
ル
ラ
ン
ド
を
紡
ね
た
時
の
織
に
出
回
っ
て
も
、
ギ
ャ
ン

お
楽
し
み
と
い
う
こ
と
に
な
プ
ル
機
は
な
お
も
人
気
を
集

り
ま
す
。
で
も
ア
イ
デ
ア
は
め
て
い
る
、
と
か
れ
は
考
え

優
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
る
の
で
す
。
か
れ
は
、
ゲ
-

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
産
業
振
興
局
ム
僚
会
般
よ
り
も
、
ギ
ャ
ン

(I
D
A
)
が
こ
の
研
究
開

プ

ル

僚

を

専
門
に
扱
う
ほ
う

発
な
ら
び
に
製
造
販
売
に
つ
が
、
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
も

い
て
許
可
を
か
れ
に
与
え
て
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

i
p
に
と

い
る
か
ら
で
す
。

I
D
A
が
っ
て
も
よ
り
安
全
だ
と
考
え

将
来
性
め
な
い
ア
イ
デ
ア
を
て
い
ま
す
.

認
め
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
.
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
法
仰
の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
ま
ず
き
に
は
問
題
が
あ
る
が

ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
社
の
本
社
も
う
じ
き
い
い
方
向
に
変

つ

に
は
こ
の
間
阿
災
施
の
た
め
て
く
る
と
思
う
.
と
ナ
ッ
サ

の
本
部
が
績
か
れ
て
い
ま
す
。
l
氏
は
務
リ
ま
し
た
。

か
れ考

t

そ
し
て
、
す
で
に
サ
ー
ビ
ス

は
こ
の
固
に
あ
る
こ
つ
の
自

b
-
，，，，，

A
 

部
門
を
手
伝
っ
て
い

る
ナ

ッ

動

機
械
業
者
協
会
の
両
方
の

サ
|
氏
の
子
怠
の
ダ
ニ
エ

ル
品
熱
心
な
会
員
で
、
こ
の
二
つ

君
が
、
ダ
プ
リ
ン
で
専
門
伎
の
協
会
が
、
そ
れ
も
近
い
う

術
の
研
究
を
絞
ん
で
お
り
、
ち
に
大
き
な
強
力
な
協
会
へ

こ
の
興
味
深
い
新
引
個
に
か
と
統

一
さ
れ
る
こ
と
を
盟
ん

れ
も
加
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
で
い
ま
す
.
そ
の
給
処
ア
ー

と

思

わ

れ

ま

す

。

ケ

l
ド

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

m

ギ
ャ
ン
ブ
ル
幽
慨
に
附
し
て
門
と
他
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

m

ナ
ッ

サ
|
氏
は
、
人
び
と
は
門
と
い
う
こ
つ
の
部
門
別
に

い
つ
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
す
る
機
能
す
る
に
せ
よ
、
今
の
ま

も
の
だ
し
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル

は

ま

の

全

然
別
の
ニ
つ
の
協
会

祭
止
す
る
よ
り
統
制
す
る
は
で
あ
る
よ
り
か
、
ひ
と
つ
の

大
き
な
協
会
に
な
っ

た
は
、
つ

が
い
い
、
と
い
う
の
が
か
れ

の
感
忽
で
す
。

上の写真はジョン ・ナッサー民とサミ ット祉のカジノ周ギャンプル慢

現
在
は

G
機
専
門

ナ
ッ
サ

l
氏
は
、
英
国
の

絞
A
n
的
な
業
者
協
会
で
あ
り

大
規
模
で
震
袈
と
な
っ
て
い

る
B
A
C
T
Aか
ら
学
ぶ
μ
況

が
多
い
に
あ
る
、
と
考
え
て

い
ま
す
。

B
A
C
T
Aは
こ

の
産
業
に
不
可
欠
な
統
制
、

し
か
も
妥
当
な
統
制
を
作
り

出
し
て
い

る、

と
感
じ
て
い

る
の
で
す
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
般

の
取
扱
い
は
遮
切
に
行
な
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
も

な
い
と
と
ん
で
も
な
い
こ
と

に
な
る
、
と
か
れ
は
強
制
し

て
い
ま
し
た
。

方
法
は
、
む
ち
ろ
ん
だ
れ
に

と
っ
て

L
従
来
よ
リ
は
る
か

に
好
都
合
な
も
の
で
し
た
.

シ
ョ
ー
で
は
訟
の
予
想
ど

お
り
、
レ
ー
ザ
ー
ゲ

I
ム出慨

が

|
し
か
ら
日
本
裂
の
も

の
が
柏
村
に

1
1
4中
心
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
疑
い
な
く
ζ

こ
で
ト
ッ
プ
の
人
気
と
な
勺

た
の
は
タ
イ
ト
ー
の

『
レ
ー

ザ
ー

・
グ
ラ
ン
プ
リ
』
で
‘

シ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
パ
の
実
に
議

附
し
い
ゲ

i
ム
機
で
す
・
シ

て
製
造
し
た
む
の
を
出
回
附
し

て
い
ま
し
た
・
立
派
な

A
L

L
祉
の
厳
示
小
聞
に
は
、
バ

リ
|
-
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社
の

『
デ
ィ
ス
ク
ス

・
ト
ロ
ン
』

も
出
品
さ
れ
て
い
ま
し
た
.

肉
際
的
に
e者
名
な
ル
フ

T
&
デ
ィ
ス
社
は
と
て
も
新

規
性
の
あ
る
製
品
を
出
品
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
「
モ
ジ
ュ

ラ

l
-
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
シ

ス
テ
ム
」
で
、
巨
大
な
ス
ク

リ
ー
ン
に
T
V
ゲ

i
ム
を
投

影
し
ま
す
。

P
C
ポ

l
ド
を

含
ん
だ
独
立
し
た
ユ
ニ

ッ
ト

を
用
い
.
そ
れ
で
ゲ

l
ム
を

行
な
・
ヲ
わ
け
で
す
.

ア
イ
ル

す
る
ア
メ
リ
カ
人

ジ
ョ
ン

・
ナ
ッ

サ

l
氏
は

本
当
は
ア
メ
リ
カ
人
で
す
が

現
在
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
す

っ
か
リ
定
住
し
、

一
九
八
二

年
に
か
れ
が
股
立
し
た
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
祉
の
経
営
に
当

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
か
れ

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

ナ
ッ
サ

l
氏
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
生
ま
れ
育
ち
、
後
に

会
計
士
の
遂
を
滋
び
、
実
際

米
国
で
税
理
会
社
を
持
つ
に

歪
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
七

五
年
ご
ろ
、
か
れ
は
親
類
を

通
じ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

製
巡
工
場
を
股
け
た
パ

リ
|

社
の
支
社
に
来
な
い
か
と
持

ち
か
け
ら
れ
、
相
憎
か
れ
ま
し

た
.
ナ
ッ
サ
|
氏
は
す
ぐ
に
、

こ
の
支
社
が
パ
リ

l
社
グ
ル

ー
プ
の
ひ
と

つ
に
し
て
は
小

さ
す
ぎ
る
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。
バ
リ

l
祉
は
急
速
に

鉱
大
し
つ
つ
あ
り
、
大
胡
縄
問
腕

で
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
の
み

関
心
を
向
け
て
い
た
の
で
す
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
支
社
は
八

一

年
に
閉
鎖
と
な
り
、
か
れ
の

関
心
は
米
同
に
戻
っ
て
す
る

べ
き
仕
郡
へ
と
す
で
に
向
っ

て
い
ま
し
た
。

削
m
ギ
ャ
ン
ブ
ル
俊
で
、
大
変

な
然
筏
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
突
の
と
こ
ろ
、

だ
れ
も
が
「
な
ぜ
今
ま
で
こ

う
い
、
ヲ
も
の
を
考
え
つ
か
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
善

一一回っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
お
り

な
の
で
す
.
他
の
有
名
な
英

樹
の
メ
ー
カ
ー
も
た
い
て
い

代
用
腐
を
通
じ
て
山
山
回
附
し
て

お
リ
、
エ
ー
ス
託
、

J
P
M

社、

ベ
ル
フ
ル
ー
ツ
枕
な
ど

の
優
れ
た
製
品
が
出
回
附
さ
れ

て
い
ま
し
た
e

ア
リ
ス
ト
ク

ラ
ソ
ト
祉
は
、
今
で
は
完
全

に
蒋
編
成
さ
れ
合
理
化
さ
れ

た
会
社
で
す
が
.
同
社
の
最

新
機

、
キ
ン
グ
ス

・
ラ
ン
ソ

ム
」
の
試
作
出
慨
を
披
露
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
プ
レ
イ
方
法

を
絞
維
に
で
な
く
簡
単
に
し

た
も
の
で
す
.
同
社
は
カ
ジ

ノ
市
場
に
大
き
な
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す

プ
ー
ル
テ
ー
ブ
ル
や
ビ
リ

ヤ
ー
ド
は
、
人
気
が
あ
る
に

• • 

今
ま
で
ナ
ッ
サ

l
氏
は
純

粋
な
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

・

ゲ
|
ム
機
を
扱
っ
た
こ
と
が

あ
リ
ま
せ
ん
.
A
M
ゲ

l
ム

機
が
か
れ
の
興
味
を
ひ
か
な

か
っ
た
の
で
は
な
く
、
ま
っ

た
く
逆
な
の
で
す
。
で
も
か

れ
は、

目
新
し
い

A
M凶闘
が

市
場
に
全
然
な
か
っ

た
と
き

会
社
を
設
立
し
た
わ
け
で
す
。

か
れ
は
、
そ
の
う
ち
ま
っ
た

〈
新
し
い

A
M
機
が
出
て
く

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
臨
時

促
し
て
い
ま
す
・
し
か
し
そ

れ
に
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
ひ

、
き
つ
け
る
本
当
の
新
規
性
を

持
っ
た
も
の
で
な
く
て
は
な

ら
な

い
だ
ろ
う
、
と
強
調
し

て
い
ま
す
。
人
び
と
は
以
前

め
よ
う
に
は
ゲ

i
ム
機
で
遊

ん
で

い
な
い
、
と
か
れ
は
指

摘
し
ま
す
。
か
れ
の
見
る
に

は、

す
べ
て
が
際
協
で
、
新

規
性
が
ま
る
で
な
い
の
で
す
・

本
当
に
新
規
で
今
ま
で
と
途

っ
た
も
の
が
出
現
す
る
と
き
.

A
M
ゲ

l
ム
機
の
市
場
は
き

っ
と
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と

で
し
ょ
う
・

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
綬
争

が
非
常
に
激
し
い
、
と
ナ
ッ

サ
l
氏
は
誇
っ
て
い

ま
す
。

か
れ
は
そ
れ
を
幡
町
戦
と
受
け

と
め
て
お
り
、
幸
い
に
も
同

社
の
級
車
川
し
て
い
る
サ
ミ
y

ト
社
製
品
が
大
い
に
綴
り
に

な
っ
て
い
る
、
と
の
こ
と
で

し
た
。ナ

ッ
サ
1

氏
は
、
何
に
も

ま
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
立
派
な
合

理
的
な
法
律
の
下
で
、
そ
し

て
優
れ
て
妥
当
な
統
制
の
下

で
働
く
・」
と
の
で
き
る
日
を

待
ち
焦
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
、
今
の
混
沌
と
し
た

こ
の
業
界
は
、
政
府
を
含
め

た
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
に
と
っ

て
、
楽
し
く
て
利
益
の
あ
る

も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
.
と

か
れ
は
曾
っ
て
い
ま
す
.

玄
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一一一一・ー
二二で反射

さttて党C!

前方へ進む

ので明るさ

が柵す

4M， 

ピン

二二千フア十ヲ7イ
電気力銀

{・}

(b) 

Ct 

光
面

rでででで士

邸収大

Q 

衝
撃
に
よ
る
蛍
光
商
の
イ
オ

ン
焼
け
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

き%

静
電
集
束

静
電
集
前
棋
の
原
理
は
、

m
m

6
m凶
に
示
す
よ
う
に

2
つ
の

電
緩
A
と
B
の
聞
に
氾
佼
必

を
う
え
る
と
、
向
い
屯
伎
の

従
回
世
B
(
F
M
)

か
ら
低
い
引
地

位
の
徒
隊
A
に
向
っ
て
実
線

で
示
し
た
よ
う
な
包
火
力
総

(
氾
界
の
伐
仰
を
淡
わ
し
た

山
線
群
)
が
生
じ
ま
す
.
そ
し

て
、
こ
の
電
気
力
線
と
庖
品
川

の
方
向
に
点
線
で
.
示
し
た
よ

う
な
等
電
位
前
(
屯
位
の
等

し
い
点
で
つ
く
ら
れ
る
而
}

が
で
き
ま
す
。

い
ま
、
第
6
図
例
の
よ
う

に
.
カ
ソ

l
ド
K
か
ら
飛
ん ""...由同、

、t;- """ 

-ah 
lc基

σ〉

C
R
T
 

働
き
も
し
て
い
ま
す
・

(2) 

電
子
銃

川
地
チ
叫
肌
(
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
・

ス7・1ーン
グリ， ~ 

G. 

1Itチ流

プレート
P 

受像管の構造図 1

• • 

け
い
光
耐Q 

I県点

G， 

k~、

光源三」寸;;;;>Q 

静電集束の原理 光学レンX

(c) 

11.: 

K 

図 6

(.)焦点範雌近すぎ

で
き
た
也
子
が
泌
皮
V
で
P

点
よ
り
こ
の
世
サ
従
位
而
に
突

入
し
た
と
し
ま
す
と
、
そ
の

泌
皮
V
は
ゆ
川
地
位
州
に
予
行

な
分
力
引
引
と
抗
九
州
な
分
h
H
H
刊

に
分
.
け
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

杭
品
川
な
分
力
%
は
巡
行
万
向

段
-
点締ハ日刊

Q……クロス才一パー点
{銭点}

(<) ~量点距11遣すさ

図 7 焦点とスポット

( b)焦呪隠線被適

け
い
光
開

に
あ
る
高
電
位
の
電
界
の
た
と
こ
ろ
で
、
ち
ょ
う
ど
Q
点

め
に
加
速
さ
れ
て
速
度
は
れ
に
焦
点
が
合
う
よ
う
に
グ
リ

に
増
加
し
ま
す
が
、
平
行
な
ッ
ド
ふ
の
電
圧
を
調
整
し
て

八
万
力
引
は
等
電
伎
の
た
め
に
お
き
ま
す
。
第
7
図
は
焦
点

変
化
し
ま
せ
ん
。
そ
の
結
来
、
の
途
い
に
よ
リ
、
ス
ポ

ッ
ト

p
点
に
突
入
し
た
電
子
の
迷

Q
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か

皮
は
引
と
%
の
合
成
迷
皮
ぬ
と
い
‘
ヲ
こ
と
を
示
し
た
む
の

に
な
る
の
で
、
そ
の
進
路
は
で
す
・

中
心
触
の
ト刀
向
に
仰
げ
ら
れ

ま
す
。つ

ま
リ
‘
カ
ソ
ー
ド
K
か

ら
飛
び
出
し
た
惜
チ
は
‘
滞
-

U
川
悦
日
間
に
炎
人
す
る
と
、
い

ず
れ
も
小
心
帥
酬
の
万
向
に
仰

げ
ら
れ
て
全
部

Q
点
に
集
ま

り
ま
す
。
ニ
れ
を
光
の
場
合

に
た
と
、
え
ま
す
と
、
惜
別

6
図

。
の
よ
う
に
光
を
集
束
す
る

レ
ン
ズ
の
山
聞
き
に
似
て
い
ま

す
か
ら
‘
明
即
屯
的
に
電
子
を

集
束
す
る
こ
の
機
棚
怖
を
静
電

議

2 

電
磁
集
束

第

8
聞
は
.
従
磁
柚
根
市
単
の

川
相
醐
刊
を
示
し
た
も
の
で
す
.

い
ま
、
均

4

な
叫
岨
界
H
内
の

P
内
…
に
巡
皮
V
で
進
入
し
て

く
る
電
子
は
.
磁
界
と
采
砿

な
分
力
引
と
磁
界
と
平
行
な

分
力
H
H
に
分
け
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
.
そ
の
場
合
、

れ
は
磁
界
の
影
響
を
受
け
ま

せ
ん
が
、
日
刊
の
方
は
磁
界
と

直
角
で
あ
る
た
め
フ
レ
ミ
ン (.)真受管の栂遣と電子流

ー
タ
ー
を
締
入
し
て
、
制
度

ぐ
ら
い
に
加
熱
さ
せ
て
熱
屯

子
を
放
出
さ
せ
ま
す
。

例

第

一
グ
リ
ッ
ド

こ
の
グ
リ
ッ
ド
は
.
其品川記

肺
口
の
制
御
グ
リ
ヴ
ド
に
相
当

す
る
'u
の
で
す
.
約

3
閃
に

示
す
よ
・
ヲ
に
、
カ
ソ
ー
ド
を

(b)ブラウン管内電子流

図2

給取
子り
'這図
画匡ん H 

ので 6.3V日

中 い 0.6A
央る
iニP:J
0.6筒
ミ状
1)の

輸方I色I

都 1".リ γ~'G，ぐ
ら
い
の
小
さ
な
穴
を
あ
け

て
、
そ
の
穴
か
ら
一
定
下
が
流

G. G.(P) c.(p) 

↑ 
12kV 

-60-400V 

G. 

0--60V 

ぜ
一…ω電磁集束の原理

~:三'二j.4，/こL空
Lチグ Mご土主
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図8
(.) 

1(1チ

グ
の
ん
・

F
の
法
則
(
電
気
の

広
功
、

m.
郎
、
第
3
問
診

m
m
)

に
よ
っ
て
口町
と
ほ
品
川
の

H
向
日
刊
の
h
M

を
受
け
ま
す
.

従
っ
て
、
電
子
は

V
と
%
の

合
成
カ
%
と
い
う
カ
を
安
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

第

8
図
川
仰
の
よ
う
に
中
心
州

句せ
'a

の
問
。
に
銀
旋
運
動
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

実
際
の
受
像
管
で
は
、
第

9
図
の
よ
う
に
集
束
に
使
う

磁
界
は
外
部
の
集
束

コ
イ
ル

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
集
束

コ
イ
ル

に
は
非
情
に
短
い
コ
イ
ル
が

用
い
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ

(.)商事官rtJ品束
図 3

れ
出
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま

す
。

ζ

の
グ
リ
ッ
ド
に
は
カ

ソ
ー
ド
よ
り
マ
イ
ナ
ス
の
電

圧
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
屯
庇
(
バ
イ

ア
ス
氾
何
)
の
変
化
に
よ
っ

て
流
出
す
る
泊
予
の
批
が
変

え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
欲
丸

一山
の
明
る
さ
が
変
え
ら
れ
ま

す
・
こ
の
グ
リ
ッ
ド
に
映
像

灯
号
を
加
え
札
ば
、
日
サ
電

圧
に
応
じ
て
蛍
光
州
の
制
時
点

の
明
附
が
変
化
し
て
附
則
が

構
成
さ
れ
ま
す
の
で
錬
度
変

測
を
行
う
、
』
と
が
で
き
ま
す
.

仰

第

一.グ
リ
ッ
ド

ニ
の
グ
リ
ッ
ド
の
場
A
n
は、

円
筒
形
の
電
極
の
中
央
に
日

ミ
リ
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
ん
八
が

あ
け
て
あ
リ
、
そ
の
穴
を
過

し
て
電
子
流
が
飲
光
耐
に
向

っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。
こ

の
グ
リ
ッ
ド
に
は
測

1
制
ボ

ル
ト
の
電
圧
が
か
け
ら
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
グ
リ
ッ
ド

を
通
る
也
子
は
馳
方
向
に
加

速
さ
れ
ま
す
。
そ
ニ
で
、
こ

の
グ
リ
ッ
ド
は
加
迷
グ
リ
ッ

ド
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
.

同

第

一
グ
リ
ッ
ド

こ
の
グ
リ
ッ
ド
に
は
ア
ノ

ー
ド
と
向
じ
九
仙
沼
児

{ω
1

M
M

キ
ロ
ボ
ル
ト
結
成
)
が
加

え
ら
れ
て
い
て
、
氾
L
T
流
を

加
巡
し
て
い
ま
す
。

制

筑

間

グ

リ

ッ
ド

ら
と
ら
で
加
速
さ
れ
た
氾

チ
は
、
互
い
に
マ
イ
ナ
ス
の

電
気
ど
う
し
の
た
め
に
、
電

子
相
互
附
で
反
発
力
が
働
い

(b)電磁集束

図 4

P 

。--60V 400V 

• • 

鉄板(シール ド・ケ目ス)

け
い
た
而

績予巨コイル

か
ら
山
る
総
凶
作
は
内
山
川
し
た

知
い
む
の
に
な
り
‘
そ
の
た

め
に
、
氾
干
の
娘
級
選
動
は
、

逃
行
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に

収
叙
さ
れ
て
焦
点

Q
に
集
中

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
磁
界

を
使
っ
て
電
子
に
銀
旋
運
動

を
与
え
て
電
子
流
を
築
家
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
、
先
に
述
べ
た

静
電
レ
ン
ズ
に
対
し
て
電
磁

レ
ン
ズ
(
ま
た
は
舷
界
レ
ン

ズ
)
と

一一七回い

、
こ
の
よ
う
な

十
刀
法
を
電
磁
集
束
と
言
っ
て

い
ま
す
。

附山

ω図
は
実
際
の
電
舷
集

束
の
受
像
管
を
示
す
図
で
す
.

q 

-φI2kV 

+400V 0--
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のパーツもE量級い中です

。'S
エックスヌ・オーヌ

自

前
聞
の
第
二
回
目
は
、
凶

m
l閃
に
一

一般
の
受
像
周

宇一

面
の
走
資
(
ス
キ
ャ
ン
ニ
ン
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
械
巡
を
が
し

品

グ
)
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
ま
す
・
ニ
の
ブ
ラ
ウ
ン
作
は

事

し
て
、
テ
レ
ビ
の
州
ぶ
聞
に
‘
次
の
附
つ
め
部
分
に
し
〈
別
で

-一

ど
の
よ
う
に
し
て
断
像
が
仙
吹
き
ま
す
。

出

し
山
山
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ

・
会
体
を
包
ん
で
い
る
フ
ラ

凶

と
の
、
曾
わ
ぱ
と
ぱ

n
め
と

ス
コ
状
の
ガ
ラ
ス
脇田

(パ

畠

こ
ろ
を
み
て
き
ま
し
た
。
広
プ
)

回

Aγ
例
の
第
二
回
一
日
は
、
受

・
匂
子
を
鋭
い
ビ
ー
ム
状
に

-一

像
管
の
締
冶
が
ど
の
よ
う
に

し
て
送
り
出
す
電
子
銃
(エ

+

な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
、
レ
タ
ト
ロ
ン

・
ガ
ン
)

晶

そ
の
中
味
を
み
て
い
き
た
い

.
・
電
子
ピ
l
ム
を
水
平
方
向

一一

と
思
い
ま
す
。

と
垂
直
方
向
に
走
査
さ
せ

品

テ
レ
ビ
の
受
像
管
は
、
発

る
偏
向
部
(
前
回
に
掲
載
)

日

明
者
で
あ
る
ド
イ
ツ
人
の
ヵ

・
電
子
ビ
l
ム
が
当
る
と
発

日

l
ル
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・

光
し
て
画
像
を
映
し
出
す

出

ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
名
を
と
っ
て
、
蛍
光
面

詰

一
般
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
と
言
各
部
に
つ
い
て
み
て
い
き

お

っ
て
い
ま
す
。
(
余
談
に
な

ま

す
。

+一

り
ま
す
が
、
こ
の
ブ
ラ
ウ
ン

出

と
い
ヲ
人
は
、

}
八
五

O
年

川

ガ
ラ
ス
管
(
パ
ル
プ
)

ガ
ン
)
は
、
原
理
的
に
は
、

事一

か
ら
一
九
一
八
年
ま
で
生
き
パ
ル
プ
は
単
に
兵
盗
容
総
第
2
図
付
に
一
不
す
よ
う
な
真

&

た
人
で
、
一
九

O
九
年
に
は
、
の
役
目
を
す
る
だ
け
で
な
く
・
空
管
の
電
儀
と
阿
し
よ
-
ヲ
な

詰

無
線
通
信
の
発
明
省
と
し
て
内
部
に
塗
布
し
た
グ
ラ
フ
T

働
き
を
し
て
い
ま
す
・
真
空

品

術
名
な
イ
タ
リ
ア
の
マ
ル
コ
イ
ト
持
氾
阪
が
陽
線

(ア
ノ
管
の
渇
A
H
は
、
除
隊

(
カ
ソ

出

l
ニ
と
と
も
に
ノ
ー
ベ
ル
物

l
ド
)
の
役

H
を
す
る
よ
う

l
ド
)
か
ら
出
た
氾
チ
が
肉

&

理山
γ
貨
を
受
賞
し
て
い
ま
す
可

に
な
っ
て
い
ま
す
.
ま
た
‘
レ
々
に
紋
射
さ
れ
‘
そ
の
匂
F

m
学
術
的
な
附
ぴ
名
は
、
陰
極

こ
の
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
滋
川
股
の
量
は
グ
リ
y
ド
て
コ
ン
ト

品

線
開
U

(

カ
ソ
ー
ド

・
レ
イ

・

は
、
蛍
光
州
に
川

F
ピ
|
ム
ロ
|
ル
さ
れ
て
.
プ

レ
ー
ト

一

チ
ュ
ー
ブ
刊

C
R
T
)
と軒
目
が
当
っ
た
と
き
に
そ
こ
か
ら
に
述
し
ま
す

串

い
ま
す
.
ま
た
、
尖
町
市
川
で
は
、
飛
び
出
す
て
次
悩
子
を
吸
収
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
場
合
の
電

畠

ピ
ク
チ
ャ
|
・
チ
ュ
ー
ブ
と
し
て
、
蛍
光
州
が
マ
イ
ナ
ス
チ
銃
は
、
第

2
関
川
門
に
示
す

回

官
、
ヲ
人
む
い
ま
す
。
に
併
屯
し
な
い
よ
う
に
す
る
よ
う
に
、
ヒ
ー
タ
ー
仰
と
カ

お

ソ
l
ド
例
と
グ
リ
y
ド
制
3

国

側
で
織
成
さ
れ
て
い
ま
す

a

例

ヒ

ー

タ

ー

話

ヒ
ー
タ
ー
は
、
タ
ン
グ
ス

岨

テ
ン
線
を
飢
判
長
状
に
巻
い
て
-

M

そ
れ
に
電
波
を
出
品
し
て
、
附

a

接
的
に
カ
ソ

l
ド
を
加
熱
す

出

る
も
の
で
す
。

Z

伺

カ

ソ

l
ド

出

普
通
の
真
受
管
の
カ
ソ
l

串

ド
と
問
機
の
働
き
を
す
る
も

=

の
で
、
ス
テ
ン
レ
ス
制
点
や
ニ

=

ツ
ケ
ル
制
点
の
円
筒
部
の
頂
邸

出

に
パ
リ
ュ
ウ
ム
な
ど
の
酸
化

温

物
を
塗
布
し
て
、
品
開
…
電
子
政

出
を
容
易
に
し
、
内
却
に
ヒ

& X'S 
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て
批
散
し
よ
う
と
し
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
ピ

l
ム
状
に
収

束
さ
せ
る
の
が
、
』
の
グ
リ
ッ

ド
の
役
目
で
す
。
そ
こ
で
.

こ
の
グ
リ
ッ
ド
は
築
家
グ
リ

y
ド
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
-

m
M

第
五
グ
リ

ッ
ド

、}
の
グ
リ
y
ド
と
ら
は
、

内
部
で
接
続
さ
れ
て
お
り
.

接
触
周
ぱ
ね
を
通
じ
て
内
部

線
電
膜
に
導
か
れ
て
、
ア
ノ

ー
ド
端
子
に
つ
な
が
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
ら
と
ら
は

プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す。
な
お
、

F
M
と
円
切
の
グ
リ
ッ

ド
で
静
氾
レ
ン
ズ
が
織
成
さ

-
a
 

れ
て
、
そ
れ
に
よ
リ
傍
混
集
光
面
と
召
い
ま
す
・

東
が
行
な
わ
れ
ま
す
・
従
っ

こ
の
メ
タ
ル

・
パ
ッ
ク
レ刀

て
、
閉
山
4
図
に
示
す
よ
う
に
‘
式
の
場
合
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ

l

・2
沿
磁
山
地
柑
棋
の
m噌
A
H
に
は
ふ
と
ム
の
減
収
は
.
m地
下
は
政
〈

ふ
は
必
袋
あ
リ
ま
せ
ん
.

通
し
ま
す
が
、
光
の
反
射
郁

が
向
く
、
欽
光
?聞
の
鯨
波
は

約
2
僚
に
な
リ
、
イ
オ
ン
の

ブ
ラ
ウ
ン
管
の
前
面
総
は
、

7
e
A
l
ス
・
プ
レ
ー
ト
(
賞

光
而
ガ
ラ
ス
)
と
呼
ば
れ
、

そ
の
寸
法
の
縦
績
比
は
3
対

4
の
方
形
に
な
っ
て
い
ま
す
.

ブ
ラ
ウ
ン
管
の
蛍
光
面
に

は
、
白
色
に
発
光
す
る
蛍
光

体
が
必
要
で
す
が
、
朝
棋
を
で

は
2
1
3
種
類
の
蛍
光
体
の

成
分
を
混
合
し
て
、
白
色
に

発
光
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

一
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
蛍

一
光
体
は
数
ミ
ク
ロ
ン
の
粉
末

一
状
に
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
の

一
内
側
に
薄
〈
沈
罰
則
さ
せ
て
密

一
務
さ
せ
ま
す
.

一

ま
た
‘
こ
の
敏
光
耐
の
官
官

一
側
に
第

5
図
の
よ
う
に
ア
ル

ー
一

ミ
ニ
ュ
ー
ム
の
薄
肢
を
真
空

小
一

液
活
法
に
よ
リ
付
渚
さ
せ
た

月
一

も
の
を
メ
タ
ル

・
パ
ッ
ク
蛍

2
一

ル
理

1
-

9廠〆
のの，，

'3
y
 

図
パ

レ
ン
ズ

(ま
た
は
電
子
レ
ン

ズ
)
と
呼
ん
で
い
ま
す
・

い
ま
.
ヵ
ソ

l
ド

K
か
ら

胎
脱
出
さ
れ
た
電
子
は
、
グ
リ
ゆ

ッ
ド

G
の
小
穴
を
通
り
抜
け
引

て
、
ク
ロ
ス
オ

i
パ
部
を
滋
舟

り
、
さ
ら
に
グ
リ
ッ
ド
ら
の

正
電
圧
で
加
速
さ
れ
ま
す
・

そ
し
て
、
そ
の
高
速
化
さ
れ

た
電
子
は
、
グ
リ
ッ
ド
ら
と

ら
の
附
の
静
電
レ
ン
ズ
で
一

旦
は
集
束
さ
れ
ま
す
が
.
グ

リ
ッ
ド
ら
の
官
同
電
圧
で
再
び

広
が
ろ
う
と
す
る
の
を
、
グ

リ
ッ
ド
ふ
と
F
M
の
静
電
レ
ン

ズ
で
集
束
し
て
非
常
に
細
い

ピ
|
ム
状
に
な
り
ま
す
.
こ

の
辺
チ
ピ

l
ム
は
カ
ソ

l
ド

ら
と
パ
ル
プ
内
畑
山
に
ゆ
布
し

て
あ
る
メ
タ
ル
パ
ッ
ク
(
ア

ノ
l
ド
)
と
の
印
刷
尽
に
よ
っ

て
艇
に
加
速
さ
れ
て
蛍
光
耐

に
突
入
し
ま
す
そ
し
て
、

電
チ
流
が
蛍
光
.向
に
速
し
た

大

-

点

e
輝一一
一

一静
一
Q

け

い

光

面

詰

ム
一
い
石
山

ビ

一九
二
了
一

子
・
4
乙氏

電
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5段階走破のTVドライブを

マルチ画面で
rT x-1 j 辰巳の初のアーケード

a
g
o
B
 TX-1 

辰
巳
電
子
工
業
開
(
本
社

奈
良
県
桜
原
市
、
辰
巳
嘉
宏

社
長
)
開
発
に
よ
る
マ
ル
チ

同
前
採
用
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

一
定
タ
イ
ム
内
に
端
か
ら
端
へ

パ
イ
プ
に

触
れ
ず
に

輪
を
移
動

東
娯
か
ら

「
ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
」

11'ミ

東
洋
娯
楽
機
側
(
本
村
来
い
き
、
ス
タ
ー
ト
位
鷲
を
決

一
京
、
山
間
俊
夫
社
長
)
か
ら
め
、
硬
貨
投
入
で
ス
タ
ー
ト
。

一
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
「
か
み
な
冶
中
で
リ
ン
グ
が
パ
イ
プ
に

一
リ
っ
子

・
ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
」
が
触
れ
る
と
、
雷
立
口
いか
鳴
る
と

畑

一
十

一
月

一
日
空
%
と
な
っ
た
。

月
一

こ
れ
は

U
字
製
パ
イ
プ
に

2
一
触
れ
な
い
よ
う
に
リ
ン
グ
を

引
一

移
動
さ
せ
る
ゲ
|
ム
で
、
タ

3
一
イ
マ

i
制
(
湖
町
蛍
可
能
)
。

8
一
リ
ン
グ
の
移
動
は
パ
イ
プ
を

ゆ
一
過
し
て
幼
か
ら
も
う
F

方
の

治
ま
で
行
な
う
が
、
硬
貨
投

入
前
に
右
端
か
左
端
か
姉
き

な
ほ
う
に
リ
ン
グ
を
持
っ
て

第三棟郵便物~可

• • 

型
T
V
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
|
ム
機

「
T
X
i
l
」
が
、
関
西
精

機
製
作
所
な
ど
阿
羽
を
通
じ

て
十
月
下
旬
発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
正
面
と
京
布
の
計

三
つ
の

，刀d

フ
l
T
V
モ
ニ
タ

ー
(
各
二
十
勺
)
を
採
用
し

て
い
る
の
が
絞
大
の
特
徴
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ニ

タ
ー
は
織

に
援
ぴ
、

三
つ
で
連
続
し
た

一
つ
の
阿
耐
を
織
成
し
て

い

る
。
T
V
ゲ
l
ム
機
で
の
マ

ル
チ
回
一白
採
用
は
問
機
が
初

と
む
に
上
訓
酬
の
バ
ト
ラ
イ
ト

ラ
ン
プ
が
回
転
し
ゲ
|
ム
務

了
と
な
る
。
制
限
タ
イ
ム
(
盤

耐
下
部
に
表
示
)
内
に
う
ま

く
リ
ン
グ
を
ゴ

l
ル
ま
で
移

動
さ
せ
る
と
、
フ
ァ
ン
フ
ァ

ー
レ
が
鳴
り
景
品
カ
プ
セ
ル

(
た
だ
し
法
令
の
純
間
内
で

の
)
が
払
出
さ
れ
る
。
定
価

二
十
二
万
円
。

図 票
芳多長

Z構;
i成 章
Jゲご

ム

一
定
の
図
形
を
形
作
っ
て

い
く
と
い
う

T
V
ゲ
l
ム
機

「
フ
オ
ゾ
ン
」

が
、
側
ナ
ム

コ
(
本
社
東
京
、
中
付
雅
総

社
長
)
か
ら
十

}
月
五
日
発

売
と
な
る
。

こ
れ
は
絞
ブ
ケ
ミ
ッ
ク
M

を
八
あ
向
レ
バ
ー
で
繰
作
し

図
形
の

-
都
で
あ
る
の
モ
レ

y
ク
M

と
結
合
し
な
が
ら
、

画
耐
の

パ
ッ
ク
に
指
示
さ
れ

た
図
形
泌
り
に
組
立
て
て
い

く
ゲ
ー
ム
。
図
形
の
指
示
は

令
部
で
二
十
四
純
類
あ
り

三
抑
制
酬
を
完
成
さ
せ
る
ご
と

に
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
テ
ー
ジ
'

ゲームマシユ〆第225号1983年 12月1日(27) 

前方の視角を移動させながら

惑星上の砲撃戦
「センジョウ」テーカ ンから T V

「
フ
オ
ゾ

ン」

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

モ
レ
ッ
ク
(
州
色
あ
る
)

は
定
軌
進
上
を
自
転
し
な

が
ら
動
い
て
お
り
、
ケ
ミ
y

ク
と
の
総
合
は
そ
れ
比
ぞ
れ
凶

カ
所
あ
る
結
A
H
占
、
の
う
ち

一

カ
所
を
合
わ
せ
て
行
な
う
。

同
じ
色
の
モ
レ
ッ
ク
を
続
け

て
結
合
さ
せ
る
と
高
符
点
。

指
示
と
災
な
る
結
合
を
し
た

場
合
は
、
ボ
タ
ン
で

一
つ
ず

つ
分
織
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
途
中
で
n
a線
々
と
，

a戸

線
u

が
総
合
し
た
モ
レ
ッ
ク

を
破
酬
明
し
に
く
る
の
で
注
意
。

ま
た
合
体
と
分
裂
を
繰
返
し

惑
星
上
で
の
抱
般
事
械
を
テ

!
?
と
し
た

T
V
ゲ
ー
ム
機

「
セ
ン
ジ
ョ
ウ
」
が
、
側
テ

|
カ
ン

(
本
社
東
京
、
柿
原

孝
社
長
)
か
ら
十

一
月
十
五

日
発
売
と
な
る
。

こ
れ
は
ツ
イ
ン
レ
ー
ザ
ー

砲
の
操
縦
席
か
ら
見
た
倒
前

内
の
敵
を
磐
破
し
て
い
く
も

の
。
岡
市
は

3
D
効
果
が
あ

り
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
中
心
と

L . ~ 

11111 

な
が
ら
削
買
っ
て
く
る
，
ア
ト

ミ
ッ
ク
u

(

門
担
大
八
例
に
分

製
)
に
触
れ
る
と
ア
ウ
ト
。

た
だ
し
ゲ
|
ム
が
進
行
す
れ

ば
現
わ
れ
る
。
パ
ワ

l
モ
レ

ツ
ク
ω

と
の
結
合
に
よ
り
、

体
当
た
り
反
憎
が
可
能
。
図

形
完
成
で
次
の
閃
形

(複
雑

に
な
っ
て
い
く
)
へ
挑
戦
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
テ
ー
ジ
は
紡 旬、句、

句、
め
て
で
、

三
つ
の
画
面
に
よ

り
カ
ー
ブ
時
な
ど
の
見
通
し

が
き
き
、
迫
力
あ
る
レ

l
ス

展
開
が
楽
し
め
る
。
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
ハ
ン
ド
ル
、
ア
ク
セ

ル
、
ブ
レ
ー
キ
、

ン
フ
ト
レ

バ

|

(
ロ
!
と
ハ
イ
の
二
段

階
)
に
よ
り
自
尊
(
中
央
断

簡
で
の
み
移
動
)
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
。

コ
ー
ス
は
カ
!
プ
が
大
部

分
を
占
め
、
途
中
で
左
右
へ

の
分
岐
点

{チ

ェ
ッ

ク
ポ
イ

ン
ト
)
が
三
回
あ
り
、
手
こ
}

で
左
布
い
ず
れ
か
を
選
ん
で

進
ん
で
い
く
。
こ
の
選
び
ち

に
よ
り
全
部
で
八
様
相
閉
め
コ

ー
ス
が
あ
る
が、

}
ゲ
ー
ム

で
一
コ

l
ス
の
み
プ
レ
イ
。

例
閣
パ

ッ
ク
に
は
砂
淡
、
海
、

雪
景
色
、
夜
の
街
、
ト
ン
ネ

ル
な
ど
の
場
面
が
ダ
イ
ナ
ミ

y
ク
に
流
れ
る
。
プ
ー
ル
ま

で
に
五
つ
め
ス
テ
ー
ジ
が
あ

り
、
会
ス
テ
ー
ジ
は
設
定
さ

れ
た
タ
イ
ム

(中
央
商
而
に

表
示
)
内
に
通
過
し
な
い
と

ゲ
ー
ム
終
了
e

第
三
ス
テ
|

ダ
チ
ョ
ウ
が
他
の
動
物
相
手
に

草
原
で
の
闘
か
い

ジ
ま
で
は
各
チ
兵

ツ
ク
ポ
イ

ン
ト
の
附
が
一
ス
テ
ー
ジ
で
、

第
四
と
第
五
の
ス
テ
ー
ジ
は

世
界
八
カ
悶

{南
ア
フ
リ
カ
、

米
国
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、
モ
ナ

コ
、
ベ
ル

ギ
ー、

イ
タ
リ
ア
)
の
い
ず

れ
か
の
問
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ

コ
ー
ス
と
な
り
、
プ
ー
ル
で

得
点
と
順
位
が
表
示
さ
れ
て

ゲ
|
ム
終
了
。
他
都
を
追
い

抜
く
ご
と
に
布
阿
耐
に
忠
一
印

が
表
示
さ
れ
、
得
点
が
上
が

る
。
定
価
百
九
十
八
方
向
。

こ
れ
を
取
る
と
ボ
ー
ナ
ス
得

点
。
な
お
川
に
務
ち
た
り
、

川
に
い
る
カ
ッ
バ

、
ラ
ン
ダ

ム
に
地
中
か
ら
削
酬
を
山
山
す
モ

グ
ラ
と
按
帥
附
す
れ
ば
ア
ウ
ト

に
な
る
。
動
物
た
ち
を
全
部

が
、
紫
円
十
〈
身
を
か
わ
せ
ば
倒
す
と
次
の
パ
タ
ー
ン
へ
逃

背
後
か
ら
迫
っ
て
き
て
い
た
み
、
動
物
の
様
績
が
変
わ
り
、

動
物
を
倒
せ
る
。
一

度

に

数

切

り
係
や
山
右
な
ど
の
際
喜
一物

匹
を
倒
す
こ
と
も
で
き
、

二

が
増
、え
て

い
く
。
四
パ
タ
|

匹
目
以
止
は
得
点
が
倍
加
。

ン

ご

と
に
、

工
定
時
間
以
内

総
の
上
に
一
匹
以
上
を
誘
い
で
動
物
の
卵
を
取
っ
て
い
く

込
む
と
、
橋
が
壊
れ
動
物
た
ボ
ー
ナ
ス
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

ち
は
川
に
務
ち
て
高
得
点
と

ダ
チ

ョ
ラ

i
三
匹
ア
ウ
ト
で

な
る
。
時
々
出
て
く
る
ミ
ミ
ゲ

l
ム
終
了
だ
が
、

F

定
制
押

ズ
を
踏
み
つ
け
る
と
、
{
五
箱
、
点
以
上
で

一
匹
追
加
さ
れ
る
。

ウ
イ
ス
キ
ー
ボ
ト
ル
、
ジ

ュ
定
側
は
テ
ー
ブ
ル
M
M

勺
刑
品
川出

ー
ス
、
コ
ー
ヒ
ー
、
本
、
キ
」
l

万
円
、
同
社
リ
ト
ル
テ

i

h

・
ン
デ
ィ
ー
な
ど
が
現
わ
れ
、
ブ
ル
間
同
勺
mr
z
一
十
八
万
円
。

日
物
の
新
ゲ
ー
ム

かみなりつ乎・ゴロちゅん

ダ
チ

ョ
ウ
の
わ
ん
ぱ
く
ぶ

り
を
内
容
と
し
た

T
V
ゲ
ー

ム
機

「ダ
チ

ョ
ラ
|
」
が
、

日
本
物
産
繍
{
本
社
大
阪
、

鳥
列
末
治
社
長
)
か
ら
十
舟

二
十
九
日
発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
ダ
チ
ョ
ウ
の
よ
7

チ
三
フ
|
々
が
キ
ッ
ク
に
よ

り
他
の
動
物
た
ち
を
倒
し
て

い
く
と
い
う
ゲ

l
ム
で
、
プ

レ
イ
ヤ
ー
は
レ
パ
!
と
キ
ッ

ク
ボ
タ
ン
を
操
作
す
る
。
場

面
は
品
開
の
野
原
で
、
川
が

一

本
流
れ
て
い
る
。
会
・
部
で
九

」l
九
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
。

ダ
チ

ヨ
ラ
ー
は
カ
メ
の
前

で
ス
ト
ソ
プ
し
て
キ
ッ
ク
ボ

タ
ン
を
押
す
と
、
カ
メ
が
ダ

チ
ヲ
ラ
ー
の
向
い
て
い
る
方

向
へ

一
定
鋭
縦
け
り
飛
ば
さ

れ
、
こ
の
カ
メ
に
当
た
っ
た

動
物
を
倒
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
川
岸
や
歯
菌
端
に
当
て

た
カ
メ
は
は
ね
返
っ
て
き
て
、

こ
れ
に
当
た
れ
ば
ア
ウ
ト
だ

• • 

「
ダ

チ

ョ

ラ

|
」

合
し
た
定
数
の
モ
レ
ッ
ク
ム
が
進
む
と
現
わ
札
る
敵
ミ

を
分
雛
し
て
飛
ば
し
、
制
限
サ
イ
凡
は
、
近
距
離
で
破
峻

時
間
以
内
に
ア
ト
ミ
ッ
ク
を

す
る
ほ
ど
高
得
点
。
ス
ペ

l

般
峻
し
て
い
く
と
い
う
も
の
。
ス
タ
ン
ク
の
倣
淡
台
数
は
布

ケ
ミ
y
ク
が
二一
つ
ア
ウ
ト
で
下
の
絡
チ
状
の
窓
の
色
で
一不

ゲ
l
ム
終
了
だ
が
、

一
ん
疋
得
さ
れ
、

一一e

十
e

e

ム
口
破
壊
で

一

点
以
上
で
一
つ
追
加
さ
れ
る
。
パ
タ
ー
ン
ク
リ
ア
。
第
一一

パ

定
価
は
テ
ー
ブ
ル
問
吋
型

任

タ

l
ン
か
ら
は

.
定
の
発
射

十
二
万
円
、
ポ
ニ

l
タ
イ

プ

戸
九
十
凶
万
向
。

す
る
三
百
六
十
度
の
会
方
位

の
う
ち
四
分
の

一
(
九
ト
度
)

が
映
し
出
さ
れ
、
レ
バ
ー
で

ス
ク
ロ
ー
ル
(
左
右
方
向
て

三
百
六
十
度
回
転
、
上
下
方

向
で

一
定
の
・品
低
移
動
)
す

る
の
が
特
徴
。
全
部
で
十
パ

タ
ー
ン
あ
る
。

レ
ー
ダ
ー
で
敵
を
キ
ャ
ッ

チ
し
、
そ
の
方
向
へ
剛
山
を

移
動
さ
せ
、

一刷
所
中
央
の
開…

-
-
z
O
B
 

準
を
敵
に
合
わ
せ
て
発
射
ボ

タ
ン
で
輸
相
娘
。
途
方
か
ら
砲

懲
し
な
が
ら
迫
っ
て
く
る
舟
ス

ペ
ー
ス
タ
ン
ク
e

(

日
十
日
に

般
車
似
し
な
い
と
手
ご
わ
く
な

る
)
と
の
砲
怒
戦
が
中
心
で
.

こ
れ
を
凶
台
蚊
破
す
る
と
現

わ
れ
る
二
ア
ィ
テ
ク
タ

l
e

(衡
を
品
川
ぷ
)
を
懲
つ
ご
と

に
得
点
は
紛
加
す
る
。
敵
の

砲
弾
は
発
射
て
迎
黙
す
る
か
、

阿
而
移
動
で
避
け
る
。
ゲ

i

• • 

数
で
現
わ
れ
る
今
プ
ラ
ウ
ル
u

を
娘
般
す
る
と
阿
前
上
の
敵

が
全
部
破
媛
さ
れ
高
得
点
。

ツ
イ
ン
レ
ー
ザ
ー
砲
が
二一
回

破
壊
さ
れ
る
と
ゲ

l
ム
終
了

だ
が
、
定
得
点
以
上
で

一

基
追
加
さ
れ
る
。

議
板
版
発

の
み
で
定
価
十
五
万
九
千
向
。

回
る
童
話
の
世
界

フ"ゾン

ホ
ー
プ
の
回
転
式

匝
均
単
に
乗
っ
て
メ
ル
ヘ
ン

の
牝
界
を
巡
る
と
い
う
定
巡

回
転
式
采
物
機

「
メ
ル
ヘ
ン

キ
ッ
ス
」
が
、
鮒
ホ
ー
プ
{
本

社
工
場
川
崎
市
、
小
腕
判
定
良

社
長
)
か
ら
十
月
下
旬
発
伐

と
な
っ
た。

こ
れ
は
大
き
な
切
リ
株
の

上
で
小
人
た
ち
の
見
守
る
な

「
メ
ル
ヘ
ン
キ
ッ
ス
」

か
、
お
媛
さ
ま
と
T

仁
子
さ
ま

が
キ
ス
を
す
る
よ
う
に
動
き
、

こ
れ
と
と
も
に
川
門
形
の
馬
車

が
回
転
す
る
も
の
。
作
動
中

に
議
議

(血
木
容
が
選
山
)
が

流
れ
る
。

-
回
四
捌
か
ら
六

悶

(
切
符
司
能
)。

定
員
は

ぺ
人

(大
人

一
人
、
子
ど
も

-
人
)。

定
価
百

一万
円
。

新
硬
貨
シ
ス
テ
ム

M
l
p
か

ら

新

た

な

サ

ブ

基

板

発

売

へ

センUョウ

T
V
ゲ
l
ム
築
板
に
按
縦

し
破
貨
シ
ス
テ
ム
機
能
を
多

彩
に
す
る
サ
プ
基
板
「
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ン
ジ
ャ

1
」
が
、
山
側

M
I
P
(本
社
大
阪
、
伊
藤

司、司、
、、

博
則
社
長
)
か
ら
十
月
下
旬

発
売
と
な
っ
た
。

よ
れ
は

一
枚
の
法
板
で
硬

貨
投
入
枚
数
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

数
を
M
m

々
切
符
可
能
、
コ
イ

ン
セ
レ
ク
タ
ー
を
一

}例
取
付

け
ら
れ
各
約
料
金
設
定
が
可

能
、
硬
貨
述
帥
瓶
投
入
時
や
古
川

庇
ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
動
作
の

防
止
機
能
内
蔵
な
ど
が
特
徴
。

o
p悩
絡
六
千
五
百
円
。圃，園開'冒11
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ダチョラーメルヘンキッスダブルチェンジャー

信頼の技術とアフターサーヒ'スが自慢の会社て'すF

ゆ株式会社 M.I.P
〈振込先〉住友銀行庄内支庖鮒ヱム・アイ・ピー~2 12524関酋格互銀待上新庄支庭樹エム・アイ・ピー~216232

大阪市東淀川区上新庄3・14-川

まず、お電話して下さい

06(326)6700 

【スーパースナイバー】
①官E干ライター防止機能'

画面をクリア L、デレジット.0..と

な句、ブザー@断続音で知らぜます.

①糸釣 ・針金防止機能 F

画面をク リア L、クレジット司O'と

な句、ブザー@ 続審で知勺せます。

③スピーヵー音でガンガン笹報 〆

A 耳鳴子 ~スピーカーに接続す る

と、ブザー音の代町にスピーカーよ

句"ファンファン音"を出せ草す。

⑥電源 0・ON.時のクレジ y ト上り等

のトラブルは皆無です.

@コイン枚数の切換え可能

1-3枚目硬貨・lプレイの切換えが、

ディップスイッチで鏑単にできます。

リアf
トアウjツ

イタズラされると
子ライター・ハリガネ完全シ

害支ifI
長野県中野市草間11 66ft(02692)6-7935 

東京都台東区台東2・17・l スタ ーハイツ

台東203号 室!(03)835・I097(代)

高品質のスイッチング電源
.マイコン・TVゲーム

.他一般用

.三出力電源

0ご好都を1闘いて発売中のGS

のスイッチングパワーサプラ

イに、プラックタイプGS-

37Aが加わりまし た

0輸出期的180-264V入力のG

S -37Cも加わりま した.

+GS-37A仕機

電圧/AC90V -132V 

出力電圧/+5V +12V 

出力也流/ 7A lA 

-5V 

lA 

承ι'

社

M

A

古

豪

品
九

間

同

場
所

例

制

創

刊

エ
惜
開

示、》
弘

一a
p
u
-A
E

ブラックタイプ

|[el:Jパワーサプライ1
匪盟

てー「，，
・-

• • 

800 

三和銀行高島平支唐普通口座130547

タイト 一周もあリます。

本社 :〒335埼玉県戸関市大字美女木3481-1
T E L 0484 (21) 5200 (代}

干101東京都千代田区外神田2-1-6
山京ビル舛榊回会館203号

03 (255) 5491 (代)

ベースポール専用カー トリッジ

ゼビウス用カートリッジ

￥9， 

ト1-夫:段、ナムコ 、

価格に挑戦

TEL 

チャンピオン
ベースポール

ツ

ゼピウス用

旬、、(掛セイ

CT-7-SIl 

CT-7-B 

4長込銀行

号待
日本メモリー株式会社記7215311F1213

271B~2732、 2732A ~27刷、2712B{'.・'^】

￥1158，000 

圃特長

・27崎、2732、2732A、2764、27128に曾込可能(切り替え

は簡単で故障のないロータリースイッチ式)

・ベリ ファ イ、フランチェ ック、プログラムオートスタート

・ア ドレス ，ぐス チェ ック

・データ パスチェッ ク

・伺時に10個書込

・書ゐ終すブザー

・・込電庄異常検出 (v伸)

・vcc電源唱E圧異常検出

-・込残η時間表示・2764、27128高速寄込

・誤婦人防止カバー付

・岳P-ROMQl選択がワンタ yチ

・笥源内蔵

マルチP-ROMプログラマー

置山【・】・】羽田・山h判;目
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時
代
に
つ

い

同
商
に
は
そ
う
大
き
な
動

き
は
な
い
の
だ
が
、
ア
ナ
ウ

f

-
ン
サ
ー
が
絶
叫
し
て
い
る
-

u
一

と
に
か
く
戦
時
中
は
い
つ

剛
一も
絶
叫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

附
一か
っ
た
な
と
カ
介
は
ア
ナ
ウ

抱
一
ン
サ
ー
の
ノ
イ
ズ
か
ら
陀
一綴

一を
お
い
て
冷
却
に

T
-
V
の

一
州
耐
を
見
て
い
る
・

一

戦
争
も
米
期
症
状
を
円
五
し

一
て
く
る
と
、
教
-U
世
へ
出
た
リ

一
入
っ
た
リ
す
る
毎
に
教
室
の

一
出
入
口
に
直
立
不
動
で
絶
叫

一さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一

「
白
岡
本
浮
介
、
た
だ
い
ま

一よ
り
使
所
に
行
っ
て
ま
い
り

一
ま
す
L

一

「
よ
し
」

一

「
島
本
淳
介
、
た
だ
い
ま

ン
一
便
所
よ
り
帰
つ
て
ま
い
り
ま

，
一
し
た
」

ご
二

「
い
か
ん
、
気
合
が
入
つ

マ
一

と
ら
ん
、
や
り
な
わ
押
し
、
下

.、一
般
に
カ
が
入
っ
と
ら
ん
、
そ

i
一
れ
で
も
貴
様
は
日
本
男
児
か

一一

貨
同
開
の
よ
う
な
奴
が
お
る
か

人
一

ら
日
本
は
帆
口
一
戦
し
と
る
』

ウ

一

『
は
い
」

一

と
弛
慨
を
続
け
よ
う
と
す
る

一
が
吋
時
は
食
べ
る
物
を
食
べ

一さ
せ
て
貰
え
な
い
的
努
だ

っ

一
た
の
で
力
が
人
ら
な
い
.

一

教
.帥
に
椴
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

一
が
あ
れ
ば
彼
ら
れ
る
』
』
と
に

一な
る
し
、
教
師
が
疲
れ
て
い

号
一
る
と
廊
下
に
立
た
さ
れ
る
こ

引い一

と
に
な
る
・

2
一

世
停
介
は
甲
子
関
の
選
手
電

第
一
習
が
大
緩
い
で
あ
る
・
額
に

i
一背
筋
を
立
て
て
怒
鳴
ら
さ
れ

小
一
て
い
る
主
将
を
見
る
と
、
人

月
一
間
と
い
う
よ
リ
む
績
に
ち
か

山
一

い
存
各
と
し
か
お
も
、
え
な
い
。

年一

そ
う
い
う
や
リ
方
で
子
供

3
一
を
綾
回
し
の
綾
に
し
て
し
ま

銭

っ
て
い
る
大
人
に
立
腹
す
る
.

1
-戦
争
に
負
け
た
前
後
の
頃
に

は
あ
あ
い
-
ヲ
選
手
A
H
努
は
し

て
い
な
か
っ
た
ろ
う
に
.

体
育
の
時
間
で
剣
道
を
や

• • 
第三棟郵便物認可

て

(
E
)
 

部副
利
引
の
聞
で
中
山
十
因
調
を
復

活
さ
せ
て
き
た
の
も
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
表
現
は

プ
ロ
レ
ス
に
は
じ
ま
っ
て
も

は
や
ブ
レ
ー
キ
が
さ
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
ス
ポ

ー
ツ
の
災
況
放
送
と
い
・
え
ば

絶
川
し
な
け
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ

め
災
汎
政
送
で
は
な
い
か
の

よ
う
に
な
り
、
解
説
お
と
い

う
の
も
時
代
を
絞
る
の
に
し

た
が
っ
て
人
聞
の
劣
怖
を
正

当
化
す
る
よ
う
な
お
か
し
い

い
な
け
れ
ば
、
何
か
僕
し
い

郷
愁
を
よ
び
さ
ま
し
そ
・
ヲ
な

蹴
制
剤
胞
な
両
日
向
で
あ
る
。

阿
而
の

l
.曲
岬
は
海
で
あ
る

ラ
イ
ト
に
燦
い
て
波
が
光
っ

て
い
る
.

出
碍
に
抽
惜
し
て
同
州
の
下
部

は
修
飾
と
し
た
政
林
で
あ
リ

そ
の
採
林
の
.
部
が
削
り
と

ら
れ
ホ
上
を
露
出
し
て
い
て

い
亦
七
の
部
分
に
商
洋
の
咽
宮
本

と
い
う
よ
り
+
口
一
械
の
よ
・
ヲ
な

設

A
で
原
発
が
あ
っ
た
・

「
名
画
と
い
う
感
じ
ね
」

る
叫
吋
で
も
カ
を
い
れ
て
竹
刀

で
相
手
を
叩
く
の
で
は
な
く

て
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
よ
う

に

一
寸
利
子
に
触
れ
る
よ
う

な
気
合
が
依
け
た
よ
う
な
剣

道
を
終
戦
後
は
き
さ
れ
た
の

た
し
大
き
な
戸
を
出
す
と
減

点
さ
れ
た
の
だ
か
ら
。

て
も
市
川
例
制
州
が
似
活
し
て

き
ど
し
た
の
は
や
は
リ
ス
ポ

ー
ツ
か
ら
だ
っ
た
。
ス
ポ

l

連載小説(31)
ツ
で
は
ど
う
し
て
も
勝
れ
を

競
う
の
だ
か
ら
。

遊
び
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
札
ば
そ
れ
で
よ
い
の

に
‘
つ
い
遊
び
が
真
剣
に
な

り
、
何
や
ら
逃
と
す
ぐ
遂
を

つ
け
た
が
り
、
そ
れ
に
イ
ン

チ
キ
臭
い
倫
理
ら
し
き
も
の

が
絡
ん
で
く
る
。
そ
う
し
て

そ
れ
が
管
理
体
制
の
モ
デ
ル

に
さ
れ
て
し
ま
う
。

つ
い
で
に
テ
ィ

l
ム
プ
レ

ー
と
か
で
全
体
主
義
も
行
き

柑
い
て
く
る
。

い
の
」『

一
瞬
扉
が
聞
い
た
わ
」

た
し
か
に
さ
つ
と
戚
が
附

い
て
山
里
の
衡
の
せ
い
か
一
織

の
よ
う
な
感
じ
で
冷
気
が
流

札
こ
み
男
の
し
る
う
え
っ
と

が
入
円
に
泥
ん
だ
よ
う
な
気

が
し
た
・

が
T
・
V
に
興
味
が
あ
る

の
で
で
人
と
も
動
か
な
か
っ

，.
 

，，
 

附
版
耶
発
ジ
ヤ

γ
ク
は
叫
伏
机
附
界
什
で

流
行
し
て
い
た
。

ま
ず
ソ
速
の
原
発
が
当
時

健吉

解
説
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ

て
き
た
。

か
つ
て
の
大
和
球
士
と
か

今
で
い
、
え
ば
元
中
日
監
轡
の

中
が
そ
の
系
譜
だ
と
お
も
う

が
変
な
形
容
詞
を
つ
け
て
自

己
の
卑
小
な
宇
宙
鋭
の
よ
う

な
も
の
を
京
当
化
す
る
よ
う

に
選
手
に
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ

た
り
せ
ず
に
鳴
く
も
の
を
納

得
さ
せ
る
と
同
時
に
野
球
を

茨
や
か
に
楽
し
ま
せ
る
解
説

が
少
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
.

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
鳴
っ
て

「
絵
本
の
よ
う
だ
わ
L

『
白
雪
姫
と
か
限
れ
る
森

の
美
女
と
か
ね
」

『ず
い
分
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
飛
ん
で
る
な
L

「
あ
ら
、
税
、
赤
と
ん
ば

か
何
か
か
と
思
っ
て
た
わ
。

そ
う
い
え
ば
へ
リ
で
す
わ
」

背
後
で
ご
く
か
す
か
な
脅

が
し
た
よ
、
ヲ
だ
.

「
あ
ら
、

U
き
ん
じ
ゃ
な

、
し
」

「
そ
・
ヲ
か
し
ら
」

「誰
も
い
な
い
ん
じ
ゃ
な

• 
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中

ス

ニんな二とカずできる

・自分のチー

・パ ス
・シユート

・スローイン

・ヘディング

・スライディング

・コーナーキック

・コールキック
・;;tフサイド
.P K戦

・勝つと対戦相手ガ愛わる

勝ち進むと相手チームガ強くなり、

はやい判断とl衛官ガ要求され、ます

ますゲームに熱申することでしょう

)¥ ¥ 

評発売

ベー

エキサイテインクセ了

ゲームマシン第225号1983年 12月1日(29) 

• ノピオ.‘ ノ

努
ヤチ

Zニ24
スローインなどの
引銀もできてより

言?日23乞ピオンベースポールに鋳〈

ー

型三里

.a! 
双めと守りができ
てこそサッカーの
漫画圃昧を厳わうこ

とガできる.

和佐

ソ
速
の
術
星
回
と
み
ら
れ
て

い
た
小
園
の
布
芯
に
よ
っ
て

ジ
ヤ
ツ
ク
さ
れ
、
こ
の
小
国

は
こ
ニ
を
拠
点
に
し
て
次
々

と
ソ
速
の
原
発
の
支
配
を
す

す
め
、
品
取
終
的
に
は
こ
の
小

国
の
反
政
府
運
動
を
す
す
め

て
い
た
労
働
組
合
が
ソ
迷
を

動
か
す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。こ

の
労
働
組
合
は
更
に
ソ

速
の
原
発
を
み
な
支
配
下
に

置
く
と
制
時
に
、
ソ
述
内
の

原
発
や
ミ
サ
イ
ル
の
解
体
正

子株式会社
埼玉県上尾市愛宕ト16-9

0487-75-2412 

干362

TEし7fIJ s[b 7j%1 

併
を
す
す
め
、
そ
れ
に
呼
応

す
る
か
の
よ
う
に
欧
米
諸
問

で
は
そ
う
い
う
風
潮
が
す
す

ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、
わ
が

刷
刊
で
は
あ
ま
り
そ
う
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
出
札
さ
れ
て
は
い
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

「
ど
う
い
う
円
的
で
原
発

を
ジ
ヤ
ツ
ク
し
た
の
か
、
ま

だ
化
人
た
ち
は
何
J
U
製
求
を

山
し
て
い
ま
せ
ん
」

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
大
き
な

戸
で
が
な
っ
て
い
る
.

脳
出
の
議
林
に
白
い
噌
輔
が

漂
っ
て
き
た
。

「
ど
う
い
う
グ
ル
ー
プ
で

し
ょ
う
ね
」

「
さ
あ
」

「
全
然
見
当
が
つ
か
な
い

わ
ゆ
」

「日
本
人
か
し
ら
L

「
ど
、
フ
か
ね
」

『視
聴
率
は
ず
い
ぶ
ん
高

く
な
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
な
」

「
京
大
、
浅
間
以
来
で
し

ょ、ヲ」「
ホ
ン
も
の
で
す
も
の
」

「
三
菱
銀
行
は
」

「
あ
れ
は
例
商
に
動
き
が

少
な
か
っ
た
か
ら
む
う
ひ
と

つ
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

「
ニ
れ
で
は
明
討
は
仕
事

は
み
な
休
み
に
な
っ
ち
ず
つ

な
」

『
犯
人
た
ち
か
ら
は
依
然

と
し
て
何
の
泌
総
も
あ
リ
ま

せ
ん
。
何
と
無
燥
な
ζ
と
を

す
る
の
で
し
ょ
う
」

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
獄
勾
し

た
絢
子
で
続
け
て
い
る
。

「
あ
あ
咽
喉
が
渇
い
ち
ゃ

つ
た
」「

何
か
持
っ
て
来
て
よ
」

「
私
、
も
う
帰
ら
な
く
っ

ち
ゃ
。
明
日
、
大
学
が
あ
る

ー
と

「
、」
の
調
子
じ
ゃ
明
日
は

授
業
は
な
い
よ
」

〉
ぞ
う
か
し
ら
」

「
じ
ゃ
、
何
か
つ
く
っ
て

き
ま
す
。
何
が
い
い
ん
で
す

の
M
』

「
何
で
も
い
い
わ
」

• • 
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バイオリズムマシン
，-300 

I..:d'>哨
'" "、鵡唱a.意匠登録・実用新案申 請中

新規ロケ開拓、販売促進に最適/
未来を予知できるバイオリズ、ムマシン

(選べる5つの惨断)
①男女の出生率

②ふ疋りの相性

③2週間のバイオリズム

④当日のバロメーター

⑤当日の相性

の5つの診断ガできる

多機能式マシーンです。

-製品仕8・
外形寸洛/幅マ時Omm

高d・1，1150，明m
袋持 400mm

:1: ./..崎
111 滋/000ま20V日1160Hz
a向Jtl電力/四w

く
あん

、

臨E

メカ+ 時代

占い+

ι?勾2“弓究の

ワードプロセッサーで，
占いをプリントアウトH

4宝裕と、金達、仕事、相性、恋愛の遷伎を生年月
白とlω理テストにより紋命分析し、あな乏の来来
を篤異の自宮中Z事で占いま-eJ。

・占いの判断資料になる心理テストの伊j鐙

一• 

-タキ理券寸洛
幅:SOOmm
n高‘さ:0し，8田3()mm
典符 s日70
{キヤスタ-付} 且 l

ユ二工ンターブライズは21世紀へ向かつ
て、時代性をとらえ芝、斬新で高収益を
呼応:製毘造りに努力してまいります。

。コンピューターノてイオリズム診断〈バイオリズム>BM-200 

@色彩心理学とコンピューター技術の結晶くサイコロン〉

@コンピューター出題クイズマシーン〈頭の体操〉

。頭の体操ヤング版くドクターQキ~->

810-Eシリーズ

ロケーション

810-ES ￥100 

810・E ￥500 

810-EC US25中

810・EF そのイ也コイン
必ずカウンターとキャッシュボックスのコ

イン枚数は一致します。

殺人叶
スパンスプりング

電子の目

(鶏11民間色) | 従来のメカ式タイプのセレクター

返却レノ

810-E 

y~型車町主力え~\)事育。
_， ~\/ヲヲ-~

税引1手紙型kのメ切手げ-{7..._-

720・A/B
(￥ 100、￥50)

730-AjB 

(￥500、ume)
他各種メタル周j

告
信頼と技術のふれあい

本社・本社営業部東京都港区南青山2・24・15青山タワーピJレ2F干107tt03(401)6181 

営業所/東京都台東区竜泉 3 - 7 - 3 〒110~03(876)3405 

謹
開通主鯨売し、3:l!I;，間入E昔日唱し疋置に却して隊、

.t!C出制巳係る尭羽書寮11品輸公告され疋稼lこ誌

に目ヲく揖鱒章者~!海軍し、まE諸に星づき使用を
撞し庄のe.nることにも主主り芯マのでかかるコピ

ーliIの輔入使用を滋さらぬよう嘗告盟しg:~o

昭初57年7月

代罰蜘役 安部 第

窃盟酔証書出自己苦間世融量目的り楓にあり汀とうござ

い琴写.電手セレワタ勾引か在阻、宅匹おぶU苔

l!lの機鳴じっ車、時軒、費用餅翼、車置帯電車抗

して昂り、その-113回、田正巳畳録および公開され、

工銭所有硲によって保温されており草写。

こ杭と同じ蝿遣のコピー島を正当俗閣制Jも8しに

旭精工椋式会社 |
-詳細は本社草 た

は、営業所宛に

カタログ告ご請

求下さい。

• I I・

(l 

骨

• 

• 

• 
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つきましては、これらの行為のないよう充分にご注意賜わり業界

の秩序維持、健全な発展のために皆J憾のご協力をお願い申し上げ

ます。

平紫は格別の御引立 を賜わり l字く御礼申しょげます。

さで、この度、弊社が発表数しましたビデオゲーム機fACWアクウ 」

は弊社が独自に附発製品化したオリジナル製品であります。

従って、この機械を無断で模倣またはこれに類似する商品として

製造、改造、販売、輸出する寄与の行為をすること及びこれらの機

械を使用して営業することは著作権法、工業所有権諸法、不正競

争防止法等に抵触し弊祉の正当な依利を侵害することになります。

株式会社新

昭和58年10月

日本企画

株式会社 工スエヌケイエレクト口ニクス

代表取締役川崎 英吉

a・・・院理・‘ム・岡田...- 本

司・圃唱・はE、........東 京 支 后 東京都台東区浅草橋5-4-4ジュ:J:J.秋葉際平111C(03)晶 6・6175紛

a園田竺竺!竺 ?ー? 一竺? 福岡営寮所福岡市憎多区博多駅東3丁目3寸6川清 ビル304号干812宮 (092)47ト8612-3
縁式宜皿=.. 雪・晶・4噌』ー・ー
会社新同本ie聞 東大販制所東大阪市吉田7-2-35ホワイトシ ャトー略字578宮 (0729)65-0533 

SNK ElECTRONICS CORP. 3043 Kashiwa Street. Torr剖 ce.Calit削除 90505Pho時 (213)539♂ 44

社大阪市淀川区東三国6T自1番暗号〒532C (06) 396-1621(1的
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DECEMBER 

me 

.テーブル型TVゲーム機 (TABLEVIDEOS) 

5 

6 

7 

8 

9 

9 

1 1 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

17 

17 

17 

21 

22 

23 

24 

25 

評価

(RATlNG) 

機種名(メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

女子バレーボール(タイ トー)

評価
(RATING) 

Big Spikers (Taito) ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.45

エクセリオン (ジャレコ )

Exerion (Jaleco) ... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー一"7.26

エ キサイテイングサッカー (アルファ電子)

Exciting Soccer (Alpha) ・・・・・・・・・・・ーー・.. . . . . . . . ・ -ー.....6.60 

スティンガー(セイプ電子/シク。7)
Stinger (Seibu/Sigma) ........…・.. . . . . . . . . . . . . .….......6.00 

マリオブラザ ー ズ (任天堂)
Mario Bros. (Nintendo) ................一・・ー・-ー.. . • . . . . ・・・5.60 

エレベーター ・アクション(タイ トー)

Elevator Action (Taito) ・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.59

ゼビウス (ナムコ)
Xevious (Namco)・.• • • • • • . • • • • . • • • • . • • • . • • • • . • • • • • • . • . • • • .…"5.47 

チャ ンピオ ン・ベー スボー ル(アルファ従子/セガ社)
Champion Baseball (Alpha/Sega) ...........................5.44 

チャンピオン ・ベ ー スボー ル パート II
Champion Baseball Part Il (A)pha) 

ア γプン ・ダウン (セガ社)

(アルファ電子)
............... 5.25 

Up'n Down (Sega) ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.25

スーパーダブルステニス (データイ ー スト)

Su per Doubles Ten n is (Data East)・.• • • • • • • • . • • • • • • . • . • • • • 5 . 15 

ギャラガ(ナムコ)
Galaga (Namco)・ー.. . . . . . . . . . . . . . . . . .・.• . . . . • . . . . . . . . • . . . . • . • . . 5 06 

ジッピーレース(アイレム)
むppyRace (Irem) .............................................4.70 

ジャントツ(サンリツ)
Jantotsu後 (Sanritsu) ..........................................4.60 

バ ト ル ・クルーザ- Mー12(シ グマ)

Bartle Cruiser M-12 (Sigma) ・・・・・・・・・・・・・・・・.......4.57

省豪 (日本物産)
Jangou後 (Nichibutsu)................................，.........4.53 

ノぐー ディーキング2
Birdie King 2 (Taito) 

(タイト ー)

ハ ンバーガー (データイースト )

・・・4.50

Burger Time (Data East) .......................................4.50 

花札(セタ 企画)

Hanafuda傍 (Seta)

7ftあ わせ (セタ企図)

-・・4.50

Hana Awase傍 (Seta)一一・・・・・・・ー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ， . . . . • 4 . 50 

ミス ター ドゥ対 ユニコーン

Mr. OO's Castle (Universal) 
(ユニノぐーサル)

プロボウリング(デー タイ ー スト )

".4.40 

PrO Bowling (Oata East) .............…・・・・ー・・・・…ー・・・・…'4.33

ミスター・ドゥ(ユニパーサル)
Mr. 00 ! (Universal) .............................・・・・・・…・・"4.25

プロサッカー(デー タイ ー ス ト)

PrO Soccer (Oata East) ・・・・・・・・・・・・・一.. . . . . . . . . . . . .一........4.11

7 ッピー(ナムコ )

Mappy (Namco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…ー・・・…・・・…・・・・・・…"4.08

• The Traditional Japanease Games 

繍董ロケーションの設置俄槍~売上げと人気置から見1:ランク付けで、 喜オベレーターの判断
によるデータを量計、 その平均値-t-示Lたもの.数字由意味は10:これ以よない燭尭的拡人気
と売上げ、9 すぼらしい人気と売上げ、8:大変いい人気と売上げ、7:いい人気と売上げ、
6 まあいい人気ど売上げ、 S:平均的匂もの.4 平均以下{以下省略}

，ne句

日 s 
-テーブル型新製品 (NEW VIDEOS . TABLE TYPE) 

4 

5 

6 

機種名(メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

ハ イパー・ オリンピック(コナミ)

評価
(RATING) 

Track & field (Iくonami) ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'9.00

グチョラー (日本物産)
Dacholer (Nichibutsu)....................................，.....6. 00 

Qイズジャ ン プ ( サンリツ)
Quiz Jump (Sar、ritsu)・・・・・・・・・・・…・・・・ ..… . . . . . . . ， . . . . . . . . . . 6 . 00 

ドンキーコング 3 (任天掌)
Donkey Kong 3 (Nintendo)...............ーーーー・.. . . . . • . . . . . . 5. 00 

トロ ピカルエンジェル(アイレム)
T ropical Angel (Irem) ..........................一ー・・・・・・・ e ・・4.91

バチフィーパー(三機電子)

Pacl、iFever (Sanki) .... ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.30

.アップライト、コックピッ ト型TVゲーム機
(UPRIGHT / COCKPIT VIDEOS) 

6 

7 

8 

ポールポジションn(ナムコ)
Pole Position Il (Namco) ..................・.. ・・・・・ ・・8.75 

レーザーグランプリ (タイトー)

Laser Grand Prix (Taito) .............…・・・・・・・・ー・・・一-・・ー一"8.72

ス ター ウ才 一 ズ (アタリ)

Star Wars (Atari)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・ー・ー・一 ーー一... ・7.85

ウノレトラクイズ (タイト ー)
Ultra Ouiz (Taito) ............................................. ・・7.00

ポー ルポジション (ナムコ )
Pole Position (Namco) ・・…・・ー・・ . . . . . . . . . . .・.• . . . . . .・.......6.05

アストロンベル ト

Astron Belt (Sega) 
(セガ社)

幻魔大戦 (デー タイ ー ス ト)

... 5.92 

Bega' s Bartle (Oata East) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・…5.66

ターボ(セカ社)
Turbo (Sega) ........一 . . . . . . . .…. . . .・.. . . . . . . . ・・・ ・・ ・・・・・4.66

.フリ ツ/，- (FLlPPERS) 

2 

3 

4 

5 

ロー ヤルフラ yシュ DX
Royal Flash OX (Gottliebl 

(ゴッ トリーブ)

レディーエイムファ イヤ-

Ready Aim Fire (Gottlieb) 
(ゴット リープ)

スーパーオービ y ト (コ。ットリ ー ブ)

・・・・・・6.00

… ".5.66 

Super Orbit (Gottlieb) ..............................一・ ー・.....5.25

フライト 2000(ス ターン)
Flight 2000 (Stern)・・・・・・・ . . . . . • . . . . . . • . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 3 3 

Qパー トクエスト(コ・ット リー ブ)

Q縛bert's Ouest (Gottlieb) ・・・・・・・・・・・・・・一.. . . . . . . . . . ・・・・・'4.00 

鋼査ご協力庖(順不問)

ルナパー?(東京新宿).ロサ ゲームランド{東京池袋)、ジョ イプラザ21(京都・新京極)、 タ
イトースペシャル(大阪・絡ml=側タイ トー ， ジャy?&ベティ (東京 ー神悶)、 UFO (東京 ・鴛

谷).セメYセンター・ニュー光 {大阪・心斎憾)、モンテカルロ立命(京都・北区)=側セガ・ エンタープラ
イゼス; ゲームスペース ・ミライヤ (東京 鴻悶).プレイシティ キャロy ト新宿庖 (東京 ・新宿)、
ピyグキャロyト新僑街 (東京 ・新織)、なんばシティピ yグキャロット{大阪 ・縫波1=骨骨ナムコ，
ゲームファンタジア ."，グマ {東京 ・渋谷)、ゲームファンタジア・イズミ (東京 新宿}、ゲームファ
ンタジア・スーパー11(東京 池袋)=駒シグマ ; 7〆ニティパーク・ リ/侮聞広 {大阪 ・梅聞}、ア
メユテ 4パーク リノ千目的腐(大阪・千日前1=側7ポロ; カーニパルプラザ (東京・新宿)=附エ
スコ貿易. ワールドゲーム・ ミリ(東京 ・新宿1=紛東京キャピ方ート. ゲームプラザ・シルピ7(東
京・新宿)=紛東京マルサン ; プレイランド(東京・浦岡)=側ずレイラン 下; 名鉄レジセツ?(名
古屋 。駅前)=鮒水野閥会. ピデコrイン・キャッスル (小官・駅前)=仰向岡商会.
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AMOA '83 
(Continued on page 34) 

Sente， did not 
the current 

exhibit new games at 
exposition; it will unveil 
on December 9. Sente is 
developing a video disc 

new 
said 

games 
to be 

game， and 
pected. 

its announcement is ex. 

Many of these video disc games are 
highly reputated as game machines 
incorporating somewhat advanced 
technology wilh realistic or a Itractive 
irnages and game operating capability 
by means of random access which is 
characteristi.cs of laser disc. But some 
of these video disc game cannot get a 
good replltation. Thus， there is severe 
competition in the field of video disc 
games. 

1n the field of video games other 
than video disc games，“TX.I" devel. 
oped by Tazmi， Japan， drew most at. 
tention. Atari unveiled its own“Major 
Havac" (color XY system)， together 
with“Pole Position 11" developed by 
Namco. Bally Midway exhibited Pac. 
Man Series -“Jr. Pac.Man" and “Pro. 
fessor Pac.Mar】" - together with the 
drive game“Spy Hunter". Bally Mid. 
way also unveiled“Granny & The 
Gators" which is a combination of 
f1ipper and video game. Challenging 
the video disc boom， Exidy exhibiled 
ule fully graphic video gun game 
“Grossbow" getting an advan tage over 
“Great Gun，" a video gun of Stern. In 
the category of traditional video 
games， Taito's “Elevator Action，" 
Williams'“Blastar，" KonamijCentury's 
“Track & Field，" SNK Electronics' 
“Marvin's Maze" (“ACW" i加nJapan吋)
Unive町rs鈎al'、s “Mr.Do'、sCastle" and 
Nintendo's“Donkey Kong 3" drew 
attention. 1t is likely that many of 
them will be sold as a conversion kit. 
“Bouncer" frol11 Entertainmen t 

Sciences is worth watching as a game 
that is a step ahead the traditional 
video garnes. Using a 16.bit CPU， it has 
amazingly complicated game contents 
compared to those of the conve白tional
video games. The company names this 
system a“real.tirne IJnage processor 
(RJP)" and make it available as a series 
to be sold as a conversion kit. Efforts 

. -1. towards creation of more realistic im. 
ages and sophisticated contents with. 
out using video disc deserve due exam. 
matlon. 

、

In the field of f1ipper pinball and 
other arcade games， there were almost 
no innovative pieces. ln these circum. 
stances， 1CE's boxing game“Smaxx" 
drew attention in the wake of its 
“Chexx"“Super Bowl" -a bowling 
game with video sιreen -developed by 
Leisure Products， U.S.， was a1so some. 
what interesting. lt is hoped that by 
combining excellent ideas with the 
newest technology more arcade games 
be developed. Thisholds true for kiddie 

lides. In the U.S. the home video game 
market is said to be sharply sJowing 
down. The coin.op division has mainly 
endeavored 10 powerfully develop the 
amusement business， and it is thought 
that the home video game boom in the 
past has been accompanied with the 
coin.oP. game boom. Such being case， 
the coin.op amusement business is 
responsible for future development. 

The photo above shows a $ceno in wh ich“TX・1“isdrawing people's att・ntIon8t A阻 ri"s
bo。出.Th8 photo below shows a s回 n8of Ba"y's booth in which 9.mes of B."y Midway 
and $8g. h.ve been co"eeted 

Tazmi Licenses‘T茎1"

For Overseas Market 
Tatsumi， president of Tazmi Elec. 

tronics Co.， Ltd. of Nara Prefecture， 
responded to questions pll t by "Game 
Maι:hine" concerning its overseas mar. 
keting plan， on the occasion of the 
domestic shipment of its video game 
‘'TX・1"at the end of October. Ac. 
ιording to Tatsumi， his company is 
about to license Atari Inc. through 
Namco to manufacture it for North 
and South America. For markets other 
than Japan and the above area， Taito 
w削 belicensed. Tatsumi stressed that 
his company developed and manufac. 
tured創1arcade video game for the 
first time in its history， and is carefully 

Rosen Departs 
(Continued on page 34) 

。fFinance Administration， is a sea. 
soned executive with a thorough 
knowledge of Sega's business." 

making 
this is 
Tazmi. 

Iicensing arrangements since 
the first such attempt for 

Until recently， Tazmi has been 
engaged in developmen t of “King 
Derby" and other gaming devices. Last 
year， however， they turned to deveJop. 
ment of arcade video. Recently， they 
have completed construction of“TX・
1，" a multi.screen drive game， and 
unveUed it at the AM Show held in 
Tokyo. At the AMOA Show held in 
New Orleans， Atari explained that it 
was licensed through Namco， and 
unveiled it for the first time in the 
U.S. market 

Sega， which designs， manufactures， 

distributes and operates amusement 
games in the United States and Japan， 
is a 91 percent.owned subsidiary of 
Gulf+Western lndustries， Inc. 

David Rosen has made numerous 
contributions to the industry world. 

wide， many of which stand as industry 
milestones 

Sega pioneered the commercial 
amusement game business in. Japan in 
the mid.1950's. The company is large. 
ly credited with developing the Japa. 
nese market for coin.op amusement 
equipment. 

In the mid・1960'sRosen helped 
found NAMA， the first Game Manu. 
facturers Association in Japan and 
served as the association's first chair. 
man. 

In the late '60's， Sega Japan intro. 
duced and exported worldwide a new 
product line of coin.op amllsement 
games incorporating， for the first time， 
special effects and sound. With this 
product line and the introduction of 
its then hit game“Periscope"， Sega 
pioneered 25.cent play in the United 
Stales 

1n the early 1970's， Sega was a pio・
neer in the industry's transition from 
electro.optical technology 10 the use 
of solid state electronics in the design 
of amusement games. 

During the middle to late '70's， 
Sega was again a pioneer IJl the transi. 
tion ffom solid state electronics to.the 
more sophisticated and f1exible micro・

process technology that is used today 
in all computer video games. 

In 1981 Rosen and Sega introduced 
the company's“Convert.A.Game" and 
“Convert.A.Pak" concept， the firsl 
sophisticated cOl1verlibJe game system. 

1n J 982 Sega introduced“Subroc. 
3Dヘtheworld's first 3.D coin.oper. 
ated video games 

Most recently Sega introduced the 
world's first laser video system in 
which the player controls a cornputer 
generated image which has the capa・
bility to instantaneously react with 
laser disc video images for unequaled 
player involvement and player excite. 
ment. 

Sega's Consumer Division will 
shortly be introducing a series of new 
hit games titled“Star Trek"， ，‘Congo 
Bongo" and “Buck Rogers" on various 
game and personal computer formats 

Jaleco Licensed 

Its 11 Exerion" To 

Taito America 

Kanazawa， president of !alcc:ヵ Lt~
of Tokyo， has recently Iicensed its 
video game“Exerion" to Taito Amer. 
ica Corp. of ll.， U.S.A. for North 
and South American market. 

“Exerion" is a space war game. The 
current agreemenl will be on a PC 
board basis. Concerning West Ger. 
many， Jaleco licensed ADP Alltomaten 
GmbH ofWest Germany. 

ERRATA 

In the previous issue (No. 224). 
the both sides of the photo for Funai's 
article have been reversed mistakingly. 
The photo caption should， therefore， 
read.: president Funai (1) and Ohtsuki 
(r). We sincerely apologize for this 
error. 

ー一一Editor
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Video Disc Games Dominate 

AMOA '83 Nevv Orleαns 
At the AMOA Exposition '83 held 

Oct. 28 -30 at The Rivergate， New 
Orleans， video disc games literalJy 
played the major role in the field of 
video games， with the exception of 
a few examples， exhibition was some-
what dulJ. This is a reactionary phe-
nomenon resulting from the fact that 
the U.S. market reached the video 
game boom in last year， and since an 
excessively large number of video 
games have been operated， profitabili・
ty of operations has conspicuously 
dropped 

ln sharp contrast to the situation 
with traditional video games，“Drag-
on's Lair" of Cinematronics， which is 
the first video disc game in the U.S 
market that appeared in July this year， 
brought about amazingly high profit. 
Consequently， operators are compelJed 
to expect much of video disc games 
American operators are in a difficult 
situation - they must improve the 
level of their arcades by purchasing 
high-price video disc games， or they 
mustιontinue street location by con-
verting PC boards of traditional video 
games one after another 

1n these circurnstances， the AMOA 
'83 was held at The Rivergate. This 
was the second such holding in a city 
other than Chicago in 35 years of this 
exposition's hiちtory.lt was atlended 
by a Iittle smaller number of Ameriωn 
and foreign visitors than in last year 
The American coin-op market -

world's largest and mOSI stable mar-
ket -is certainly facing a major turn-
ing point. This， in turn， will affect the 
foreign markets. 

In the wake of the AM Show in 
Tokyo and the London Preview in the 
U.K.， the AMOA '83 was held with 
video disc games in the main“Astron 

Belt" developed by Sega and manufac-
tured by Bally Midway， Taito's“Laser 
Grand Prix，" Data EaSI'S “Bega's 
BattleJ'Funars “1nter Steller，" 
Mylst句、“M.A.C.H.3，" Simitrek's 
“Cube Quest，" WiIliams'“Star R ider ，" 
Stern's“Cliff Hanger ，" Konami/Cen-
tury's“Badlands" were unveiled for 

the U.S. domestic market. Cinema-
lronics exhibited “Dgagon's Lair" 
alone， and it said only that its next 
game IS“Space Ace". Atari unveiled 
the first of its video disc game“Fire 
Fox". Unfortunately， it failed to 
operate for three days of exhibition， 
disappOinting the visitors.“Fire Fox" 
will， however， be shipped in the near 
future after final adjustments. Stern 
exhibited“Goal To Go" which has 
been manufacturcd as prototype. It is 
said as a video disc game for street 
location. 

Since October 1， Nolan Bushnell 
has been perrnitted to re-enter the 
video game industry. His company， 

(Continued on page 32) 

David Rosen Departs From Sega 
-Leaving More Than 30 Years Of Achievements -

David Rosen， founder， chairman 
of lhe board and president of Sega 
Enterprises， Inc.， on Octobp.r 27 an-
nounced that he wiU resign '1is aClive 
role in the company cffective J anuary 
1， 1984. Mr. Rosen had indicated to 
the Board several months ago his de-
sire to resign in order 10 pursue other 
investment and personal interests. Mr 
Rosen will， however， continue his asso・
ciation with the company in a consult-
ing role 

For more than thirly years David 
Rosen and Sega have played a promi・
ne.nl role in the growth and technolog-
ical evolution of the coin operated 
amusement industry. Citing Sega's 
recently announced licen富山garrange-
ment with Bally Midway， Rosen noted 

JAMMA AGMA Copyright 

Liaison Committee Discussed 
Steps 

'. 
Copier Elimination 

EarJy in lhe morning of October 
28， the first mceting of the JAMMA-
AGMA joint commitlee was hcld at 
the Fairmont Hotel， New Orleans， re-
presenting the Japanese and American 
game machine manufacturers. 

Named the “JAMMA-AGMA Copy-
right Liaison Committee，" it was 
organized as per lhe resolution of the 
3rd International Conference of Video 
Game Manufacturers (Tokyo， Sep-
tember 27). (See“Game Machine" 
No. 223). It was participated by 
Nakamura， chairman of JAMMA (pre-
sident of Namco) and Taito's Grant 
Freeks from Japan， and BrasweJl， 
executive director of AGMA and 
Rochford of Bally from the U.S.， and 

Editor: Masumi Akagi 
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9-16， Kamiyamacho， Kita-ku， 
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Coren， president of Taitel from the 
U.K_ They discussed concrete steps to 
be taken toιorner unauthorized video 
game copiers from an international 
point of view 

At the meeting， AGMA stressed 
their∞ncrete steps being taken by 
AGMA， and JAMMA decided to devise 
future steps referring to thel11. Jn the 
U.S.， for instance， the Department of 
Commerιe is currently surveying the 
circumstances of Japan， Taiwan and 
South Korca which are the countries 
of origin of copies. Ad司itionally，
request are being made to video disc 
manufacturers (pioneers， ctc.) so that 
they do not supply their video disc 
systems 10 copiers. J AMMA decided 
to return home with information 
about AGMA's activities to refer to it 
when formulating their steps. 

AGMA's Braswell concluded thal 
“By continuing discussions between 
JAMMA， AGMA and European manu-
facturers， we would like to strengthen 
copier elimination steps." 

that Sega has entered a new era， one in 
which Sega is very well positioned to 
benefit from its technological leader-

ーゼ嗣，

David Rosen 

ship and highly regarded game design 
capabilities 

Barry Diller， chainnan of Para-
mount and president of the Entertain-
ment and Communications Group， 
stated “David Rosen， the founder of 
Sega， was a true pioneer in the devel-

opment of the amusement game indus-
try both in Japan and the United 
States. We respecl his decision to retire 
from an active role in the company 
though we wiJI greatly miss his insight 
and vast experience in the operations 
of the company." 

Mr. Rosen. further stated，“During 
the past year 1 have worked to reposi・
tion Sega to meel the challenges of the 
changing marketplace. This included 
the restructuring of lhe management 
orgamzatlon. 

1 am， therefore， pleased to an-
nounce the appointment of Jeffrey A. 
Rochlis as president， chief operating 
officer of Sega En terprises U .S. J effrey 
Rochlis comes to us with a wealth of 
experience in consumer electronics 
and product creativity. 

1 am further pleased to announce 
the appointment of Miιhael Dulberg as 
executive vice-president of Sega Enter-
prises， Inc. Mr. Dulberg， who until 
reιently served as senior vice-president 

¥Continued onρage 32) 
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